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はじめに

約10万年前，人類は火をコントロールすることにより地球表面を変え始めた。し

かし，森を拓き，化石燃料を燃やすなどの人間活動が地球の環境を変えてきているこ

とに対する認識は浅い。これは，一つに人間活動が地球環境に与える影響についてよ

く理解できていないことに起因している。便利で快適な生活環境を求めることが，逆

に地球環境の変動をもたらしているのである。特に，アジアには世界の３分の２の人々

が住み，２１世紀の地球環境の動向を大きく左右すると考えられる。アジアのもつ多

様な自然環境，多様な生物的自然，人口密集と土地利用などについて明らかにすると

ともに，多元的で多様なアジアの視点が求められているといえよう。千葉大学環境リ

モートセンシング研究センターは，リモートセンシングによる地球環境学研究の発展

のための基盤技術および応用技術研究の核としての役割を果たすために設置された全

国共同利用施設である。重点課題を「リモートセンシングによるアジアの環境変動地

域のモニタリング」とし，特徴をもった新分野の開柘を進めるよう努力している。

平成10年度は本センターの設悩後４年目となる。本年度も中核的研究機関支援プ

ログラム（COE）による国際シンポジウム「衛星観ｉＭによる草原植生モニタリング

(GlobaIChangeinEast-Asia)」を開催した。また，ＣＯＥによる外国人研究員（３

名）などを含め，２５名の外国人研究者を受け入れるなど，研究の国際化を図ってい

る。また，科学技術庁・戦略的溌礎研究推進事業で採択された「衛星観測による植物

堆簾量推定手法の開発（平成９年10月から15年３月まで継続の予定)」も２年目をむ

かえている。

全国共|可利111施設の機能として，衛星データベースの整備がある。研究者が必要と

している衛昆データのアーカイブ，および研究活動を支援するための機能の整備は，

当該分野のネットワークの一つの核としての役割を果たすことを目的としたものであ

る。そのため，平成８年度に設備した衛星データ受信システム，大容１１tデータアーカ

イブシステムなどにより，ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ，TOVS，ＧＭＳ，ＦＹ－２などのデータの受

信・データ補jli，アーカイブの定常述用をすすめている。また，衛星データ検索シス

テムの開発を行い，衛星データベースの有効利用を図っている。衛雁データベースの

轄備とあわせて，全国の大学，研究機関との共同研究をすすめている。平成10年度

には公募による４７件の共同研究を実施し，また，共|副利用成果発表会を開催して研

掴



究討議を行うとともに，「雲のリモートセンシングと気候彫騨に関するシンポジウム｣，

｢第１回水文過程のリモートセンシングに関する研究会」などテーマを絞った研究会

を1)H催した。

lilf究センターにおける先端的な研究を通して教育を行うことは，高度な専門性をも

つ人材の育成，大学院教育の活性化を図るうえで重要となっている。当センターの教

且は工学部，理学部での学部授業，および大学院自然科学研究科での授業を分担し，

大学院学生の論文指導を行っている。本年度は約80名の学生を受け入れ，オン・ザ・

リサーチによるリモートセンシングの専門的教育・研究を担っている。

当センターの研究成果は，原著論文22を含む64編，学会・研究会での発表は国際

会識35件を含む102件にまとめ，公表している。それら論文の標題，発表誌名を本年

報に記jIRして明らかにした。本年報は当センターの平成10年度の活動報告であり，

また，自己点検・評価を行うものである。各部門の研究活動，共同利用研究，研究成

果の公表，国際交流，教育活動，センター行事，主要研究設lMi，組織・迎営の順に記

述してある。今後とも，センター教職員が一丸となって，リモートセンシング研究の

核としての当センターの役割を示せるよう，また，新しい社会の要求に応えるよう努

力をして行く所存である。関係各位のご理解とご支援をお願いするものである。

毬

平成１１年９月

千葉大学斑境リモートセンシング研究センター長

安田嘉純
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[１］研究活動

■１．１センサ/大気放射研究部門

この研究部門では，現在の衛星データの精度を制限している最大の要因である「大気補正」

を理論・観測に基づいて研究している。センサ研究分野（竹内・久世）では，観測目的に適し

た物理量を有効に導出できる高精度地球観測センサの基礎および応用研究を行っている。また，

大気放射研究分野（高村）では，放射理論と，雲や大気状態の観測データに基づく衛星データ

の大気補正手法の開発と，放射伝達の観点からの地球環境問題を扱っている。

1.1.1衛星データからの大気エアロゾル導出法の研究

（竹内延夫，久世宏明，汝剣飛，朝隈康司）

人工衛星データを用いた大気のリモートセンシングにおいて，エアロゾルに関して分類を行

うことは通常，困難である。しかし，1997年に発生したインドネシアの森林火災では非常に

高濃度の排煙が発生し，かつ，火災の発生場所が特定できるため，衛星データから排煙の存在

するピクセルを抽出できる。本研究では，ＮＯＡＡのＡＶHRRセンサとＧＭＳ５のデータにより，

排煙を含む大気の分類地図を作成した。また，ＡＶHRRの２チャンネルのデータから，排煙の

定量化を試みた。放射伝達の計算には既存の６Ｓコードを使用し，ルックアップテーブルを計

算して，海上のデータから排煙によるエアロゾル濃度と粒径分布に関する情報を抽出した。得

られた結果は，ＷＭＯの地上視程データと密接に関係していることが明らかとなった。このよ

うに，濃度の高いエアロゾルについては，複数チャンネルの画像からある程度の定量評価が可

能である。

1.1.2多波長ライダーによる大気エアロゾルの精密計測と，ライダーデータを利用した大気

補正の研究

（久世宏明，竹内延夫，美濃村満生，金城秀樹，佐藤愛樹）

大気補正データ取得ライダー装置（ＡDCL）により，多波長のエアロゾル・プロファイルを

精密に測定する手段の開発を進めている。地上設置のサンフォトメータ，積分型ネフェロメー

タおよび小型ライダーのデータなどを援用し，エアロゾル消散係数の波長依存性を高度毎に導

出する（図１）。得られた散乱特性の波長依存性をミー散乱による理論計算と比較することに

より，従来把握が困難であったエアロゾルの特性が明らかになりつつある。さらに，エアロゾ

ルの散乱特性に大きな影響を及ぼす水蒸気分布について調べるため，ラマンライダーによる観

測を開始した。ライダー等の観測により得られた多波長のエアロゾル・プロファイルはまた，

ＮＯＡＡ衛星飛来との同時観測により衛星データの大気補正についての研究においても不可欠

なデータを提供する｡Richterによる２段階アルゴリズムに改良を加え，隣接ピクセルによる

にじみ効果を扱う。MODＴＲＡＮまたは６ｓコードを利用して放射伝達の計算を行い，千葉地

域を含む衛星画像の大気補正を行った。

大気エアロゾルの計測と，衛星データの大気補正への応用の研究は，東アジア地域のエアロ

ゾルの特性の解明の一環である。

－１－
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1.1.３アジア地域の大気エアロゾルの物理的・光学的性質の解析

（竹内延夫，久世宏明，上園哲司，矢吹正教）

地上レベルのエアロゾルの特性を調べる研究の一環として，粒径により分級・補集するアン

ダーセン・サンプラーによる千葉，タイ，シンガポール，モンゴルなどのエアロゾルの解析を

行った。炭素成分の分析用には石英フィルタ，それ以外の成分にはポリフロンフィルタを用い，

前者は熱分析法により，後者は水溶性イオンをイオンクロマトグラフィーで，金属成分を放射

化分析法で分析した。エアロゾルの発生源として，士壌，自動車の排気ガス，廃棄物の焼却，

海塩，石油燃焼の５つを仮定し，化学的質量バランス（CMB）法により，発生源の寄与を推

定した。千葉地域のエアロゾルは，自動車排気ガス起源の粒子，土壌粒子，海塩粒子，および

２次粒子が主な成分をなしている（図２)。

成分の分析結果をもとに，ミー散乱の理論計算により地表面付近のエアロゾルについて単散

乱アルベドや散乱の非対称性パラメータなどが算出され，各種光学測定との比較が可能となる。
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1.1.4ライダー連続観測による雲の特性解析

（竹内延夫〆久世宏明，只石彰）

無人連続運抵が可能なマイクロパルスライダー（MPL，筑波・タイに設置）の信号から雲

底高度など雲の幾何学的パラメータを導出した。９７年10月のつくばについて，各高度ごとの

雲底高度の出現ヒストグラムを図３に示す。図から分かるように，高度２kmと７km付近に２つ

のピークが現れている。ライダー信号から消散係数を導く際に問題となるＳ,パラメータ（消

散係数と後方散乱係数の比）については，波長0.5匹、付近では18sr程度が適当であることが

シミュレーションや実測データから明らかになった。つくばでは１日に２回，ラジオゾンデに

より大気の鉛直プロファイルが計測されている。ＭＰＬによる雲の観測結果と組み合わせると，

雲が存在し得る湿度は概ね80％以上であることが明らかとなった。また，ＧＭＳ５の衛星i11ji像

から得られる雲頂高度との比較も試みている。このように，ＭＰＬにより地球の放射収支に影

響を与える雲について有用な知見が得られることを実証した。
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１．１.５アジア地域におけるエアロゾルのライダーネットワーク観測

（竹内延夫，久世宏明，高村民雄，劉文漬，邸金桓，DetWattanachaiyingcharoen，

Ｓｃ､ＹＯＣ､，Ｍ・Alarcon）

衛星データを組合わせてアジアエアロゾル分布を導出するためのライダーネットワークを具

体化するために，スコタイ（タイ）でWattanachaiyingcharoen助教授（Naresuan大学）の

協力を得てエアロゾルのサンプリングを開始するともに，各グループが使用可能なサンプラー

の調整を行った。千葉，スコタイでエアロゾルの観測を行って解析法を発展させた。ライダー

に関しては，過酷な環境条件で起るトラブルを克服するための現地での調耀に成功するともに，

新たに簡易型無人運転可能なライダー装置の開発をメーカーの協力を得て開始した。1999年

度に共同観測を始めることとし，具体的な計画を立案した。
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1.1.6太陽を光源とする大気中のＮＯ２の観測と，大気中の光伝搬の理論および実験的研究

（久世宏明，竹内延夫，藤雁群，ワヒュウ・ウィダダ，前田和仁）

太陽光追尾装置，光ファイバー，分光器，１次元ＣＣＤから成る分光装置を開発し，波長430-

450,ｍにおいて大気NO2のコラム量の絶対値を測定した。多チャンネルＣＣＤの利用により，

これまでの光電子増倍管を利用した装置のように波長スキャンを要しないため日の出・日没時

のエアマスの速い変化に追従できるようになった。フラウンホーファ構造の解析を容易にする

ため，同一装置による参照スペクトルを用意する手法を提案した。今後，同じ追尾装置上にあ

るサンフォトメータのデータとの同時解析を行っていく。

He-Neレーザーの長光路伝搬を利用した消散係数の測定においては，光源を従来より安定な

ものに交換した結果，測定精度の向上が見られた。従来の自動ビーム位置調整機構付きのレト

ロリフレクターによる観測に加え，350ｍ先にＣＣＤカメラを設置してレーザービームの位置

変化を直接観測する装置を作製した。これにより，複数の方法で大気の屈折率構造関数の同時

計測が可能となった。この装置は，前方散乱における多重散乱の観測にも有用であり，今後，

偏光を考慮した多重散乱のシミュレーションとの比較も行っていく。

1.1.7半導体レーザーとファイバー・リングレーザーを用いた微量気体の高感度検出法の研究

（久世宏明，竹内延夫，増崎宏，水野一席，近藤和弘，岡沢理華）

近赤外半導体レーザーを光源に用いて，アセチレンおよびハロゲン化水素の高感度検出実験

を行っている。Ｌ５ａｍの通信用帯域の外部共振器型半導体レーザーを光源とし，長さ２５cmの

ファブリー・ペロー光共振器を用いてアセチレンにより実効吸収長の44倍の増加を確認した。

1.74匹ｍの歪み量子井戸・分布帰還型レーザーを用いた実験においては，約１／10気圧の低圧

下で励起電流の変調により１ｐｐｍの検出感度を達成した（セル長は50cm)。１気圧の下では，

吸収線の圧力広がりのために感度が低下するが，それでも100ppmまで検出できる。

エルビウム・ドープのファイバー増幅器（EDFA）を用い，リングレーザー配置とする実験

では，前年に引き続き全ファイバー型のリングレーザー中に気体セルを設け，レーザー光がリ

ングを周回することによるアセチレンの吸収の増大を観測した。ファイバーの増幅や光学部品

の損失を考慮すると，得られた結果はレート方程式に基づく解析結果とよく一致することが明

らかとなった。

1.1.8気象衛星「ひまわり」（ＧＭＳ）から得られる可視，赤外画像データを用いた雲量の経

時変化と放射収支の推定（継続）

（高村民雄，岡田格.，田丸英樹，竹村英幸，高薮縁．.，井上豊志郎…）

≦科学技術振興事業団，。。国立環境研究所，…気象研究所

本研究では，ＧＭＳ－５から得られる可視，赤外画像データを用いて，最終的に地表面の放射

収支を求めることが目標である。前年度に引き続き1998年度は，気象研究所，国立環境研究

所と協力して地上での下向きフラックスの推定アルゴリズムの開発，可視センサーの感度変化

の研究の２点に重点をおいて解析を進めている。

前者の下向き太陽放射フラックスの推定プログラムは年度内にほぼ完成し，1996年１月か

ら12月までの１時間毎のフラックスの月平均量の推定値等がまとめられた。これは次年度以

降，希望者にCD-ROMの形で供給することが可能な段階にある。今後引き続き，1997年，
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1998年を解析する予定である。

一方，可視センサーの劣化の問題について，高反射率域を抽出して解析を試みた。霊域の選

択する領域により異なる結果が得られ，従来使用されていない，赤外画像との対応でも検討さ

れたが，十分な劣化傾向を確定するまでに至っていない。今後この問題をさらに検討する予定

である。また，ここで開発された雲判別アルゴリズムは，宇宙開発事業団との共同研究により，

2000年打ち上げのADEOSII/GLIの雲判別アルゴリズムとして組み込まれた。

1.1.9大気補正，大気環境変動把握のためのエアロソル・放射地上観測ネットワーク（SKYNET）

の構築

（高村民雄，金田真一，秋１１１将，楠本意太郎）

衛星データの大気補正と，センタープロジェクトである「東アジアの環境変動地域のモニ

タリング」のために，主としてエアロソルの地域及び季節変動をモデル化する目的で，sky

radiometerを中心とする地上観測ネットワークの構築を推進中である。これは，その他に宇

宙開発事業団が2000年末に打ち上げを予定しているADEOSll搭救GLIセンサーのアルゴリ

ズム評価の基礎資料ともなる。

1998年度には，中国・敦煙とモンゴル・マンダルゴピに新たに継続的な観測点が設置され，

観測が開始された。これにより，タイ・シサムロン，中国・寿県及び銀川を併せて５地点のモ

ニタリングサイトが稼働中となった。

１．１．１０雲水をリモートセンシング手法によって高精度に求めるためのアルゴリズムの開発

（継続）

（高村民雄，斉藤和也，吉田大輔，山本尉太，金田真一，秋山将）

大気中の水蒸気や雲水は大気環境を構成する重要な要素の一つであり，大気大循環，熱（放

射）収支，水循環等に決定的な役割を果たす。前年度マイクロ波放射を利用した地上観測によ

る高精度の雲水量の推定法を開発したので，本年度は航空機及び衛星を利用した場合のマイク

ロ波放射の解析により推定する方法を研究中である。特に陸域での水蒸気．雲水の推定法は，

航空機．衛星データを用いたもので実用的なものは艇い゜この観点から，マイクロ波に対する

地表I､放射特性などの基礎研究から開始しているところである。一方，水蒸気がマイクロ波域

の衛星データの質（合成開口レーダー等を利用した標高計測など）に与える影響を評価するた

めの研究も推進中である。伊豆半島を対象地域として，ＪＥＲＳデータとこれに同期した放射計

観測資料，ＧＰＳ資料などから，その影響を評価している。直達日射を利用した水蒸気推定法

として，940nｍの水蒸気吸収帯を利用した方法を，分光器型サンフォトメータの開発と並行

して進めており，マイクロ波利用との比較でその精度の比較や検証を進める予定である｡

■１．２地球環境情報解析研究部門

1.2.1波浪の発達及び海表面境界過程の研究

（杉森康宏，鈴木直弥，諏訪純，加１１１斉）

地球温暖化に影響を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解明するために，海洋の炭酸ガス収
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文に直接関係すると考えられる海洋波浪，波浪の発達過程，特に砕波過程，海上風と海面粗度

の関係など海面境界過程の解析研究を行うことがとても重要な課題である。本研究では相模湾

における海上観測塔（防災科学技術研究所・平塚観測塔）とこれに係留したウエープライダブ

イによる波浪，アナログ風向風速計による海上風の連続観測を実施し，現場計測データの解析

を通して波浪の発達過程，海上風と海面粗度の関係などの問題の解明を試みた。

1.2.2衛星マイクロ波センサー（SSMLSCAT）データの解析

（杉森康宏，鈴木直弥，大沢高浩，諏訪純）

海面での炭酸ガス収支の見積を行うためのデータとして海上風の推定は不可欠である。そこ

で人工衛星マイクロ波散乱計による観測データ（EERS-1/SCAT）および，衛星マイクロ波放

射計データ（DMSP/SSMI）から得られる海上風速場と気象庁ブイロポットによる海上風速，

風向値との比較を行い，衛星観測データの実用性，観測精度について検討を行った。

1.2.3北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森康宏，大沢高浩，藤田武，黒岩大悟）

グローバルな領域における炭酸ガス収支の見積のために，ＤＭＳＰ/SSMLEERS/SCAT，

ＮＯＡＡ/ＡＶHRR，等の衛星観測データから求めた風速，海表面水温の値を用い，既存の炭酸

ガス収支モデル（LisaSlater：1974）から推定を行った。この結果を基に，海面のパブリン

グ，白波の面積比を考慮した炭酸ガス収支モデルについて検討を行った。特に砕波を考慮した

モデルから推定した結果は，放射C14の結果と最も一致している事が分かった。

1.2.4内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森康宏，千賀康弘，浅沼市男，諏訪純）

地球環境問題に加えて沿岸海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊の関係が注目されている。

特に東京湾や大阪湾などのような半閉鎖的性内湾での富栄養化に伴う水質汚染は現在緊急に解

決しなければならない課題の一つである。そこで，本研究は，大きく２課題に分かれ，（１）

人工衛星NOAA/AVHRRの水温分布とSEASTAR/SeaWifsの海色リモートセンシングによ

る海洋表層の植物プランクトン分布を内湾について解析する。（２）流体一生態系モデルを用

いて博多湾に於ける夏期の水質予測計算を行い，上記人工衛星資料と１０年間の現場調査デー

タをもとにモデルの評価及びモデル結果から推測される問題点について比較考察を行う，の２

課題になる。今年は，東京湾のＮＯＡＡ/ＡＶHRRの水温分布の各月平均の１年間分とSeaWifS

の同時期の一部のデータの解析を行なった。

1.2.5海色リモートセンシングによる植物プランクトン分布の解析

（杉森康宏，千賀康弘，浅沼｢h男，諏訪純，大沢高浩）

海色リモートセンシングは，海洋表層のクロロフィル量（植物プランクトン最）を測定する。

現在，解析可能な海色リモートセンシング資料は，ADEOS-1/ＯＣＴＳ，ＳＥＡＳＴＡＲ/SeaWifsの

２種類の資料である。この資料は，基本的に海洋の水産資源の基となる雄礎生産量の把握のみ

ならず，地球規模の海洋におけるＣＯ，ガスの消費の妾因となり，且つ内湾・内海の富栄養化
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による沿岸汚染の指標になる。今年度は，SeaWifsのレヴェルー３の資料を解析し，日本近海

の基礎生産量の抽出（30シーン）を行なった。

1.2.6次の３項目について学外共同研究を実施した。

（センター担当者：杉森康宏，本多義明，梶原康可）

1）研究題目：北太平洋亜寒帯循環と気象変動に関する国際共同研究

（亜寒帯域における大気・海洋炭酸ガス収支の観測）

学外機関：秋山正埒・東海大学海洋学部（科学技術庁委託）

2）研究題目：海洋・資源調査新手法の開発

（日本近海域における植物プランクトン量分niの抽出）

学外機関：岡田嘉弘・東海大学海洋学部（水産庁委託）

3）研究題目：ＡＶHRRデータによるアジア域における地表面被覆分布図の作成

学外機関：高木幹夫・東京理科大（科学技術振興事業団委託）

１２．７樹木葉等の分光スペクトルデータの取得・収集法の検討と取得・収集とデータベース

化の検討

（三輪卓司）

種々の樹木葉の分光データと葉中の水含量の相関関係につき系統的に検討し，水含量として

は含水比（水重景/乾葉電）が適当な事を確認した。特定波長データとしては2200nｍデータ

が適当であるが，以下の様な結果が得られる。１）落葉樹葉の含水比と表，裏側反射率は，同

様な関係を示し，樹種毎にブロック化した分散大な，負相関関係を示す。２）常緑樹葉の含水

比と裏側反射率の関係は表側とはかなり異なる様相を示し，樹種毎のブロック化が顕著で，分

散は非常に大きい。３）透過率は，常緑，落葉共に，樹種毎の顕著なブロック化の為に，分散

の激しい正相関関係を示す。樹種毎の顕著なブロック化は，樹種判別の可能性を示すが，樹種

等に依存しない葉中含水量推定を困難にする。特定波長データの樹種毎のブロック化問題は，

２波長のデータ比を取る事によってほぼ解消されるが，常緑と落葉樹は必ずしも同様な挙動を

示さない。同様な挙動と含水比と良好な相関を示すデータ比を列記する。表側反射，裏側反射

では2200/1950,ｍが総合的に最も良好な正相関関係を示すが，透過比：2200/1950,ｍは良

好な相関関係を示さない。透過率比では2200/1450,ｍが最も良好な正相関関係を示す。落葉

樹では1800/l950nm反射も良好な正相関関係を示す。更に，1100/1275,850/l275nmの反

射率比，透過率比共に良好な相関関係を示す。更に，可視域，最短波長近赤外域データ，デー

タ比，規格化データ比の特徴を調べ，1100/1275,850/1275,545/675,ｍ等が葉の活性度の

評価には適していると推定した。データベース化に付いてはデータベース形式の基本的検討に

止まった。

1.2.8草本植物葉のスペクトルについての実験的考察；施肥量を変えて生育し，水ストレス

を与えたトウモロコシ．ダイズ葉の反射率と種々の生理物理量の関係

（三輪卓司，干貴端｡）・千葉大学園芸学部

内容は，２段階に大別される。

検討１：葉の水含最とスペクトルデータの相関関係と水含尉椎定モデル：ＧＭ，ＺＭ，ＶＡ，ＬＴ
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を対象にして，葉の水含量の表示量：ＬＷＣ，ＷＲ，ＷＣとＲＷＲ，ＲＷＣと特徴的な分光反射

率（Ｒｌ)，反射率比（Ｒｌ／Ｒ1430,Ｒス／Ｒ１６５ｑＲス／Ｒ1850,Ｒス／Ｒ1920,Ｒス／Ｒ1950）と

の関係を明らかにした。また，ＬＷＱＷＲ，ＷＣ及びＲＷＲ，ＲＷＣの推定に有効な反射率，

反射率比が特定された。それらを用いたＬＷＣ，ＲＷＲ，ＲＷＣの推定モデルを検討し，植物葉

の水含量の普遍的な推定モデルを提示する事が出来た。これらの実験式は，水と肥料ストレス

を受けたＧＭ葉，水ストレスを受けたＬＴ葉の含水量を良好に推定できたが，ＺＭ，ＶＡ葉の

場合は満足できる推定結果が得られなかった。検討２：葉の種々生理物理量と可視，最短波長

近赤外データの相関関係：検討１：含水量との相関関係の検討と同様に，反射率よりも反射率

比が良好な結果を示すので，反射率比３種：Ｒ1100/Ｒ1275,Ｒ850/Ｒ1275,Ｒ850/R675と規

格化反射率比２種：（R850-R675)/(R850＋Ｒ675)，（R545-R675)/(R545＋Ｒ675)と気孔コ

ンダクタンス：ＣＤ，葉の水ポテンシャル：ＷＰ，単位iii積当たりの含水量：ＬＷＣ，クロロフィ

ル対応量（SPAD値）：ＣＬとの相関関係を詳細に調べた。Ｒ1100/R1275とＲ850/R1275は同

様な挙動を示し，ＣＤとは指数型の正相関関係，ＷＰと負相関関係，ＬＷＣ，ＣＬと正相関関係

を示す。Ｒ850/R675と（R850-R675)/(R850＋Ｒ675）は類似の挙動を示し，ＣＵＷＲＬＷＣ

とは殆ど相関関係は見られないが，ＣＬとは派相関関係を示す。（R545-R675)/(R545＋Ｒ675）

はＣＤ，ＬＷＱＣＬと負相関的関係，ＷＰと正相関的関係を示す。つまり，（R545-R675)／

(Ｒ545＋Ｒ675）とＲ1100/Ｒ1275,Ｒ850/R1275は互いに逆の相関関係を示すと推察される。

リモートセンシングで頻繁に利用されるNDVIに対応する（R850-R675)/(R850＋Ｒ675）は，

クロロフィル量とは相関関係を示すが，葉の活性度と相関関係にあると考えられるＣＤ，ＷＰ，

ＬＷＣとは相関関係を示さない。つまり，葉の活性度は，Ｒ1100/Ｒ1275,Ｒ850/Ｒ1275,

(R545＋Ｒ675)/(R545＋Ｒ675）を用いる方が適切に評価出来ると推定される。

1.2.9雑草，チモシ，クローバの生育に及ぼす近紫外線の影響

（三輪卓司，照沼保明｡）≦千葉大学園芸学部大学院生

大別して２種の実験を実施した。実験１：畑の土を均一に混ぜ，細かな土諦いで飾った土を

ポットに入れ，１：コントロール試料として通常の日照下で生育してくる雑草，２：日照に加

えて350,ｍ付近より長波長の紫外線照射下で生育してくる雑草，３：日照に加えて300nｍ付

近より長波長の紫外線照射下で生育してくる雑草を試料とする。各試料は各30程度作製し，

雑草の種類，頻度，大きさ，量，反射スペクトル測定を実施した。また，個葉の反射，透過ス

ペクトルを分光光度計で測定した。実験２：園芸試験用に市販されている士をポット等に入れ，

クローバ，チモシの種を播き，実験１と同条件下で生育し，大きさ，量，反射スペクトル測定

を実施した。また，個葉の反射，透過スペクトルを分光光度計で測定した。得られた結果に対

して，１：スペクトルと紫外線照射の関係，２：種類，頻度，大きさ，量と紫外線照射の関係

等を詳細に調べた。非常に複雑な要因が関係する実験の為と推定されるが，１：’２：の双方

に対して紫外線照射の効果は認められるが，再現性，定量性に乏しい結果しか得られなかった。

実験方法を根本的に再検討し，定量性，再現性が期待できる実験を系統的に実施する予定であ

る。

１．２．１０耕作放棄地における草本群落の形成・維持に関わる光要因の意義

（三輪卓司，大賀宣彦.）・理学部生物学科講師

植物調査は種別の草丈・広がり・被度，植被率などの外，一年喉草本群落に侵入・定着した
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多年生草極の厭別ＩＭＩ体数,その後の個体成長（サイズ変化・成長速度．/liHli成長個体数率など）

が遮光度の迎いによってどんな影響を受けるかを調べる。継続的な植物調査に合わせて，実験

区内の日射,U(と女(温の迎続測定，土壌水分量は週１回の測定を原則とし，女(象．女(候変化に合

わせて測定'回'数をAIM節する。これまでの観察・結果から裸地化初期の￣ｲ'晶生ivplq洋落の種組成

と個体群サイズは，裸地化によって発芽活性を受けた種子の種別個体数によって決定されるが，

その後の個体サイズの蝋大と化殖成長への移行は，光エネルギー鼠の逆いに強く影響される。

すなわち，光エネルギー賦は－年生草本群落の構造の発達とその繁殖力を支える通要な要因と

なる。また，－年生蔵本群落から多年生草本群落への推移において，多年('二iIf本IWiの－年生草

本群落への侵入には，光エネルギー量の影響を受ける事は少ない。侵入個体の確かな定着,よ

り大きな栄養成長，より確かな生殖成長への移行，より多くの開花．結実数には，光エネルギー

扇の違いに強く依存すると考えられる。これらの事実が，本年度の調査によって更に明確になっ

た。光波艮域の依存性を調べる事も予定したが，種々な理由により実行１１|来なかった．

１．２．１１全アジア土地被覆モニタリングに関する研究

（建石陸太郎，温成剛，市橋晋）

今アジアの30秒グリッド上地被覆データセットを作成した。1992年のグローバル１ｋm，１０＿

ｄａｙｃｏｍｐｏｓｉｔｅＡＶＨＲＲデータを用いて全アジアの土地被覆分類図を作成する研究を行った。

地表面温度とNDVIを併用して植生の季節変動を調べる方法を利用した。水データセットは＿

般の研究者に配＃jする了定である。この研究は，中核的研究機関支援プログラムによる外国人

研究員（COE分）招へい，カザフスタン植物学研究所と木センターとの部局'１１１協定などのプ

ログラムの支援を受けて行った。

1.2.１２アジアの砂漠化数値地図作成に関する研究

（建石降太郎，石lll隆，黄少博，ニコライ・ハーリン，ハラーシェ・フセイン）

アジア全域の乾燥地における土地劣化を，要因毎にその度合いを３段階に分けて地図化する

研究を行った。川いたIli報は既存の地域的な土地被覆図，砂漠化図およびＡＶＨＲＲデータと

過去の現地調査による経験的な情報である。この研究は，文部省科学研究H1補助金国際学術研

究「リモートセンシングによる全アジアの砂漠化調査とその数値地図化｣，中核的研究機関支

援プログラムによる外国人研究員（COE分）招へいなどのプログラムの支援を受けて行った。

１．２．１３土地被覆変化抽出のための時系列ＡＶHRRデータの補正に関する研究

（述行降太郎，松岡真如，朴錘本）

時系ﾀﾞﾘＡＶＨＲＲデータは，地表面変化以外に太陽天頂角，走査角，太陽センサ方位角，サ

ンプリング，大気状態，センサの感度などの要因により変化する。これらの要因による影響は，

宝の影騨のように||#''１１に対して商周波的に起こるものと，太陽犬jlUIlの彩郷のように低IdM波的

に起こるものとに分けられる。そのおのおのに対して，影響を考慮したデータ処班方法を開発

した。この研究は，又lWj省科学研究費補助金基盤研究Ｂ「全アジアの環境変動地域の抽出のた

めの時系ﾀﾞﾘ術川』データによる三上地被覆変化の検出」の助成を受けて行った。
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１．２．１４ＡＶHRRデータによる積雪域の抽出に関する研究

（鍵石隆太郎，黒沢夕，市橋晋）

ＮＯＡＡ/ＮＡＳＡＰａｔｈｆｉｎｄｅｒＡＶＨＲＲＬａｎｄＤａｔａsetのｄａｎｙＡＶＨＲＲデータとNational

SnowandlceDataCenterの'二1別枇雪深データとを利||]し，アジア全域の積雪域を時系ﾀﾞﾘ的

に求め，穣雪域データセットを作成することを目的とした研究を行った。アラル海を含む地域

およびバイカル湖を含む地域，極東などの５カ所においてiytt1i域，無雪域，雲の３穂類を分類

し，dailyの時系列データから襲域の「が積雪域であるか無雪域であるかの推定を行う方法を

開発した。本年度は３種類の判別のための閾値の地理的・時'11]的変動を調査し，このMAⅡ![変動

に雄づいてアジア全域のdailyの枇雪分布図を作成した。

■１．３データベース研究部門

１．３１可視・近赤外衛星画像の時系列データと地上における水文・植生状態量，フラックス

との関係

（近藤昭彦，樋口篤志，池lIli鷹一，黒子裕史）

リモートセンシングによって地衣面における“rate”および“state'，を推定する手法の両極

端として，衛星計測による物理lｉｔをモデルに組み込む方法と，経験的な関係を用いる方法があ

る。ここでは後者の方法を雨視して，実用衛星となっている可視・近亦外の衛星画像の述統デー

タと，地上における観測値の'111の|剣係について検討した。成果は物理性の検討，パラメタリゼー

ション，モデル化，と進み，広域のフラックス推定モデルの櫛築に繋げる予定である。本研究

で承祝した点は，地上におけるシミュレーションデータではなく衛星データそのものを用いる，

また，地｣二における観測値もモデルの出力ではなく直接実測した値を用いる，という点である。

1997,1998年に茨城県つくばiljにおいて，森林，水H1，草地にフラックス観illllステーショ

ンを没慨し，実測を行うとともに，ＬＡＮＤＳＡＴ，ＳＰＯＴの画像を取得した。２年間でSPOT／

HRV/ＸＳの画像を20パス，ＬＡＮＤＳＡＴは84年以降の雲赴30％以下のシーンを約50シーン人手

して解析に用いた。その結果，潜熱フラックス（蒸発散賦）と近赤外の反射輝度，植生指標の

間に極めて良好な相関関係が得られたほか，植生による述い，女(象状況による違い，等をlﾘlら

かにすることができた。成果は学術誌に投稿予定である。

1.3.2環境研究のための地理情報データベースの構築

（近藤昭彦，中山大地，興野功磨）

様々な環境研究，リモートセンシング，モデルの検証データとして用いることのできる地理

情報データベースの構築を継続している。1998年度はデータベースをＷＷＷサーパーヒにiivi

いて，ユーザーがプラウザから検索できるシステムを構築した。1999年度中に公開了だのデー

タベースは，（１）全球流域水収支データベース，（２）環境|Ｔｌ化体データベースの２件である。

(1)は学術誌，報告書で公開されている)j単位以上の流域水収支観測データを集枝したデータ

ベースで，損失量として実蒸発散li(が求まる。（2)は温度変化（SST，気温，地表lili温度)，降

水１１t変動，蒸発履歴，降水の起ili1，といった地球環境研究に必緬である情報をシグナルとして

含む環境同位体の分析結果を集iBiしたデータベースである。文献に記載された情報に加えて，
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これまで千葉大学，筑波大学の水又グループが分析してきた環境同位体データを合んでいる。

本研究はUNESCO/IＨＰのAP-FRIENDの活動の一環として行っており，1998ｲﾄﾞ度はマレーシ

ア（３月)，韓国（l1j1）の研究集会において成果を発表した。そのほか，父(象・女(峡データ

等の既存の様々なデータセットについては－つのプラットフォームで解析が行えるように，デー

タ構造の変更をｲjって災枇しつつある。今後は以下の個別研究で行っているデータベース構築

研究を総合化して，地EMlIlj報データセンターとして機能することを'三Ｉ指している。

1.3.３アジア・太平洋地域における比較水文学的研究

（近藤昭彦，アグンプディハルト）

地琿情報データベースの応用研究として，アジア・太平洋地域の水文学的地域|X分を試みた。

従来の区分と異なる点は，Iliなる水収支だけでなく，水不足による蒸発散の抑制に焦点をおい

た点である。樵発散の抑制が生じる乾燥地域では，潅概等によって過剰に水が供給されると，

実蕪発散戯のレベルを遥かに超える愚の蒸発散が生じる。適切な水管理を行わないと，塩類集

積等の望ましくない彩紳が現れる。穫備を進めている地理情報データベースを川いて，アジア・

太平洋地域の蒸発散htを気候学的な手法で求め，可能蒸発散載および補完UU係式による実蒸発

散最を求め，：|･Ｔ１Ｗ(の比較によって地域区分を試みた。成果の一部はUNESCO/IＨＰ主催のワー

クショップ（蝉ＩＲＩ，１１月）において発表した。

1.3.41998年度の中国大洪水の解析

（近藤昭彦，李紀人，中山大地，小山田幸恵）

1998｛lHの旦季に１１｣lIil，長江の１１｣下流域，および徽江・松花江で大規模な洪水が発生した。

両地域ともCEReSにおけるＮＯＡＡ/ＡＶHRRの受信範囲に入っているため，モニタリングを

継続して行うとともに，洪水終了後に水文観測資料との照合，長江については現地視察を行い，

洪水の経過を記戦するとともに，今後の洪水災害に生かすべく成果を学術誌に褐iIiIiした［Li，

』.,Kondoh,AandNakayama,，．（1999）：AnalysesonFloodsofl998inChina・Journal

ofJapanSocietyofHydrologyWaterResources,１２(4).］

1．３５中国華北平原の水循環に関する日中共同研究

（新藤静夫.，近藤１１N彦..，ｌｉｌｆ常源..，佐倉保夫.．，田Ｉ１Ｉ１Ｅ…，鴫１１１純.…，

末献方…..，芝野博文.…）

・中国科学院名撚教授，千葉大学名誉教授，。。千葉入学，…筑波入学，…・熊本大学，

。…・防災科学技術研究所，……東京大学

中国の－大穀倉地帯である華北平原は近年水問題が顕在化してきた。大Wiiな地ド水位の低下，

黄河の断水により激慨川水供給の維持は困難な状況にあり，農業生産に彩騨を及ぼす可能性が

クローズアップされている。中国の食極IMI題は日本の食料供給に影騨を及ぼす'二Ｊ能ﾔ|:も指摘さ

れており，解くべき深越としては娘重要の課題である。この間趣解決のためには，的確な現状

認識に盤づいた水衙1111方式の考案が不可欠である。1998年６月にiil北宥人ｲjlll地|||地XIi態農

業研究所でキックオフミーティングとしてミニシンポジウムを行い，鱗｣上､ﾄﾞlﾙ〔の水砺環に関わ

る総合的な研究がスタートした。

現在，研究は(1)地｢水獅養機構の解明を目的とした大行山地試験流域における流域試験，
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(2)華北平原の地下水循環に関する研究，（３）華北平原における蒸発散{itに側する研究，が

進行中である。これは，瀧北における水利用はもはや表流水には頼れず，地下水流動系と蒸発

による損失の定lTt的なHIH解に基づく地下水利用戦略の確立が早急に必要とされているからで

ある。（３）の研究では平原内の３ケ所においてフラックス観iillを|)M始した他，CEReS受信の

ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲとＧＭＳをⅢいて広域の地表面乾湿状況を把握する試みが行われ，良好な成

果が得られている。これにより衛星計測による情報抽出をオペレーショナルに行うことが可能

となり，現在も逐次受偏データ処理を行っている。1999年度は，フラックスiil･ilUをさらに強

化して，衛星データとの融合を試みていく予定である。

1.3.6中国，乾燥地域における水文循環に関する研究

（新藤静夫，ｌｌｉ常源，近藤昭彦，石山隆）

データベース研究部'’１のプロジェクト研究の方向としては乾燥・半乾燥地域を重視すること

とし，1997年に行ったＩＲＩ際シンポジウム「乾燥・半乾燥地域における環境問題におけるリモー

トセンシングの役削」によって具体的な研究方向の模索を行ってきた。1998年の国際シンポ

ジウム「アジアの水又環境」ではそのターゲットとして中国の水文環境を研究対象領域とする

ことが明確となった。これらのシンポジウム，招聰研究者との交流の成果として半乾燥地域で

ある華化Iilli〔における共liil研究が発足した。一方，乾燥地域としては新;}I(生態地EI1研究所の実

験ステーションである';1版河流域を対象として水文循環に関する現地観ｉＭを|)I始した。また，

LANDSAT，JERS-1のlllli像による判読を行い，地上において理解される現象の広域への拡張

を試みている。

１．３７中国における同位体地域分布の測定

（ｌｉＩｒ常鯨）

アジア地域におけるiDllll，地下水，降雨中の同位体組成を測定し，それらの地域分布を調べ

た。これまで，！'｣ＩＨＩの新;１１{ウィグル族自治区，青海省，華北省，山西省，広來省，上海などの

分析を完成した。次ｲﾄﾞ度に他の地域のサンプルを採取分析する予定である。それらの結果に基

づいて，同位体を指標とするアジア地域における地域水循環特性を解IﾘIする。今後，データは

地理情報データベースとして統合する予定である。

1.3.8千葉県の環境変化に関するデータベースの構築と応用

（近藤昭彦，ＬｌｊﾉﾄIE-.，飯村晃..，唐常源，佐倉保夫…）

・千葉大学［学部，・・千葉県水質研究所，…千葉大学理学部

千葉県のｔ地利１１１．被撹の現状および変化をＧＩＳおよびリモートセンシングで地図化する

とともに，様々な環境柵l戊奨索をデータベース化して地図にリンクする作災を継続して行って

いる。特に千葉県の,I｢地図のデータベース化を進めるとともに（－部をホームページに掲戟)，

妓新の数値地図，術kl111Ii像の整備を行った。リンクする地理情報としては地樅ＩＩ１ｉ報（ｌ１１ｊＩ:)，

河111水質情報（飯村)，および地下水・湧水情報（佐倉，唐）のili1llIiを進めている。リモート

センシング，地|〕X1IIIj報によって明らかにすることができる」二地被覆/利111変化が，身近な環境

にどのような只体的な彫轡を及ぼしているか，について視覚的に表現できるシステムを作成す

ることが次年度の諜迦である。
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1.3.9GIS/ＲＳを組み込んだ総合的流域モデルの研究

（牌常源，近藤昭彦）

多くの試験流域から遮られた知見に基づいて，ＧＩＳ技術を利用し，より大きな流域の流出現

象をモデリングする。従来のＧＩＳ技術と流域モデルの統合を試みた。特に千葉ilJをモデルと

して，湧水の特徴，地下水特徴，工業地帯の地下水汚染などに関する情報を現地調査から得て，

データベース化にする。すでに収集してあるリモートセンシングデータ，地図憐報に基づき，

地中水環境の変化と地表iiii被覆・土地利用の変化のllU係を解析する。1998年度は千葉市内を

流れる部Ⅱ|を対象にして，衛星データ，地図情報による土地被覆の変化を地図化し，それによっ

て引き起こされる蒸発散lTtの変化，地下水流動系の変化をモデルにより解析した。成果の一部

はＣＯＳＰＡＲ'98名古屋大会において発表した。

１．３．１０流域±域浸透特性に関する研究

（唐常源）

多摩川流域の表層士域浸透特性をデータベース化した．また，代表的な地点で定期的にサン

プルを採取し，含水載，透水係数，土壌組成を調査した。成果はＧＩＳ上でデータベース化す

るとともに，流域の浸透特性を地理情報処理によって地図化する。成果は地下水の澗養機構，

湧水の維持機構に関する研究に反映され，GIS/ＲＳを通じて得られる土地被覆/利１１１変化を結

びつけることによって具体的な環境変化，例えば水辺環境の変化の理解に繋げることを最終的

な目標としている。

１．３１１砂丘の浸透特性に関する研究

（唐常源，新藤静夫）

乾燥地域における地下水の禰養機構を理解するために，鳥取乾燥地研究センターをベースと

して鳥取砂丘で現地調査し，上壌水分，地温，流出li(などを測定している。これから，砂丘研

究センターと共同で，砂丘の蒸発扇をillll定し，砂丘における水循環機構を解明する。すでに終

了したＵＡＥにおける調査によって，砂丘の改変も忽速に進行していることが明らかとなって

いる。調査ではSPOTlIIli像を用いて砂丘の形態に側する観察を行ったが，術lllIIlli像で改変地

域を捉えることができる。問題は砂丘の形態変化によって，本来砂丘が持っている水文学的機

能，恐らく地下水浦養機能，が損なわれることである。水研究は砂漠における持続的な水利用

に関する基礎的な研究と位iH付けている。

１．３１２SeaWiFSによる海色観測と基礎生産機構の解明

（浅沼市男，千賀康弘，安田嘉純，杉森康宏）

海色センサーSeaWiFSにより得られる植物プランクトンの時空間変動について，ＮＯＡＡ搭

峨ＡＶＨＲＲにより得られる海表面温度の時空'111変動との関わりを検討し，械物プランクトン

の基礎生産機構について検i;“た。観iHlI対象海域として，水温の高い黒潮と栄養塩に篇む親潮

との混合海域である三陸沖から北海道沖の海域，また，栄養塩に富む赤道湧昇海域を選択した。

械物プランクトンの現存Ii〔を示すクロロフィルーａデータは，ＮＡＳＡから提供される９k1,メッ

シュの全球週間平均データを用いた。また，海表Ihi温度データは，CEReSにおいて受信した

－１３－



ＮＯＡＡ・ＡＶＨＲＲから得られた海表illi温度データを用いた。

三陸沖から北海道沖の海域では，春の人増殖期に，iiij衣IHi温度の上昇後，遅延を持って植物

プランクトンが大琳liiiを示すことが示された。また，赤道海域では，中間緯度海域と異なり季

節変動が認められないものの，栄養塩の供給と低温の海水のIlLj進に強い相関が認められ，暖水

プールと赤道湧昇水とのバランスにより表層の基礎生産機櫛が制御されることを示した。

１．３．１３数値地図からシミュレートした擬似流路網の特性に関する研究

（中山大地）

地形学・水文学の域礎データとして流路網データがあるが，本研究ではこれを数値標高デー

タから作成し，手作業による流路綱がどのように異なるかを明らかにすることを目的とした。

その結果，５万分の１地形図を元に手作業により抽出した流路網に最も近い流路網を抽出でき

たのは，５０ｍグリッドのＤＥＭを用いてシミュレートしたＤＤＭの２次流路以上を流路として

遜定する方法であった。また，谷の深さを元に流路網をhＭ１する場合には，谷の深さを25か

ら30程度に設定した場合が最もよく手作業による流路網に一致することがわかった。しかし，

どちらの場合でも流路数についてはよく合うが，流路長に関しては部分的な一致しか得ること

ができなかった。

１．３．１４遺伝的アルゴリズムを用いた擬似流路網作成アルゴリズムの開発

（中山大地）

本研究は遺伝的アルゴリズムを用いた新しい擬似流路網（ＤＤＭ）作成アルゴリズム（GAF）

を構築し，既存のアルゴリズムと比較することを目的とした。このために，ＤＤＭの完成度と

いう新しい概念を作った。ＤＤＭの完成度とは，作成されたＤＤＭが元の数I<(標高データの標

,細I1i報をどれだけ反映しているかを水す指標である。結果として，既存のアルゴリズムではあ

まり精度よく計算できない扇状地や小起伏地で良好な結果が出た。これは，lIIl陥地や流路のルー

プを回避するために流F方向を決定時する際に，傾斜に応じたウエイトをかけて極力標高↑ｉｆ報

を反映させるようにした影響であると考えられる。しかし，111地などの起伏が大きい場所では

Ｉｌｌｊ者の結果に大きな述いは見られなかった。

し

■１．４データベース開発運用部

データベース開発jiElll部はセンターの舟|･算機システム，データ受信・処pl1システム，データ

アーカイブシステム，ネットワークシステムなどに関する研究・開発，および，管理・運用を

ｲｊっている。平成10ｲﾄﾞ度にはデータ受偏・処理，アーカイブに関して，平成９年度から継続

して，ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲデータおよびGMS-SVISRデータの受信とデータベース化を定常的に

おこなうとともに，中｢Ｆ１の静1ｔ衛星「FY-2」の受信もｲ『っている。また，衛星データ検索ソ

フトウエアの開発・終lliを行うとともに，センター内ネットワークを従来の10baseから100base

へと整備，高速化し，ネットワークによる衛星データベース利用を効率的に行えるようにした。

また，所属する教1.1は，センター内iiln〔機システムの行ｆｌｌｌ逆１１ルデータベース開発連用，ネッ

トワークの管理迎111などの業務を↑ｊうとともに，個々の州111分野の研究を行っている。
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1.4.1CEReS衛星データベースの開発

（安}１１嘉純，水多蹴llll，梶原康司，黄小博，池田点）

センター共通のIil1先探題として取り組んでいるセンタープロジェクト「リモートセンシング

によるアジアの環境変動地域のモニタリング」の推進，および，共同研究を推進するために必

要となる衛星データベースの櫛築をすすめている。すなわち，平成９年４）ｊｌｌ」より定常受信

を始めたＮＯＡＡ・ＡＶＨＲＲおよびGMS-SVISSRデータの継続的な受信，処理，アーカイブを行

うとともに，ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ（１km解像）による植生指数（ＮDVI)，海斐imilA度（SST）画像

の旬データ，月データ作成の検討，ＧＭＳデータによる海表血温度（SST）Ｎの作成について

も検討した。

また，中国総'1K術li1風雲２号（FY-2）の定常的受信とアーカイブを，平成11ｲ1ｉ３ｊｌより行っ

ている。

1.4.2衛星データ検索システムの開発と整備

（安田嘉純，岡村民雄，建石陸太郎，近藤昭彦，本多嘉明，梶原康可，戯小博）

前年度より開発・役81を行ってきているCEReS衛星データ検索システムの実装を行い，実

利用化の試験を行った。CEReSで受信され，種々のレベルに処理・蓄枇されている大容最衛

星データアーカイブシステム内の衛星データについて，それらの利111形態を脅え，データ検索

への要求機能を検,i'し，実Ｈｌ的な衛星データ検索システムの橘築を行った。すなわち，アーカ

イブデータの一覧衣，プラウズデータ，ブラウズ用プラウズデータのカラー衣水，ＷＷＷ上

での検索と衣水，必要なデータのコピー（CD-ROM）またはオンラインデータ利111などである。

これらはUNIX-WSj2のオラクルデータベースシステムを中心に柵築されている。検索シス

テムの構築とあわせて，利111を効率的に行えるよう，また，オンラインデータ利１１１を行えるよ

う，センター内ネットワークの高速化（10base→100base）も行った。

本年度はセンター内での試用を行い，次年度より学外の共同利用研究者に公開する予定であ

る。

1.4.3衛星データの高速転送にもとづく分散処理手法の研究

（麦１１１慕純，，Iflj村民雄，本多嘉明，梶原康司，本郷千春，黄小博）

衛星データを時系列で解析するためには，膨大な量の衛星データを扱う必繋があり，通常，

高性能の大型計算機システムの導入により実現が図られている。他方，岐近のパーソナルコン

ピュータ（PC）の処理能力の向上と低価格化はめざましく，センター内で利川されるＰＣの数

も増大している。しかし，それらのＰＣが常時（24時間）稼働しているとは限らず，それぞれ

のＰＣの稼働ｌｌｌｉｌｌｉ１帯もおおよそ決まっている。そこで，本研究ではセンター内にあるＰＣにつ

いて，一時的な空きluflMI状態にあるＰＣを高速ネットワークで結合し，あたかも商速演算装置

を利用しているような誹猟機環境を実現するための手法の検討を行った。また，人1㎡の衛星デー

タの分散処Euへの応川についても検討した。
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1.4.4環境ストレスによる植生の蛍光および反射スペクトル変化の測定とデータベース化

（継続）

（安田嘉純，磯田昭弘峯，高橋邦夫..）‘千葉大学園芸学部，‘・木更津高等専門学校

環境ストレスによる植物の生理機能の変化の検出，指標化を目的として，植物の反射スペク

トルおよびクロロフィル蛍光の測定，およびそれらのデータベース化を行っている。昨年に引

き続き，大豆，落花生，綿などを対象として，オゾン暴露，紫外線照射，乾燥や過湿，温度な

どの環境ストレスによる植物の蒸散測度，光合成測度，気候開度，葉温，バイオマス量，ＬＡＩ

などの生理機能の変化と反射スペクトルの変化，特に，レッドエッジの変化，クロロフィル蛍

光の変化などとの関係を調べ，スペクトル解析によるストレスの検知能力について調べた。

1.4.5大気のチエンパーを用いた，ゆらいだ光の空間コヒーレンスの測定

（岡山浩）

大気のゆらぎの計測として，実験室内でチエンバーを作り，チエンバー内を通った光の空間

コヒーレンスの測定から，温度変化，エアロゾル等のゆらぎにより，コヒーレンスの減少を確

認した。この研究は人工衛星データの大気のゆらぎの補正に対して，一つの提案となるであろ

う。今後これら研究をさらに発展させて行く。

1.4.6リモートセンシングシミュレータを用いた植生の二方向性反射特性の研究

（岡山浩）

これは人工衛星の植生に関するデータの基礎的な研究となっている。植生からの反射は一般

の場合と異なり，層状構造からの反射を考慮しなければならない。そこで，この反射過程を考

慮した二方向性反射特性の解析を行うことを目的とする。

1.4.7植生被覆率による分光反射率の変動

（石山隆）

植物の特徴的な反射特性を利用して植生モニタリングのためのアルゴリズム（植生指数）が

提案されている。代表的な植生指数としてＮＤＶＩ（正規化植生指数）がある。これは可視部の

赤バンドと近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド３と４，ＮＯＡＡ／

ＡＶＨＲＲではバンド１と２などを用い，両者の正規化された差によって定義される。この手法

を用いて地球規模や地域の植生指数図が作られている。しかしそれらの植生指数と植物の物理

量（例えばバイオマス）や植生被覆率との関係は明確にされていないのが現状である。本研究

では分光放射計によって観測された植生被覆率の違いによる反射スペクトルの解析結果から，

植生指数値と植生被覆率との関係について研究する。

また，本研究で得られた「植生被覆率による植物の分光反射特性」のデータセットは希望者

に配布されている。

し
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1.4.8衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング

（石１１１陸，田中壮一郎.，lNII1清孝．，加藤雅胤．．）

・同和工営株式会社，・・1M)資源・環境観測解析センター

楠41ﾐと11j磁波との相互作11]は複雑で，衛星データから値ﾉﾋのバイオマスを定量的かつ効jIL的

に評Iil1iすることは簡単ではない。械物の特徴的な反射特性を利川して，植生モニタリングのた

めのアルゴリズム（植生指数）が提案されている。代表的なＩＭﾐ指数として，ＮDVI（j}{脱化

植生指数）があり，この手法を111いて地域や地球規模のＩ１Ｍｉ分布図が作られている。しかし

ＮＤＶＩでは乾燥地などの植生の疎らな領域では背景の上壊からの放射量の影響が強いため，見

かけの植生指数が大きくなる。本研究では過去に提案されたいくつかの植生指数を検討し，そ

れらの植生指数の欠点を補間するアルゴリズムを開発した。次のステップとして提案されたア

ルゴリズムや他の植生指数とを検iilけるために，いくつかの地域（たとえばアリゾナ，llj1li1新

柵ウイグル）の衛星観測とlijl期してグランドトゥルースを行うと共に，その衛星データを解析

して)i1i度を調べる。

なお，本研究で開発されたアルゴリズムは1999年８月末に打ち上げ予定の米国ＮＡＳＡの地

球観illl衛星Terraに搭戟されるASTERセンサーの高次プロダクト（乾燥地の植生被覆率およ

び植生指数分布図）作成のアルゴリズムに採用され，その成果は公開される。

1.4.9野外型方向性反射観測装置の開発とそれによる地表の観測

（行山峰，村松加奈ｆ､）・奈良女子大学

分光放射計によって得られる反射係数は太陽，対象物，分光放射計の位置関係など，槻ijlI時

の幾何的条件によって異なる。近Ｈ１ﾐ，衛星データから植(|i，土壌，岩石等の地表、の反射>ｷ《を

解析するとき，衛星の観測角や太陽高度，太陽方位などの幾何的位置を考慮して解析されるこ

とが多い。衛星データの放射lUtの柵11三等のための基礎研究として，分光放射計による地Izでの

BRF（Bidirectionalrenectancefactor）観測の実験が行われている。本研究で開発した野外

型方向性反射観測装置によって，いくつかの地表状態の観測角，太陽高度，太陽方位角の迎い

による反射の変動について研究する。

１．４．１０干葉県環境画像データベースシステム

（新藤静夫，石山峰，近藤昭彦，建石隆太郎，千代慎一.）・千葉県環境部

写真システムがわが国に導入されてから，ほぼ１世紀が経過しようとしている。過去にiid録

された画像の多くは好ましい保存状態で管理されていない場合が多く，それらは経年変化によっ

て劣化し，また散逸しつつある。しかし，これらの画像はj1tiliな文化遺産としてまた自然環境

の映像記録として，将来まで反〈保存する必要がある。千葉ﾘ１４においても自然環境，遺跡，建

築物などの文化遺産を記録したiIlli像が，各所で残されている。

近ｲﾄﾞ，科学，芸術，医学のみならず，あらゆる分野で画像データベースの重要性が認識され，

その柵築が進んでいる。同様に，これら千葉県画像データベースを作成することは，過去と現

在との環境評価の比較に役祓つであろう。当システムはこのような各種の画像をデジタル化し，

アーカイブ（画像保管）するとｊＬに，分野別，地域別，時'''1別にファイリングを行う。そのた

め以下の多くの博物館，公共剛体，一般市民の協力を得て，そこに所蔵されているIllli像を，集

約的にまとめてデータベース化する。また劣化している画像の復元も同時に行う。さらにファ
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イルには地FM的，時ｌ１Ｉ１的な情報をｊｌⅡ]える。また衛星データ，Ｔ葉県の地jJMlI1j報データベースと

統合することにより，さらに有益な竹報となる。

１．４．１１リモートセンシングによる植物栄養診断に関する研究（継続）

（本郷Ｔｲﾄﾞ）

ノ'２態系が環境の彫艀を受けると，その変化は代謝や養分吸収のようなキャノピーの生化学的

ﾔlilrrの中にあらわれる。キャノピーのﾉﾋ化学的変化をリモートセンシングによって検出できれ

ば，炭素や養分のソースとシンクの空|Ｍ１的な広がりと変勁を知ることができる。

′Ｍ｢先では，リモートセンシングを利用して植生のケミカルコンポーネントを把握し，各成

分のスペクトルとﾉliIlM./|i態学的特性との結び付きをもとにしたｲlli成成分のlii易検出を目的と

している。また，栽哨品iWiの植物に対しては，ケミカルコンポーネントの検111結果をもとにし

たﾉﾋｶﾞの矯Ili手法についても検討を行う。

１．４．１２植物生理・生化学の非破壊計測に関する研究（継続）

（本郷T･作）

本研究では，リモートセンシングによる植物のストレスの1,1期検11}およびモニタリングをⅡ

指して，ストレスを付'７Lした植物の分光反射率の測定を行った。さらに，ストレスに対する植

物の反応をﾉliFMﾉli態的な側面から比較・検討するために光合成速度および女ifLコンダクタンス

の測定を行い，分光反射率との関係を調べた。

１．４．１３高空間分解能データを利用した精密農業管理手法の開発（新規）

（本郷千が）

，lPlj品質作物の絞培や環境への負荷低減化実現のために，ドIIi帝腱法がilHI1されつつある。特に，

i1iil場IiiilYiが小さく複数の作物がランダムに作付けられて峨培されているような，わが国の農業

分野への利)UにlUI侍がIniまっている。ここでは，liIil場ilWでの'ﾆﾘ変識Bl1を↑ｊうための新しい技

術（variableratetechnology）の開発をＨ指している。水ｲ|{度は北海ｊｉｊｌ勝の畑作地帯の航

窄１j奥を搬影し，１ｍ解像度のデータを利用した場合のＷｉ密腿業のﾛI能性について検討を行っ

た。本研究は，下策入学，農林水産省，三菱商事，Ｈ本スペースイメージング社の共同研究の

一環として行われている。

１．４．１４観測データと表現モデルの融合による超長期にわたる土地利用変化のダイナミック

シミュレーションの研究

（黄少博，柴崎兄介）

人'１１１活動に廷I川する上地利用の変化は，農耕文明の発作以来，地球環境変勁の1ﾐな原因の一

つであり，今後，人｢1期!Ⅲに伴う股業開発の進行などにより，その変化はますます加速するこ

とがJz処されている。しかしながら，こうした変化をIzjll1することはいうに及ばず，農耕文Iﾘ１

発祥から現在に泉る丘|()lにわたって，どのような変化が/ｌｉじてきたかを椎illlIすることは非常に

肘難である。本研究は歴史的な地点データから，‐上地利１１１変化の法'１'１，人１１変化といった周辺

fI1ifMを総合化し，３Ｊ（l;の知識の範MHでもっとも「確からしい」１２地利川変化を推定することを
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試みる。具体的には，観測データや定性的・断片的な知識に矛盾しない二k地利用の変化を推定

する問題を岐適化llU題として定式化し，それを遺伝的アルゴリズムを１１]いて解く。この手法に

よれば，新しい知見を今後発見されるたびに取り込むことにより，推定結果の信頼性を段階的

に攻灘することができる。また，さまざまな知識を総合化することができるため，各分野の研

究者の知見をコンピュータにより横断的に総合化し，」二地利111変化アニメーションとしてまと

めることで，データの相対的に不足している地域，年代などが明らかになり，各分野における

研究を推進すること試みる。

１．４．１５高解像度リモートセンシングデータによる都市住宅形態の研究

（ｂｉｔ少博，厳網林）

都Ｔｌjにおける建築物の高さや構造等の形態情報は，祁ＩＩＪ：l1iIli・環境群の研究にも非常に重要

なﾊｷ礎ＩＩ１ｉ報である。都TlT基盤データが整備されている日本の郁Iljとは迎い，途上国の都市では

このようなlIf報は殆ど整備されていない。そこで，打ち上げiil1IUiが進んでいる高解像度衛星へ

の期待が非常に,ｉｉｉい。解像度１～３ｍの衛屋データを用いると，5000分の１の地形図が作れ

るようになり，建物の形態も正確に判読できるようになる。このような岡解像度衛星は，まだ

連1Mに入っていないが，航空写真を用いたシミュレーションを進めることができる。本研究は

赤外航空写典をⅢいて上海市街における都市住宅建築物の類liu化を試みたものである。

－１９－



[２］共同利用研究（平成１０年度）

■２．１プロジェクト研究

当センターの各部ｌｌｌｊにおいて行っている中心的研究課題で共同研究により研究の推進をはか

るもの，あるいは当センターが推進する研究課題「リモートセンシングによるアジアの環境変

動地域のモニタリング」に関わる共同研究で，１イドから３年程度の期間で成果を''1すことを目

標とする。

課題Ｐ９８－１：衛星データを利用したエアロゾル・水蒸気．雲解析の研究

対応：センサ/大気放射研究部門

研究目的：センサ/大気放射研究部門では，衛尾リモートセンシングデータの解析手法や，そ

の基礎となる大気の光学的リモートセンシング手法を発展させるための研究を行っているが，

とりわけ当面の最大の課題として，現在の衛星データの$IIi度を制限する最大の要因となってい

る大気補正について，理論と観測の両面から研究を進めている。本研究課題は，ＮＯＡＡ，ＧＭＳ

などの衛星データを活川し，地上観測のデータとも併せて，人気中の放射伝達に人きな影響を

及ぼすエアロゾル・水蒸女i・雲について精度の高いiilill1を行い，東アジア地域の人気環境計illI

とモデル化を推進することを目的とする。

センサ研究分野（竹内・久世）では，衛星データを111いて，大気補正による地衣Ilii状態の判

沈精度の向上，大気と地衣iiIiの相互作用に関する諸過標の研究，大気状況のリモートセンシン

グの研究を行うとともに，これに関連するセンサの校Ili・データの検証手法の観点からの研究

を進めている。とくに，マイクロパルスライダーによる巡続観測や大気補正用多波長ライダー

による衛星同期観測，および，各種大気モデルに荘づいた大気補正シミュレーションなどが本

プロジェクトに関わる中心的課題となる。

大気放射研究分野（iili村）では，放射理論に蕊づき，地上からの雲・エアロゾル・水蒸気等

の大気状態の観測データに合わせた衛星データの統合的な解析を行い，人気補正手法の開発と

並行して，大気自身の研究を行う。ＧＭＳ等の衛星データの解析を通じて得られた}｣射、放射

lｉｔ等の推定と，地|芝に股|)Mされた観測・検定装悩を経て得られた高精度の怖報を通じて解析，

検証，校正の研究とともに，反期・髄期の日射・放射Iitの変動や，雲・エアロゾル・水蒸気等

の研究を行うことが主要な課題である。

本プロジェクトは，lIlIiliW究分野が密接に協力してHli進するものである。

□課題（１０－１）：大気エアロゾルのキャラクタリゼーション及び光学特性推定法に関する研

究（新規）

担当教員：竹内延夫，，1.1i村民雄

（対流圏エアロゾルのキャラクタリゼーション）

扣当者：中江茂・三iilijliⅡ彦（東京理科大学理学部）

概要：対流圏エアロゾルは，大気の放射場を変え，地球一人気システムへの熱供給の変化を招

く。この変化が大気の冷却に働くのか，温暖化に働くのかは，エアロゾルの光の吸収と散乱の

比に左右される。濁った人女(の熱効果は，それに含まれるエアロゾルのl曲折率の虚数邪に影響

される。この値が小さいと，エアロゾル濃度が蝋すほどシステムは冷え，このＩＩＩｉが大きいと
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(雄＞0.05)，ノリ[1熱されることが期待される。ニュークリポアフィルタに捕染されたエアロゾ

ルの吸収率は，実験データをベール則に近似させて適合させる光音騨ｉｌ１Ｉ定によって求められる。

質量吸収係数ｈと，屈折率の虚数部〃２との関係は，ルー,oス虎／４汀で'丁えられるが，粒子の

密度ｐがあまり偏頼できないので，密度で規格化した虚数部の値（必／ｐ）を質lit吸収係数か

ら求めた。ここでスは光の波長である。この雄／ｐの値は，波長400,ｍから2000nｍの範囲

で，0.1から0.2をカバーした。もし，粒子密度をＬ５から2.09/c㎡の程度とすると，粒子の虚数

部の値〃２は，０２から0.3の値をとり，この東京では，地球一大気システムの加熱に作用する

ものと思われる。

（大気エアロゾルのキャラクタリゼーション及び光学特性推定法に関する研究）

太田幸雄・村尾1h人・'１１形定・池内和泉（北海道大学大学院工学研究科）

概要：平成９年１２１１より平成10年４月まで，千葉大学環境リモートセンシング研究センター

屋上において大気エアロゾルのフィルター捕集を行った。捕集したエアロゾル試料について，

北大｣ﾕ学研究科において化学成分分析を行い，得られた組成分析結果を)&にＭｉｅ散乱理論を

用いて大気エアロゾルの体積消散係数および単一散乱アルベドを算出した。その結果，千葉市

の冬季の大気エアロゾルは，黒色純炭素および有機物成分の占める判合が非常に大きく，算Ｈ１

された単一散乱アルベドは0.72～0.93の範囲で，平均0.85程度のかなり吸収性の強いエアロゾ

ルであることが分かった。この，化学分析結果に基づく吸収特性の推定法に関して，北人正学

部屋上において職分咽ネフェロメータと吸収光度計を用いた検証測定を行なっている。

課題Ｐ９８－２：アジアの土地被覆・植生情報の抽出と解析

対応：地球環境ｌＩｌ報解析研究部門

研究目的：本研究における上地被覆・植生情報とは，地表面の離散的なクラス衣現および植物

生産凧，楠LIi被週*<，樹冠被覆率，樹高などの植生物理量による地表面の述続変峨による表現

をいう。

地球/地域環境の研究には，ｔ地被覆・植生情報が重要な要素であり，特に地球環境研究の

ためには大陸規模で|:地被覆・植生情報を把握する必要がある。本研究ではアジア全域を対象

とする。

Landsatデータが得られるようになって約25年，ＡＶＨＲＲデータがグローバルに得られるよ

うになって約15年である。衛星データは既に蓄積されているが，衛星データから大陸規模で

-ｔ地被覆・楠生ｌＩｆｆＭを抽出する方法はまだ確立されていない。

本研究のl-1的はアジア全域の土地被覆・植生情報（現状および変化）をhllllＩするための方法

を確hＩすることと，その結果として土地被覆・植生情報を実際に抽出し，他の研究者が利1Ｕで

きる形のデータセットとして抽出情報をまとめることである。

つぎのような研究に関心のある研究者の参加が望まれる。

・土地被覆・lif(ＬＭ１ｌ報のグランドトルースの収集方法

・光学センサ（ＡＶＨＲＲデータなど）からの土地被覆・植生情報のjIl111j

・能動センサ（ＳＡＲなど）によるｔ地被覆・植生情報のhilIl1

・特定｣1地被掴（マングローブ，湿地，農地など）の柚１１１と分類

・時系列ＡＶＨＲＲデータからの上地被覆・植生変化の検出

・砂漠化モニタリング

・既存の二iﾐ題図と術h1データによる土地被覆・植生変化解析

・土地被覆・'1ﾊﾉI1iWi報のhlllllのための衛星データの前処理手法
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.」二地被覆・植生と人l1Ulj活動との環境解析，モデリング

□課題（PlO-29）：アジア地域の地球地図データ整備手法に関する研究（新規）

扣当教員：建石峰太郎

１１１当者：政春尋志・丸山弘通・小原鼎・編烏芳和.こ〕|:康成・服部武志.,1.Ｊ橋広典・富田#Ｉｊ

と（建設省国二ｔ地理院）

概要：地球地図作成への衛星リモートセンシングの適川について共同研究を行った。特に術li1

リモートセンシングデータによる柄LIA，上地利用，土地彼覆分類の仕様及び絡備手法について

議論を行い，東南アジア地域を対象に地球地図の植生及び土地利用データを作成した。また，

ＮＯＡＡデータから械生指標データを作成する手法について情報交換を行った。

課題Ｐ９８－３：衛星データと地理情報を利用した中国．華北平原の水文環境解析の手法に関

する研究

対応：データベース研究部門

研究目的：データベース研究部門では環境研究のためのデータベース作成，およびリモートセ

ンシングとＧＩＳの応11}研究を進めているが，その研究|で|標は近代化が陸域の環境，特に水又

環境に与えたインパクトを定量的に評Ii11iすることである。対象は日本を含むアジア地域を設定

しているが，特に中国，華北平原を頭祝し，水文環境の実態と変化，付随する環境問題の把握，

その社会・経済への影響および対策，鞭に関する研究を推進する。これまでに数回の予備調査

を行い，中国側との研究協力体制も確立しつつある。、ﾄﾞ成９年度CEReSlL1際シンポジウム

｢アジアの水又環境」では多くの中国人研究者の溝iiiによって様々な環境'1M題の実態が報告さ

れたが，水文環境は食料，人口，他ljH聯に関わる様々な環境問題と密接にBLIわっていることが

改めて認識され，リモートセンシングと地理情報システムの応用として危急の課題であること

が確認された。

CEReSでは平成９年度よりＮＯＡＡおよびＧＭＳの受ＩｉＩｉが開始されたが，峨北平原は受信範

IjH内にあり，衛展画像から植生・水文にljQする情報がH1Ⅱ１１可能な状況となっている。これらの

データを利用して人工衛星リモートセンシング，地理lI1j報解析による水又環境モニターのため

の手法を研究することが本課題の目的である。中国，蕪北平原を対象とした画像データベース

作成，画像解析に関わる研究，あるいはグランドトゥルースとなる現地観測データの解析，支

援に関する研究を公募し，協力して研究にあたる。

本課題は平成９年度の課題「衛星データと地理情報を11}いた地域環境解析の手法に関する研

究」と「地理情報データベースの開発と連用」に対応するが，今年度から研究対象を水循環と

地域環境の関わりに絞り込み，環境解析の手法としてのリモートセンシングと地理情報システ

ムの有用性を実証するための研究を行う。

□課題（10-33）：衛星データと地理情報システムを利用した中国華北平原の水文環境と地域

水循環に関する実証的研究（新規）

}Ⅱ当教員：近藤１１１(彦

}11当者：円中爪・鴫Ⅱ１純（筑波人学)，宗献方（科学技術庁防災科Ｙ:技術研究所)，

劉昌明・陽水朧Il（（中国科学院農業近代化研究所）

概要：中国の華北､121%(は，気候学的には南が湿潤，北が'絶燥という非常に人きな気候学的勾配

をｲjしており，北部では水不足による雄発抑制が生じているものと考えられる。この水不足に

よる蒸発抑制という現象は，蒸発散モデルを構築する際に砺要であるばかりでなく，熱収支の
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変化を通じて術111データからこの現象を捉えられる可能性があるという点で，リモートセンシ

ングの観点から項婆である。また，準化'2原は起伏の少ない広大な平原であるため，リモート

センシングの検iiI}iに岐適であり，かつ瀧北平原は日本で受信できるＮＯＡＡの撮影範閉に入っ

ている。準北平原に位iIVHする准河流域では，水収支解析によって流域の北西部において蒸発抑

制が生じていることがIﾘ1らかにされ，ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲＧＡＣのデータセットから地表面にお

ける乾湿の空１１１１分布の推定が成功している。今年度はCEReSで受信しているＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲ／

ＬＡＣとＧＭＳのデータからそれぞれ異なる手法を用いて地表面の乾湿の推定を試みた。その結

果は先行降雨指数と良い一致を水し，また，その空間分布においても両者は良好な一致を示し

た。先行降雨指数は地衣iiIi乾湿のⅡ!〔接的な指標ではないが，衛星データを利用することによっ

て広域における水又環境，特に地衣liliの湿潤状態の空間分布を推定可能であることが示唆され

た。今年度から蛎北Ｗｌ;(の北緯38゜線に沿った三ケ所の観測施設においてフラックスの測定を

開始した。次イド度では術ｊｌｌデータと組み合わせて，広域のフラックス・地表面状態量の推定に

衛星データが有効であるかについてさらに検証を行う予定である。

課題Ｐ９８－４：人エ衛星データ高度利用のためのデータベース構築とその応用研究

対応：データベース|)9発１Ｍ1部

研究目的：人1名衛>11データをⅢいた地球環境把握の必要性が叫ばれて久しく，1996年以降複

数の本格的な地球観illll術),｛のｊｉＭ１が実施あるいは計画されている。しかしながら，我が国にお

いては長川1にわたるⅡ$系ﾀﾞﾘ解析を１ｊうための技術の充分な蓄積がない。現状では現地観iilIデー

タを参照しながら術111センサーの槻iii'１値から様々な物理量を広範囲で求めることは不可能であ

る。このようなlMI題を解決し地球環境のメカニズム解明のために必要な様々な物理髄を令球で

時系列で縦鮒できるシステムを柵築する必要がある。CEReSでは，地球環境のメカニズム解

明のために必要な様々な物fll1IItを余球で時系列で整備できるシステム構築技術開発のために，

衛星受信データ，気象データおよび現地観測データなどの補助データを統合的に管理利用でき

るデータベースシステムを柵築し，広く地球環境科学分野の研究者に利用できる仕組みを提供

することをＨ指している。具体的な研究の内容は下記の通りである。

・米国ＮＡＳＡとの｣LliI研究による全球を地&解像度４kmで十数年間観測したＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲ／

ＧＡＣデータ，Ｔ葉人学環境リモートセンシング研究センターで平成９年度より直接受信して

いるＮＯＡＡ/ＡＶHRR/LAC（日本周辺を地上解像度１kmで)，および気象静止衛星ＧＭＳ「ひま

わり」などの複数の術),1データをカタログ化し，ネットワーク（internet）を通して検索やデー

タ取得がに1J能になる術)11データベースシステムの構築に関する研究

・衛星データから物理Ｍを求めるときに必要になる地理情報（土地利用データなど)，大気観

測データ，女(象データ，現地観iilIIデータ（トゥルースデータ）などの形態が異なる補助データ

を一括管理利川を可能にする地BMｲﾄﾞｻ報データベースの構築に関する研究

・衛昆データから効率よく物理11tを求めるために．衛星データベースシステムおよび・補助デー

タベースシステムの２つのシステムを統合利用し，同時に必要な情報の検索を行いオンライン

(internet）あるいはオフライン（テープなどの媒体）でデータが取得できるシステムの開発

に関する研究

以'2の項'三1に|lUわる此lIjl利川研究課題を公募し，共同で目的達成のための作業にあたる。
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■２．２一般研究

リモートセンシング・地jJI1情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究。あるい

はリモートセンシングの有効利用を推進するための野外観測やデータベースおよびセンサーの

開発等に関する研究。

扣当教員：竹内延夫

□課題（１０－２）：可搬型ライダー用半導体レーザー励起全固体波長可変レーザーの開発（新規）

尼松孝茂，立田光贋（Ｔ葉大学Ｌ学部）

概妥：ＮＬＹＡＢレーザー結,'1ﾙはそれ自体が非線形光学結晶である自己周波数逓倍ｊｉｌ緋,1iiIであり，

」,1本波，第二高調波の２波及'0111$発振が可能である。そのため，付加的な波長変換)Uの非線形

光学素子を必要としない。また，半導体レーザー励起受動型Q-switch固体レーザーは能動

的Q-switchレーザーと災なり，ＥＯもしくはＡＯ光変調器を必要としないので，柵成が極めて

iiiilliでレーザーヘッドを人lWjlに小型化できる。したがって，半導体レーザー励起Q-switch

NLYABレーザーは，即視，赤外２波長同時発振が可能な小型高繰り返しパルスレーザーで，

ul搬型小型エアロゾルiiIIilUlミー散乱ライダー用光腺として極めて有望なレーザーと「了える。本

研究において，われわれは，レーザー共振器中にﾉﾑ本波に対する飽和吸収索ｆＣｒ：ＹＡＧを配

拙し，半導体レーザー励起受動型Ｑ－ｓｗｉｔｃｈＮＬＹＡＢレーザーを開発した。半導体レーザー光

パワー1.5Ｗに対して基本波，第二高調波平均111力60,Ｗ，８，Ｗがそれぞれ１１}られた。用い

たＣｒ：ＹＡＧは初期透過率95％で，結晶厚0.5mmである。また，繰り返し周波数，パルス幅は，

Cr：ＹＡＧ結晶の位樋に対して敏感に変化することがわかった。Ｃｒ：ＹＡＧを共振器モードのピー

ムウエスト近辺に配置した時，レーザーパルス幅，繰り返しパルスジッター，パルスピークパ

ワーが段も安定で，パルス幅60,s，パルスジッター１－２，sであった。パルス繰り返し周波

数は20kHzである。これらの実験結果は，ＮＬＹＡＢ結品に誘起される熱レンズの測定値を元に

レート方程式を用いてENO諭的に数値解析した結果と定ﾔ|:的には非常に良く一致する。本研究の

成果は，エアロゾル観iI(''111ライダーにおける受動jIilQswitch固体レーザー共振器岐適設計に

重要な指針を与えるものである。

□課題（10-3）：ADEOS衛星POLDER偏光データを用いたエアロゾル及び雲の光学パラメー

タの抽出（新規）

ｌ１１Ｉｌｌ剛之・山崎明宏（金沢-12業人学環境情報総合研究ljli）

概要：本研究のＨ的はＡＤＥＯＳ衛星POLDERの偏光及び反射データを用いて，エアロゾル粒

７や雲粒子の光学的パラメータの抽出を試みることである。1997年４Ｈ２６Ｈの束アジアの

POLDERの画像データを11]いて海洋上空エアロゾルの複索ＩＨＩ折率，オングストローム係数，

光学的厚さの分布図の作成を行った。また，liilHに実施した大気エアロゾルの槻ilUデータと数

1iii類のエアロゾルの光学パラメータ抽出アルゴリズムとして，波長0.865mmにおける偏光度と

`jf宙反射率を１mいたＰ－ＳＲダイアグラムによるtllllll方法を提案した。１０年度のm｢先では雲粒子

の光学パラメータのhllll1にUQする研究は実施できなかった。

□課題（１０－４）：リモートセンシングを用いた海洋からの生物起源硫黄の放出量の推定とそ

の地球の気候変動へ及ぼす影響（継続）

１１１中皮・駒崎雄一・成lⅡ祥（慶應義塾大学理［学部）

概饗：全地球的な硫黄化合物の循環を考える上で，特に，海洋からの生物起jIljiによる硫黄の放
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出量が比較的多いことが岐近注目されている。海水中の硫酸イオンは植物プランクトンに取り

込まれ，体内で有機硫黄化合物であるジメチルスルフィド（DMS，ＣＨｌＳＣＨ３）に還元される。

生理作用により排１１１されたＤＭＳは難溶性・揮発性であるため，海水から大女(へ放lHされる。

そして，海洋大気中に放出されたＤＭＳはＯＨラジカルと反応し，ＳＯ２及びメタンスルホン酸

(ＭＳＡ）に酸化され，さらに硫酸に酸化されることが報告されている。岐終的に/'１成された硫

酸は蒸気圧が小さく，大気中で粒子化し，雲の生成に必要な凝結核となる。虫は太陽光を遮断

し，地表面が暖まることを妨げるので，地球を冷却する働きがある。したがって，海洋から生

物作用により大女(中に放出されるＤＭＳは，炭酸ガスとは異なり，地球の温暖化を結果的に抑

制する作用があると考えられる。こうした地球の気候変動の観点から，海洋ＬＩＪのＤＭＳなどの

生物起源硫黄の測定が行われるようになってきた。そこで，本研究においては，人１２衛星によ

るリモートセンシングをⅢいて地球規模での海洋からの生物起源硫黄の放ｌｌｌ１ｉｉを明らかにする。

研究代表者であるＩｌｌＬ１ｊ（慶應義塾大学理工学部）は，海水中の植物プランクトンにより''１成さ

れ，海洋から人父(へ放１１１されるﾉﾋ物起源有機硫黄（DMS，ジメチルスルフィド）に昔甘し，

ガスクロマトグラフ法およびイオンクロマトグラフ法を使用した海洋人気LIIのＤＭＳ，ＭＳＡな

どの生物起鯨硫黄化合物の測定法を開発してきた。そして，①1988年および'990年に，南極

観測船“しらせ,,の航海において大気試料を採取し，南極近海におけるＭＳＡの濃度分布を明

らかにした。その後は，②1991年，原油タンカー“ジャパン・バイオレット”による四部太平

洋，アンダマン海，北インド洋，アラビア海，ペルシア湾の航路上，③1991～1992年，日韓

フェリーによる瀬)i内海の航路上，④1992～1997年，東京大学海洋研究所“141鳳丸”による

西部太岬\，インド洋の航路上において海洋大気中のＤＭＳ，ＭＳＡなどのﾉ'１物起源硫黄化合物

の測定を継続して行い，海洋における生物起源硫黄化合物に閃する多数のデータを蓄械してき

た。しかしながら，企地球的な生物起源硫黄の状況を把握するには人I:1M1ijilのリモートセンシ

ングによる海洋モニタリングも必要不可欠である，そこで，これまでの海洋調炎結果と人Ｌ衛

星によるデータ解析を行い，人｣ﾕ衛星による生物起源硫黄化合物のモニタリングの叫能性につ

いて積極的に検討する。具体的には，人工衛星による海色データをもとにして海洋における植

物プランクトン１Aと煎顛とを推定し，唯物起源硫黄化合物との海洋調査結果などと人=[衛星に

よる海色データとをあわせて，植物プランクトンによる生物起源硫黄のlli産Iiと海洋からの放

出量を推定する。

本年度は，データ解析のもととなるクロロフィルａの測定を三河湾・佐久Ｉ;bにある名古屋大

学付属太陽地球研究所・佐久品観測所で行い，ＤＭＳの前駆体であり，ノ１１物起源硫黄化合物の

一つであるＤＭＳＰ（ジメチルスルフォニオプロピオネート）との関連をjiLll)した．具体的には，

測定したクロロフィルa1i(を植物プランクトンの種類別に分類した後，極顛別のクロロフィル

ａ塾を算１１}し，その1,tに種類別に特有なＤＭＳＰ放出係数をかけることによって，ＤＭＳＰの総

量を見稜もることができた。このことから，人工衛星による生物起源硫黄化合物のモニタリン

グの可能性が大きいことが明らかとなった。

□課題（１０－５）：リモートセンシングを用いた都市域の地表面温度に関する地理学的研究

(継続）

三澤正（千葉大学教育学部）

概要：本研究では，近ｲﾄﾞの上地利用の変化が著しい地域である千葉Iljとそのli1il辺地区を対象と

して，地衣llliiIlil度の微細柵造およびその時代的変化を明らかにすることを|÷Ｉ的とした。

1985年８Hのランドサット両像によれば，解析対象地域内には10℃を超える地衣IHi温度の

差が存在し，千葉ＩＩｊＬｌｌ心部や海浜ニュータウンなどの住宅集中地区，臨海部のコンビナート地
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区に,､i職域が形成されている。また，国道14号線を中心として－１i要道路沿いに線的なini温域

が認められる。開発途上である聯張新都心や千葉ニュータウンではまとまった高温域の形成は

認められない。

1994ｲ|：８月の熱画像から1()られる地表面温度分hj模様は，ほぼ1985年８月の場合と''１じょ

うなものである。1985年時点でまとまった高温域を形成するに争っていなかった辮張新邪心

や千葉ニュータウンでは高温域の拡人が認められるものの，１１M辺地区に比べて４～５℃程度の

岡柵にとどまっており，都心部や臨海部コンビナートの半分以下のヒートアイランド強度であ

る。また，郊外地区で整備が進められている住宅団地でも10（lIlM)で２～３℃の地表lIlilIH度の

I鼎が認められる。

□課題（10-6）：EOS-aml/ASTERの大気補正及び雲除去アルゴリズムの検証およびアルゴ

リズムの改良（新規）

森lll雅雄（長崎大学工学部）

概要：EOS-amlに搭載されるASTERの可視・近赤外域での人気補正手法の検証に，Ｔ雄大

のライダーを用いた大気観iMIIが利１１１できるかどうか確認した。大気観測はＬＡＮＤＳＡＴ－５ｌｊと

同期して６回実施されたが，５１回Iは完全な曇犬で，１回は巻裳がかかった状態であった。検;l［

項'-1は以下の２種である。第一は，ASTER雲除去アルゴリズムが巻雲を検出できるかどうか

の確認であり，巻雲がかかった状態でのＴＭデータを宝除去アルゴリズムで処理した。結果

は巻璽の判定率が65％，晴天域を巻望と誤判断した誤判別率が０％と，過少推定の方向を示

した。現在雲除去アルゴリズムの改良をワシントン大学と｣LlD1で実施しており，今後の桁度向

上のために，さらなる地上観ilUをＦ定している。第二は，Lidarから選られる消散係数の11.1j度

分ｲijが大気補正にどのような彩騨があるかを，シミュレーションにより確認した。パスラジア

ンス，透過率<とも高度分布にはあまり彫縛されず，散乱体の総I,(が影響することが確認できた。

今後はlMi天時での同期観iIlllにより，Lidarデータを用いて実際の地表面反射率がどの程度I}{し

<推定できるか？を確認する-Ｆ定である。

□課題（10-7）千葉地域のエアロゾルの特性に関する研究（新規）

ｋ本英機（千葉大学工学部）

概妥：下葉県の主として京葉｣:災地帯の大気環境の地域的特徴を把握するため，平成５ｲﾄﾞから

TZ成l011iまでの浮遊粒ｆ状物Irll｣のＦｅ，Ｍｎ，Ｚｎ，Ｎｉ，Ｐｂ，Ｖ，Ｃｕ，Ｃd，Ｃｒ及びＡＩの10金

|瓜類の含有駈を調べ（一部人文(汚染ill1定結果報告書を資料として１１】いた)，因子分析法による

寄与率などの結果から，地域的特徴について考察を加えた。その結果，１）自動車交通１，(の多

いi()道にある地域はＰｂ，Ｚｎが多い。特に高速道路の沿道ではその傾向が強い。２）ごみ焼却

場の周辺地域はＣd，Ｚｎ及びＣｕが多い。３）製鉄所周辺ではＦｅ，Ｍｎ，Ｚｎ，Ｎｉ，Ｃd，Ｃｒが

多い。４）重化学兀業の周辺ではＶ，Ｚｎ，Ｃｕが多い。農村部（'１２宅地域，農業）になるに従

い，それらの寄与率は低下する傾liiIにあったが，寄与率の変動は複雑であり，その原因として

風li1風速などによる影響も考えられる。

□課題（10-8）砂漠地域での地表面水蒸気・熱の輸送機構と鉛直フラックス（新規）

ＩｉｉｉＩⅡがlIi・石川裕彦・堀口光章（)i(邪大学防災研究所)，［ｌ１ｌＩ｣他路（京大大学院理学研究科)，

命（蝋Iﾘ１（名古屋_L業火学機械［学科）

概典：砂漠地域での地表面水恭父(，熱の鉛ⅡL(輸送に関して２つの特異な挙動が観測により兄１１｝

された。その１つは，接地気I1yiの地表IlIiごく近傍での水熊女(フラックスの日変化は，多くの場
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合，｛｣L|｣下向き，夜||(I上向きになることである。もう１つの特異な挙動は，接地女Ｗｉで成立す

るとされているMonin-Obukhovの相似法則が運動量，熱輸送については成IＩするものの，水

蒸気に関しては必ずしも成立しないことである。本研究ではこの２点についてEI1諭的な検討を

加えた。

まず，l1i1i天{｣'て１１|｣の下向きフラックスは，土壌の層化部の乾きlIziの形成を考慮に入れた｣二壌

中の熱，液状水，水然女(の輸送機構についての新しい数値モデルにより次のように税lUlされた。

降雨直後には，’２域Ｌｌｊの液状水は述結しており毛細管力で自山に移動できる状態にある。しか

し，その後の乾燥過礎では，地面付近に乾き域が形成され，序々にその'ゾみを蛸していく。こ

のとき，液状水はｔ城粒子接点まわりや粒子表面に付首したpendula｢状態にあり，水分移動

は水蒸気によって111われる。地面温度が日周期変化するとき，温度の伝擶速度が遅いため，日

中乾き層内で温度が蕗点以「になることが多い。このとき，大晒の凝結が起こり，日中の「向

きの水蒸気フラックスが発生する。夜半には，地表は最低温度になるものの，地'１』の高温部で

蒸発した水蒸気が乾きIiUi内を拡散して地表に達し，わずかではあるが上向きの水蒸気フラック

スを呈する。

Monin-Obukhovの相似法ⅡⅢが水蒸気に関しては必ずしも成立しないことについては，次の

ように説明できた。Ｍ－ＯＩ１Ｉは，接地気層では乱流変動の生成項と消散項が支配的で，それら

がバランスしていることを前提としている。この前提は運動量と熱については必ず成り立つ。

しかるに，水燕女(の場合には，砂漠地域でフラックスが極端に小さい時には，湿度変動の生成

は小さく，上流からの移流，上空からの拡散の寄与の方が大きくなる。例えば，この寄与が接

地気層で生成されたものより２桁以上大きくなることが腰々ある。M-OIiIlからの偏俺はこの

移流，拡散の寄与分として説明できる。

□課題（１０－９）：多変量解析手法を用いたライダー信号の雑音低減手法の高精度化（新規）

奥村浩（長岡技術科学大学）

概要：本研究では，すでに開発を行った多変量解析手法を用いたライダー偏りの雑音低域法と，

従来のディジタルフィルタによる方法での処理結果との比較検討を行った。川いたディジタル

フィルタは，移動平均（平滑化）フィルタ，完全直線位相低域通過ＦＩＲフィルタなどである。

完全直線位相低域通過ＦＩＲフィルタは，チェビシェフ（等リプル）特性を実現できるＲｅｍｅｚ

法により設計を１丁った゜その結果，従来のディジタルフィルタでも完令直線位相特性を有して

いるフィルタであれば，波形の「惨み」は十分阻止できるが，観測データ毎にフィルタを設計

しなおす必要があるため，適応型のフィルタが必要であることがわかった。一方，提案手法は，

通常のデータの他にはバックグラウンドデータを収集するだけでよいという利点があることを

確認した。

□課題（10-10）：衛星リモートセンシングによる測深一インドネシア沿岸域におけるケース

スタディー（新規）

香西克俊（神戸商船大学)，Winardi（神戸商船大学，インドネシア海洋|;M苑研究センター研究

員）

概要：東部インドネシア筏海域のＬｌﾐ態系を維持し，かつ港湾開発及びi;I1111iを櫛Ill1する目的のた

め，束部インドネシアin岸域において船舶による測深および底面のデータが収雌された○船舶

によるilIll深データはﾄﾞﾘｌｉ皮的に,rliいものの，時間空間的に離散しておりまたそれらを１Ｍいて作成

される海図のZliWrも奔易ではない。本研究は，東部インドネシア沿岸域における現場観iIUl域を

対象として↑!)られたLandsatTMデータを用いて空Ｉ間I的な深度の分布を批定しマッピングを
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行うことを目的とする。術昆を利用した様々なiＨ１深モデルが提案されているが，↑￥られている

LandsatTMデータと現場ijlI深データを用いてこれらモデルの精度比較および評llliを行った結

果，LandsatTMの可視域２バンドを用いた現場に岐適なモデル（multiband-multilinearmodel）

を選択した。モデルの多愈相関係数は0.74であり，深度の標準推定誤差は５ｍの深度編に対し

て59cmである。高いモデル誤差は２つ以上の底質が混じった海域によく見られる。様々な底

質の深度推定モデルへの影騨については現在検討中である。

担当教員：久世宏明

□課題（１０－１１）：地上リモートセンシングによるアエロゾルに関する衛星データの検証（新規）

村山利幸（東京商船大学）

概要：平成９年の春から戯砂を-1{な観測ターゲットとしたライダー，スカイラジオメーター

(サンフォトメーター)，光学式パーティクルカウンターなどの測器による黄砂観測ネットワー

クを国i':環境研究所，千葉大学などと共同で設立した。集中観測期間は３月１日から５｣L|末

に設定している。本年度は，大規模な黄砂が３ノルドと４月２０日前後に全国的に槻ijlIされる

などイベントにも恵まれ，槻ilMデータもより充実したものとなった。３月末の黄砂に関しては

TＯＭＳのデータを直接もらい，ダスト雲が日本にくる111〔前に韓国にあることが示されていた。

このときの黄砂はＧＭＳのiE1視画像でも確認できるほどであった。その後，４月のイベントに

閃するＴＯＭＳやSeaWiFSの解析画像がＷＷＷ上に公開され，ダスト雲が発生iliiから太平洋

を渡って，アメリカ大陸に届く様子が明瞭に示された。黄砂現象の指標としてのライダーにお

ける偏光解消度の増加（10～30％)，スカイラジオメーター（サンフォトメーター）における

大気の光学的厚さの波及依存性の低下（長波長域での光学的厚さの増大)，パーティクルカウ

ンターによる大粒径粒了（特に５ﾉｕｍ以上）の増llu，フィルターサンプリングにおける粗大側

カルシウムイオンの増加など全ての特徴が確認された。３)]の黄砂の高度は５km，４月の黄砂

は高度３km以下にほぼ一様に分布しており，従来よく槻illllされていた多層構造を伴っていなかっ

た。モデル計算でも，４)１時のライダーによる黄砂の岡度分布が非常に良く111現された。現在，

SeaWiFSの衛星データ解析にライダーから得られた両度分布を取り入れた研究を來海大学と

共同で進めている。

□課題（10-12）：光散乱を用いた霧の動態計測（新規）

櫻田安志（釧路工業高等Ｗｉｌ１ｌｊ学校電子工学科）

概要：北海道の大平洋ifiil4は霧の多発地帯として知られており，霧によって住民の生活や地域

の産業は大きく制限を受けている。このような状況において霧の被害を最小限にとどめる為に

は，この地域での霧の光ﾉ'１メカニズムを解析し，務の光/|{を正確に予測する事が朝ましい。本

研究は，レーザを用いた簡易liU透過率計を製作し，瀞の状況の変化を気象データと同時に取得

し，霧の発生メカニズムｌｉｌ１究の為の基礎データを与えるRIjをその目的としている。霧の状況は

レーザ光伝搬時の減衰をもとに，霧の動態を光学的にillI定することにより与えられる。ここか

ら得られる透過光強度を務汲度に対応させ，それと|【1'1＄に女MH，気圧，湿度などの父(象データ

を収集する簡易型の観測装悩を開発した。
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担当教員：岡村民雄

□課題(10-13）：ライダーシステムとオリオールメータ測定による大気エアロゾルの光学的

特性の比較（継続）

遠藤辰雄（北海道大学）

概要：今年皮もライダーが他の観測目的に使用されているので，比較観測は不可能であった。

しかし，これらを船舶に乗せて同時観測を行う場合にはライダーはほぼ鉛頂上方に指向するの

で，船舶の動揺による計測上の問題は少ないと考えられる。しかしオリオールメータはこの動

揺にたいして，完全にフォローしなければならないので，今年度も，オリオールメータの船上

観測技術の向'２に向けて船舶による試験観測を行うと共に，これらの他にエアロゾル観測も含

めた総括観ijllllljに設計した観測モジュールの動作試験も兼ねて，海洋観illI船「みらい」の観測

航海（ＭＲ､99-Ｋ1)で西部熱帯太平洋域において観測を実行した。川画したオリオールメータ

(今後スカイラディオメータと称す）は前回東京一小笠原問で便)Ⅱしたものと同種の改良型で，

薙水的にはFishEyeLensで太陽の方位高度を監視するタイプのものである。また，モジュー

ルは動作性能を試験することを目的として，エアロゾル観illIUU係のijlll定機器に絞って試験計測

を行った。その結果，モジュールの使いまわしに関しては，幾つかの留意点を必要条件とする

ことにより，ほとんど成功したものと判断される。スカイラディオメータについては設置場所

の視界遮蔽の問題が大きかったが，船舶の動揺や機械的振動による計測不安定の問題はほとん

ど問題にはならなかったといえる。

□課題（10-14）：都市域における放射．熱収支のリモートセンシング（継続）

菅原広史（防衛大学校地球科学科）

概要：地衣1ｍの不均質性が地表面温度の測定に及ぼす影響を解析し，亦外リモートセンシング

による地衣I1Ii熱収支の推定について検討した。Takamura,ｅｔａｌ．（1996）により，使用するセ

ンサの視野角の迎いにより地表面の放射収支の推定に大きな差がでることが明らかになった。

これは現実の地衣iiiが1,,凹していることが原因である。熱収支推定の際にも同様の誤差が考え

られるため，航空機観測を行い，そのデータを元に検討した。観測は地表,ｉｉｉの起伏が最も顕著

である郁iIj部において行った。航空機リモートセンシング観測により１１)られた地表[iii温度デー

タを'１]いて地衣、熱収支を推定し，大気境界屑の熱収支と照合した。その結果，地表,hi熱収支

を精度よく兄枇もるためには，大気の安定度，地表面温度の分ｲijやＩ,,Ｉ定,１$,1,,帯によって視野角

の異なるセンサを使い分ける必要があることが明らかになった。

□課題（10-15）：衛星データを用いた雲と放射収支の研究（継続）

満坂111人（火）j〔商船大学）

概要：本研究では海iiiでの放射収支における雲の長波放射強制を理解するために，静l上気象衛

星ひまわり４号および５号の赤外データを用いて，東部インド洋から西部及び中央太平洋の海

面での箪域検出および下向き長波放射フラックス推定を1992年１０)|から1993年９月および

1995年ｌ０ｊｊから1996年９月について行った。霊域を検出する手法は1997年度の研究と同様の

方法を川いたが，海IIii水温をひまわりの赤外データから推定する変わりにMCSSTを用いた。

検出方法は，対象となる画素の仮海面水温を計算し，MCSSTのＩｉｆｉと比較し３度以上低い場合

要と判断する，とi-すうものである。

最下屑の墾底両度の決定は２つの方法を使った。一つは昨年度とliil様に雲頂高度から雲の厚

さを仮定して求めるという方法である。もう一つは相対湿度の鉛ｉＩｌｉプロファイルを使って決定

する方法である。この場合，湿度データはNCEＰ再解析データを利川した。しかし，後者の
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方法では適切な望底岡度を推定することは出来なかった。そのFMIllの一つは相対湿度の鉛直プ

ロファイルが雲のliYiを特定できるほどの分解能がなかったことである。

400Ｗｍ２以I:の下向き長波放射フラックスの値が熱帯収束帯やインドネシア多鳥海付近の

対流活動の活発な海域で一年を通じて見られる。またオホーツク海やベーリング海では夏には，

これらの海域で発生する低層雲や霧によると見られるほぼ一様な約300Ｗｍ２の下向き長波の

値の分布も認められる。地表での下向きの放射観測は，現状はきわめて乏しく，様々な気象条

件，場所における放射計算結果の誤差評価は困難である。糀密な放射伝達モデルによって計算

された放射を参照１１１として使うことも考えられるが，それは現実的ではない。なぜなら，それ

らのモデルでi;|･猟する際に必要な人気の情報は通常の気象観測網で11)られないほど詳しいもの

でなければならないからである。

□課題（10-16）：マイクロ波放射計を使ったＧＰＳ可降水鐙の検証（新規）

ｒ|崎hIiと（群馬入学教育学部)，木村富士男（筑波大学地球科学)，’１｣)||澗降（上越教育大学自

然系）

概要：マイクロ波放射iilで得られたﾛI降水量を真値と考え，水蘓女(勾配がＧＰＳ可降水壁の精

度に与える彩騨について調査した。ＧＰＳデータから得られるロI降水１１(はマイクロ波放射計の

槻iⅢ(ｌｆｊを比鮫すると，相関係数は0.991,ｒｍｓエラーは1.93ｍであり，：つの可降水鐘は非常

に良く一致した。

ＧＰＳ可降水lIiの評M1i誤差は，変動の時間スケールからきつの駈瓢に分類された。一つの評

価誤差は数Ｈの時間スケールで変動し，総観スケールの水蒸気勾配が誤差の原因と考えられた。

もう一つのiii1iMi誤差は，数時間スケールで変動し，その変動幅は岐人で10mmに達していた。

この評Mli誤策は，急激な水蒸気勾配と対応していた。

□課題（10-17）：ＧＭＳ赤外・水蒸気画像によるチベット高原東方の上層雲量変動の研究

(新規）

児玉安正（弘前大学理工学部）

概要：L1Fi翼には温室効果があるといわれており，気候変動への彩紳が注Ｈされている。最近，

Asaietaム（1998）により，チベット高原の東方で中国からＨ水にかけて，上l1gi雲のＨ変化の

位相が現Ｉ１ｌ的に東進する現象がみいだされた。この現象は，チベット,知;(の}｣変化する活発な

対流活動が，Ｉ,}西風を介して下流域の上層雲量に影響を'うえる例として注Ｈされる。似たよう

な'二l変化の位相伝播は，ロッキー山脈東方のGreatPlainsの降雨活動について指摘されてい

る（ＲｅｌｉｙｅｌＱ1.1987)。本研究では，この現象の季節依存性，及びこの現象のメカニズムに

ついて，ＧＭＳの赤外データを用いて調べた。気象研究所の高橋と村上が編集した，1987年の

ｌ｛lzlIlIのＧＭＳの１度（緯度)×１度（経度）メッシュの低分解能ＴＢＢデータを用いて，上層

雲のＨ変化位机の現Ⅱﾘ的な東進がみられる季節を調べた。その結果，位相の東進は盛夏期を除

き１年ｌｌ１みられることがわかった。これは，位相の東進が寒候１０１にはみられないロッキー山脈

の東方とは兇なる点である。位相の東進が冬季でもみられる1つのｌi〔|Alは，チベット,笥原では

冬季でも対流活動が活発なことにあると思われる。Ｒｅｌｉｙｅｌａム（1987）は，暖候期にロッキー

I||脈東方での位机伝播について，ロッキー山脈で発達した蔵乱雲群がliIlIjli風により東方へ移動

することを1ﾐなIjjilﾉMとしている。しかし，チベット高原東方のＩＩＪ''1人陸では冬季に積乱雲はほ

とんど観illllされないので，冬季の上層雲liiの日変化位相仏播にＲｉＩｅｙｅｔａｌ．（1987）の考え方

を過川することは難しい。

そこで，1997ｲＩｉの３月について，オリジナルの空間分解能を行する３１}$''１１征のＧＭＳ－ＩＲデー
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夕（11.5～12.5匹、)をもちいて，上層雲量日変化の位相伝播をくわしく調べた。その結果，位

相速度は20～25ｍ/sであり，対流圏上層の偏西風の風速に近いことがわかった。このことか

ら，チベット高原上で対流雲により対流圏上層に供給された水蒸気（供給量がＲ変化する）が

偏西風によって東方に運ばれる結果，上層雲景の日変化の位相伝播が現れるという仮説がたて

られる。この仮説を検証するため，ＧＭＳ－５から利用可能になった水蒸気画像（6.5～7.0皿、）

を利用して，層の水蒸気量の日変化を調べることを試みた。その結果，水蒸気画像による水蒸

気量推定は，上層雲が存在するときには難しいことが判明し，本研究で対象とするような上層

雲が頻繁に現れる領域では，満足する結果を得ることが難しいことがわかった。今後，高層ゾ

ンデ観測や客観解析データ等を用いて，チベット高原からの水蒸気輸送過程を検討する予定で

ある。

□課題（10-18）：FY-Ⅱを用いた南アジア域における対流活動の曰変化及び水蒸気変動の解

析（新規）

山崎信雄・高橋清利・植田宏昭・青梨和蔽・中澤哲夫（気象研究所）

概要：FY-Ⅱは1998年に受信不可能となったため，ＧＭＳのデータを用いてインド洋付近の日

変化の解析を行った。用いたデータは1990-1997年５－９月の期間の雲頂温度別の雲量デー

タである。図１ａは赤道インド洋域（５．ｓ－５゜Ｎ,80.Ｅ-90゜Ｅ）における雲頂温度が270゜Ｋ

以下，255.以下，240゜以下，225゜以下，210.以下（それぞれＣ270,Ｃ255,Ｃ240,Ｃ225,

C210と表す）の雲量分布のＨ変化を示し，瞳1ｌｂは規格化された日変化である。

また，これまで日変化の研究によく用いられてきた１.格子毎のＴＢＢの平均値で，255゜以

下のみを取り出したものをIC255で示している。IC255は，ほぼＣ240～C255の変動と対応し

ている。これらはいずれも半日周期変動で示すが，もっとも雲頂温度の低い雲量のＣ２１０は朝

方にピークを－つもつだけである。深い対流活動の日変化と雲頂温度の高い積雲の対流活動

は，海洋上では大きく異なることがわかった。
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担当教員：木多嘉明

□課題（10-20）：モンゴル放牧草原におけるバイオマスの推定と家畜生産力の把握（継続）

秋''１侃（岐阜大学流域環境研究センター)，大久保忠且（茨城大学理学部)，篠田成郎（岐阜

大学流域環境研究センター)，板野志郎（岐阜大学農学部）

概要：外モンゴルおよび中国内蒙古を中心とする東北アジアステップ草原では，数百年にわた

り放牧しながら短章型章原植生を維持してきたが，近年，周辺の人口増に伴う家畜放牧圧の増

－３１－



加で，草原の荒廃が急速に進んでいる。この放牧草原の家畜収容力や環境容量の範囲内で植生

を維持しつつ持続的利用を図るためには，植物バイオマスと放牧家畜の相互関係について，地

上ならびに人工衛星データからの植生の計測と，数学モデルによる正確な予測を行う必要があ

る。とくに本研究では，植生構成種により家畜の成長・生産力が異なる点に注目し，エネルギー

流（代謝）として把握したモデル開発と，衛星データによる広域的草量分布の解析を試みる。

学際分野（情報工学，環境科学，草地学，畜産学等）の専門家と，異なる組織（岐阜大学，千

葉大学，茨城大学，中国科学院植物研究所）を結集した共同研究により，新たな研究展開を図っ

た゜

１）共同研究：中国内蒙古自治区シリンゴロ平原を研究対象地とし，1997年から中国科学

院植物研究所，内蒙古草原生態系研究所と５年の予定で，共同の調査と解析を行った。

２）分光反射計測による植物バイオマスの推定：地上数メートルからの遠隔測定による推定値

と植生型，現存量の対応を調べ，衛星植生指数との関係付けを図った゜

３）衛星画像解析による広域的草量分布の変動解析：中国内蒙古シリンゴロ平原の1970年代

から最近までのランドサット画像を解析し，家畜頭数，気象条件等と草原植生との関係を

解析した。

４）現地における草地生産モデルの構築：既存の文献等から植生別種構成の変化やバイオマ

ス生産のモデルを構築し，草と家畜の生産力を推定した。これによって砂漠化危険地域を予

測した。

､卸

□課題（10-21）：ＡＶHRR/GACデータを利用した食糧収鼠推定に関する研究（継続）

新井田秀一（神奈川県立生命の星・地球博物館）

概要：研究の背景と目的：人口増加が引き起こす食糧問題は，新たな地球環境問題として考え

られている。この本研究は，地球観測衛星のデータだけでなく，気温，雲量，雪氷，表面海水

温など地表で観測されたデータを組み合わせた複合型の推量モデルを開発することを目的とし

ている。

本年度の成果：本研究では，アメリカ海洋大気局の極軌道気象観測衛星ＮＯＡＡシリーズに

搭載されているＡＶＨＲＲ（改良型超高感度赤外放射計）のデータを用いる。このデータから近

赤外域と可視域の比である植生指標を求める。今まで衛星を利用した収量の推定には，このよ

うな植生指数を使用するモデルが多い。今年度，これらのモデルを調べたところ，赤道域から

中緯度域にかかる森林を対象にしたものが大部分だった。これは，高緯度では太陽からの入射

量が少ないため，地表面からの反射甑の測定精度が低いためであった。そのため，全地球的な

モデルとして開発していくためには，この点をクリアーする必要がある。

そこで近赤外に代わるものとして輻射熱に注目した。夜間の観測データの中から熱赤外域デー

タを使用して，昼間との差（日較差）から，日射量を推定する。ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲは夜間も観

測を続けているため，このようなことが可能である。今後，この輻射熱としての熱赤外の日格

差と，食糧収量だけではなく植物の一次生産などを結びつけ，高緯度での精度向上を目指した

アルゴリズムを開発していく予定である。

本年度は，高緯度では誤差が大きいため，モデル開発を行うことは断念した。今後は，輻射

熱から求めた日格差を利用したモデルを開発したい。

□課題（10-22ルリモートセンシングデータによる植物群落の生産構造推定（新規）

吉野邦彦（筑波大学社会工学系）

概要：近年の植生リモートセンシング研究によると，測定対象物（地上植生）と人射光（太陽）
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の位置関係は，解析｣為，無視できないことが分かってきた。測定角度により，測定データは人

きぐ左右されている。そこで，本研究では，北海道道東湿原において野外i剛定を行い，その生

産構造（主に戦冠の榔造）が異なる植生タイプごとの方向性分光反射特性と，植物′k産構造の

指標との関係を明らかにした。

その結果，類似した執冠の種判別には，鉛直方向よりも斜め方向からの分光反射が有効にな

ることが分かった。すなわち，分光反射測定方向を選択すれば，湿原タイプごとの植生の判別

が可能になることが明らかになった。

□課題（10-23）：外モンゴル草原地域の現在および過去の耕地の検出（継続）

阿子島功（山形大学人文学部)，本多嘉明（千葉大学CERes)，古谷尊彦（Ｔ葉大学大学院自

然科学研究科）

概要：岐近のモンゴル草原における人為的な裸地化は，大型機械による耕地化と収の轍である。

モンゴルの耕地の分ｲijの図化と評価を行う手法を検討中である。半乾燥のため，耕作に適さず,

食料生産の多くを牧畜にたよるモンゴルにも耕作地は古くからある。漢族ほかによる耕作が持

続可能であったかどうかに興味がもたれる。さらに，モンゴルの人規模機械耕作が行われるよ

うになって約50ｲ'2になるが，その間に，灌概設備をもち固定的に継続利111された地区と，天

水にたよって，後に放棄された地区とがある。前者は地力の維持が可能かどうか,後者は草地

(牧草地あるいは放牧地）としての復元速さが問題となろう。矩形の土地割の検ｌｌｌは容易であ

るが，その利11]のlin歴は実に多様であることがわかってきた。空中写典とLANDSATlilii像が

対比できる地区で，現地観察と聞き取りを行った。モンゴル中東部のヘンテイ県デルゲルハー

ン地区の耕作放棄地の事例（1998年現地調査）ならびに中西部のハラホリン地区の瀧概施設

をもち継続的に絲鴬の行われている事例（1997年現地調査）である。これらの経験Ⅱ１１を積み

重ねることができれば，地形成因分類，傾斜区分，農業気候の各要素を雨ね合わせて，全国ス

ケールの潜在的'１１耕地（さらに放棄されるであろう耕地）の分布を論ずることができそうであ

る。

耕作地・跡地の検１１}は，ＬＡＮＤＳＡＴ画像では，耕作跡は，矩形のパターンとして容易に検

出できる。大』ﾛ機械によって行われる耕地単位の大きさは一辺の長さが0.3～２km隠度と入き

い。聞き取りでは，大きな矩形単位で５年間の耕作と休耕をくりかえすものと，蝿形内部が幅

数１０ｍの帯状に分けられているものとがある。

□課題（10-24）：東南アジア熱帯林地帯における生物多様性保全のための基礎研究（新規）

吉村充}lIl（京都大学東南アジア研究センター）

概要：近年，地球環境の撹乱によってﾉt態系の劣化さらには生物多様性の喪失といった問題が

取りざたされている。特にマレーシア・インドネシアに代表される東南アジアの熱帯林地帯は，

生物多様性の`iKIlliとして知られており，その保全は重要である。このような背ｊＦｉから，本研究

の目的は，時ｌｌｌ１的・鞭llll的に多様な衛星データおよび地形データから生物多様性保全に資する

情報を抽出することである。対象とする領域は，東南アジアの中でも生物多様ﾔ|:の宝ＩｌＩｉとして

知られるインドネシア・マレーシアに属するボルネオ島・スマトラ島である。同地域の生物多

様ﾔｌｉの宝ＩｌＩｉを象徴する曳象である一斉開花現象について着目する。一斉'1M花は，そこに化育す

る植物が極の保存すなわちlih物杣互が共存共栄するために起るとされている4M象で，全島に近

い規模で(『'1年かに一皮，械物が一斉に開花するものであり植物生態学｣zでも興味深い現象であ

る。しかし，その光ノヒメカニズムなどは全く解明されておらず，広域の地衣現象を把握する手

段であるリモートセンシングを利用した同メカニズムの解明を試みた。
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担当教員：三輪lIiIリ

□課題（10-25）：耕作放棄地における草木群落の形成・維持に関わる光要因の意義，とくに

光エネルギー量と生育種の生殖能力（継続）

大賀宣彦・志賀雌Ｔｌ了・長尾誠・長谷川琢也（千葉大学理学部）

要旨：成長開始した幼植物個体の多くは，生き物,にとって肢も頭婆なﾉ|ﾐﾀinに関与せずに栄養

成長期個体のままIili死する。それはさまざまなストレスによって，栄養成反期Ⅱ１１中に生殖成長

期への移行にとって必妥な植物休園に成長できないことが，おもなIjilﾉqである。これは－稔性

の－～多ｲ|ﾐﾉﾋ植物であるOenotherabiennis（メマツヨイグサ）のｲﾋﾟ裟成腿が，前年秋（10月）

におけるロゼットサイズが15cm以上の個体に限定されるという蝋実からも1ﾘIらかであり（Gross，

1981)，胴体サイズと生殖成長への移行の可能性が槽接に関係することを遮味する。個体成長

にとって蚊もili喫な資源である光エネルギー風と種個体のﾉＭｉｌｉ作111の'圏11能ﾔ１２の大きさとの関係

について検Iilした。

地表ｍに到達する光エネルギー量を光質を変えない遮光ネット（商,'iii,名タフベル，鐘紡）で

制御し，実験|×内の光エネルギー量を30分間隔で連続測定し，IWi別の栄養成長ITiの測定と開

花・結実・廊ja散ｲiiのチェックを行った。無処理区（遮光せず）の枇算光エネルギー量は，５

月下ｲﾘ～８ルkの'１１１に30544ｍＶ，９月初～11月末の間に1,598ｍＶ，さらに12)]初～２jLI木の

間に914ｍＶであった。各実験区内の光エネルギー量は，遮光Ｉが無処理区の746％～82.4％

(、1i均787％)，遮光Ⅱが49.8％～57.0％（平均527％)，遮光Ⅲが40.8％～41.7％（平均415％)，

遮光Ⅳが26.1％～286％（平均27.7％）であった。４月下旬に裸地化したlX地に形成された植

物群落のﾉlH育櫛数は，６月下旬～11月初において26～29で，実験|Xl1ijに差異はなかった。そ

の'''１の生Hii（iWi数ルキ《はそれぞれ37.9％，42.3％，40.7％，29.6％で，平均遮光率47.3％（遮

､

光Ｉ）で雌も向く，72.3％（遮光Ⅳ）で最低であっ

た。これは，ノヒ育種の60％～70％が生殖成長期

に移行できないことを意味する。

又１１１－ｲﾄﾞｷﾞ〔のメヒシバDigitariaadscendens，

コゴメガヤツリCyperusiriaOシロザChenopD

diumalbum，ツユクサＣｏｍｍｅｌｉｎａｃｏｍｍｕｎｉｓ，

冬型一ｲﾄﾞｷﾞ〔のオオアレチノギクErigeronsumato‐

rensis，ホトケノザＬａｍｉｕｍａｍｐｌｅｘｉｃａｕｌｅ，

－～越年UV〔のヤエムグラGaliumspuriumvar・

echinospermon，－～多年草のメマツヨイグサ

Oenotherabiennisの化育期間あるいは開花・結

実とその時期を遮光率の違いに関係づけて図示し

た。図の矢印は''１行期間を，丸は開花，四角は結

実～種ｒ散､jを表わし，Ｉ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳは遮光率

の小（21.3％）から人（72.3％）をあらわす。

光エネルギーlTtの述いは，各々の種の生育期間

や開化・結実の時期にかなりのずれを生じさせる。

メヒシバ：遮光;綴の低い区ほど生育期間は短いが，

開化1011111は災い。より多くの光エネルギー園によっ

てエイジング（aging，または老化）が促進され

るが，栄養成及にはあまり多くの光エネルギーを

典求しない。コゴメガヤツリ：逆に遮光率の低い
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区ほどHli行期''１１は反<，しかも開花期はより長い。明らかに栄養・生殖成長とも多くの光エネ

ルギーに（続き：10-25）よって促進される。シロザ：コゴメガヤツリと１１じょうなﾉｔ青特

性をもつが，ノ'三行開始の遅れと遮光によって個体重増加が抑制され，生殖成長への移行がなかっ

た。ツユクサ：前三者とは異なり，遮光率の高い区（より暗い）での栄養・'k殖成長がより優

勢であった。開ｲﾋﾟは遮光率の低い区でも認められたが，結実は遮光』ｷ《の岡い区のみであった。

冬型一イド(Y[のオオアレチノギクとホトケノザ：両種とも遮光率の低い区ほど叉以降のより早い

時期にﾉﾋ行を|)M始した。ホトケノザは遮光率50％以上でのll2flrがなかった。ヤエムグラ：前

者とは逆に，秋以降の遮光>#《のより高い区での生育開始があった。ノｌｉ航成長期への移行達成の

ために，栄養成長期の長さを変えて対応する。メマツヨイグサ：遮光率の低い区ではより多く

の個体が花裟をＩＩＩｌ反させ，生活史を完結させたが，遮光率58.5％では/'１台個体数は少なく，全

1t1体が|剛ｲﾋﾟせず，調査期間中ロゼットで過ごした。また72.3％では旦季だけにわずかな個体の

生育があり，その後枯死した。

□課題（10-26）：環境ストレスを受けた植物個葉の反射スペクトル特性に関する研究（継続）

千ｉｌｉ端・中'１l敬一・松岡延浩・今久（千葉大学園芸学部）

概笈：本研究では，ダイズ，トウモロコシ，ユリノキとサンゴジュを対象にして，葉の水分状

態を衣すパラメータであるＬＷＣ，ＳＷＣ，ＬＭＰ及びＲＷＣ，ＲＭＰと特徴的な分光反射率（Rl)，

比反射率（Ｒｌ/R143qRl/Ｒ1650,Ｒ１/Ｒ1850,Ｒｌ/Ｒ1920,Ｒｌ/Ｒ1950）との関係を明らかに

した。また，ＬＷＣ，ＳＷＣ，ＬＭＰ及びＲＷＣ，ＲＭＰの推定に有効な分光反射率，比反射率が特

定され，それらをⅡ}いたＬＷＣ，ＲＷＣとＲＭＰの推定モデルを検ii札，械物葉水分状態の普遍

的な評価モデルが提示された。さらに，これらの実験式は，水と栄養ストレスを受けたダイズ

の葉の水分状態をよく推定できたが，トウモロコシの場合，満足できる結果が得られなかった。

担当教員：処石降太郎

ロ課題（10-27）：多次元空間解像度のリモートセンシングデータを用いた植生モニタリング

(新規）

森本幸裕（大阪府立大学農学部）

概要：中国内蒙古自治区に広がる毛烏素沙地において，異なる空Ｉ１ｌ１解像度の衛星IIIli像を用いて，

景観Alﾐ態学的観点からランドスケープの異質性を検lLHした。ランドスケープモデルの作成には，

解像度20ｍのSPOT/ＨＲＶデータおよび１kmのＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲデータから作成した-ｔ地被覆

分類画像をⅡIいた。ＳＰＯＴデータについては，分類画像のリサンプリングにより解像度を20ｍ×

20ｍからl000mxlOOOmまで変えることにより，様々なスケールのモデルを作成した。これ

らの多スケールのモデルで把握されるランドスケープ・ユニットの災画ﾔkを比較するために，

Shannonの多様度指数を算出した。細かいスケールでは，小さいパッチ，例えば落葉樹林や

高植被率の湿性草原などのエコトープを検出することができた。これらの小さいパッチは，低

械被率のマトリクス，例えば流動砂丘地や低密度草原などの１１１に点在していた。1000ｍスケー

ルモデルでは，低植被率のマトリクスに高植被率の小さいパッチが包含され，毛烏索沙地の土

地類型（地形）に人きぐ関係したマトリクスクラスが検l{}できた。多様度指数は，ＳＰＯＴデー

タの分餓IIlli像モデルのスケールを高めていくにつれて徐々に減少し，１kJ､スケールのモデルと

ＮＯＡＡデータの分類llIii像の多様度は同程度になった。ランドスケープのヒエラルキーに関連

させて実際的なモデルの利用を考えると，２０ｍスケールモデルではエコトープリn位での実際

的な緑化訓･Ulliを)Zてるのに役立つ。それに対し，スケールをあげたモデルでは，ランドスケー

プ''１位での現況把搬ができ，またＮＯＡＡの1kmスケールでは，データ人手のし易さから，ラ
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ンドスケープ単位での季節変動や年次変動を把握するのに効果的であるといえる。

□課題（10-28）：土地被覆情報データセットの構造設計・構築に関する研究（新規）

小島尚人・大林成行（東京理科大学理工学部）

概要：本研究は，長期的かつグローバルな視点から地球環境を分析・理解するための支援を最

終目的とした上で，衛星リモートセンシングデータから得られる」二地被覆情報をはじめとした

穂々の地球観ilU11I?報をデータセットとして整備し，これらの情報を提供するシステムについて

検前したものである。データセット構造を「ＷＥＢサイト」と「データベースサイト（ＤＢサ

イト)」の２つに分けて考え，ＷＥＢサイトのデータをＤＢサイトのＤＢＭＳで管理するといっ

た柔飲性かつ拡張性あるデータセット整備・管理の考え方を提示した。システム利用者は，デー

タセットの所在管理等に煩わされることなく，ネットワークを介してデータセットの検索参照

のみに専念できる。地理領域単位で情報を一元的に管Ｈ１するとともに，データセットの収集，

蓄枝，符EI1・junl)といった－述の処理作業を効率化した点が本研究llM充の特色である。本研究

で提示したデータセット構造は，ネットワーク環境下における各1Wi述挑データベースシステム

の構築にも柔飲に対処できるものであり，拡張性のある情報提供システムを榊築している。

□課題（10-49）：マングローブ樹冠層の分光反射特性に関する研究（継続）

佐藤一絃（琉球大学農学部）

概要：ランドサット５号のＴＭデータを用いて，マングローブ域に関する少ない誤分類を実

現するためのマスク処理を提案している。そこでは，バンド４でマングローブ域と水域との間

に，バンド５でマングローブ域と陸域との間にＣＣＴカウントの大きな差がある事を利用して

いる。この大きな差の原因は，マングローブ域に大扇に存在する水であると考えられるので，

マングローブの樹冠上から分光反射量を測定し，潮位の影響を検付した。

ヤエヤマヒルギ，オヒルギ，メヒルギ，水路が隣接する箇所に足場を組み，樹冠上から分光

反射をiIIIl定し，同時に潮位もiM定した。その結果，潮位により近赤外・中'５１赤外域で反射率に

大きな述いが見られ，特に800～1,100,ｍで違いは大きい。樹iWi別に見ると，メヒルギが最も

違いの幅が大きく，オヒルギ，ヤエヤマヒルギの順で小さくなっている。この違いは樹種の特

性ではなく，メヒルギの根元の堆積面が数cm低く，ヤエヤマヒルギのそれは肢も商い事が影響

していると考えられる。マングローブ域の潮位は単純にｋ昇．「降するのではなく，小さな上

下を短||$'１１１で繰り返しながら満ち引きしている。その小さなｆ下による水位変化も敏感に反射

>ｷ《に彩騨しているLHを測定結果は示していると考えられるので，潮位の測定の精度を上げてさ

らに検討を続ける。

担当教員：新藤繍夫

□課題（10-31）：リモートセンシングと地理情報システムによる中国西域の荒廃・沙漠化の

把握とそのプロセスのモデル化（新規）

変小屋政武・イト舜チャン（筑波人学地球科学系）

概妥：中１１１新11Ｍウィグル'二1治州の首都ウルムチの北西約140kmに位iiviする長さ400kmのマナウ

ス川流域では，上流での潅概農業の普及によって下流域での沙漠化が杵しい゜とくに1970年

代の大規模な貯水池と水路の建設により，最下流にあったマナウス湖は元金に消滅してしまい，

沙漠化は現在でも｣二流に進行中である。マナウス川は水源を犬''1111脈に持ち，冬の積雪と氷河

によって禰養されているが，最近の地球温暖化の影響による降`』ilUtの減少と氷河の後退によっ

てｲlillll流爪が減少している。このような地域を対象としてランドサット，ＪERS1，ＮＯＡＡな
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どのリモートセンシング・データを使い，1989年以降の数時期（Ａ,Ｂ,Ｃ，－－とする）の土

地利用を抽出し比較して荒廃・沙漠地の拡大状況を把握した。さらに，ＧＩＳデータとして水系

図（天然河川)，潅慨水路図，道路図，植生図，土壊図，地形図の等高線データ，地質図など

を入力して，荒廃・沙漠化している地域の自然条件をjllllllした。どの要素がどれぐらい影響し

ているかを，Ａ－Ｂの時期についてマトリックス解析から求め，沙漠化プロセスをモデル化

した。次ぎにこれをＢ－Ｃの時期の変化に適用してＣ時期の状態をうまく説明できるかを検

;I[して，モデルの妥当性を検討する。必要に応じてモデルを修正し，将来の変化Jz洲を行って

沙漠化防止策への提言を考える。1998年６．７月に現地調査を実施し，グラウンド・トゥルー

スを行った。

□課題（10-32）：アメリカ・グレートプレーンズにおけるプラヤの季節的消長に関する研究

(新規）

[H瀬則雄（筑波大学・地球科学系）

概要：半乾燥地域であるアメリカ・グレートプレーンズのテキサス州北部およびネブラスカ州

サンドヒル地帯には季節的に面積・水量が変動する湖沼が多数存在し，前者ではプラヤ地域，

後者では湿地帯と呼ばれている。これらの地帯は渡り鳥の貴重な中継地としてだけでなく，農

業地，潅概用水，放牧地などとしての利用も今後－１両見込まれるが，湖沼あるいは湿地帯の形

成，水収支などの水文学的特性，地質・地形条件など不明な点が多い。本研究では，湖沼の季

節的な変動，消長について，衛星写真および空中写真を利用して明らかにすることをF|的とし

ている。現在，ランドサットＭＳＳデータを６シーン１１＃入し，気象データ，地形図などとあ

わせ解析を行っており，テキサス州についてはテキサスエ科人学所有のプラヤのデータベース

との結合によりより詳細な検討を進める予定である。今後はグレート・プレーンズ北部のプレー

リーポットホールと呼ばれる湖沼群も含めて検討を行いたいと考えている。

担当教員：近藤昭彦

□課題（10-34）：真間川水系に関する地理・水質情報データベースの開発（継続）

飯村晃（千葉県水質保全研究所）

概要：真間川水系に属する104間)||，国分川，人柏川蝉の流域の水環境その他にⅡUするデータを

地理情報システムでデータベース化し，流域管E1lのための基礎資料とすることを'三|的として作

業を行った。真間川水系は東京都区部と江戸川を挟んでほぼ隣接し，近年の人l-11iMu・土地利

１１１変化に伴う質・'7(のIiljihiの変化が著しい流域である。特に典型的な都市型河川としても有名

で，昭和３３，５６，６１年および平成５年には台風により甚大な浸水被害を被っている。この地

域において，公共用水質測定結果，流域市町村の字別し尿処理形態別人、，家畜飼養頭数など

の既存データに加えて，水質調査流域踏査等による水質iilIl定などの独自データを収集した。基

本データを収集したので，既存地図，衛星データとともに地理情報システム上でiuilllする処理

を行っている。近Ｈ中に本研究で得られた水質変化を地理情報解析によって流域環境変化と結

び付けて解釈する予定である。

□課題（10-35）：地形および地表被覆と熱フラックスの空間分布に起因した積雲発生のメカ

ニズムに関する研究（継続）

檎山哲哉（名古屋大学人気水圏科学研究所)，木村1;〈止男（筑波大学地球科`.』と系）

概妥：本研究では，異なる地表被覆が数百メートルから数キロメートルの空'１Mスケールで不規

lIlIに存在する広域陸地|ｉｉｉにおいて，地表面からの熱フラックスの空間分布と，地形風や楠生風
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等のメソスケールの気象現象との関係を見出し，Landsat-TM群のilhi空|M1分解能の衛星画像を

用いて，枇襲発(liのメカニズムを解明することを目的とした解析を行った。研究対象地域は，

茨城県南部の小貝川および桜川に挟まれた筑波台地，およびその周辺の低地である。対象地

域には，しばしば規則的な小積雲の配列が観iilllされることがあり，1984年７)１３１日にも，

Landsat/ＴＭの画像解析から同地域に小積雲の配列がきれいに観illIされていた。このLandsat／

ＴＭデータのＵＴＭ座標系への幾何補正と画像化を行い，小概要の襲庇１１１度を見積もった結果，

｣芝ii2観illIlHにおける小積雲の雲底高度は，約485ｍと判明した。本研究対象地域では，1992年

８)ｌ６Ｈにも1984ｲＩ１７Ｈ３１日と同様の小積雲が地上から組iI111されている。この曰に観測され

たラジオゾンデから得られた大気境界層中の温位プロファイルと比&,1プロファイルにより，小

械宝の塑底,｢li度は約500ｍと判別され，この地域の穣妻の墾底Iili皮は人まかに500ｍであるこ

とがわかった。ニヒ地利用メッシュマップと地上フラックス観測から11)られる顕熱・潜熱フラッ

クスの分ｲijlX1，５０ｍメッシュの標高データ，及びｋｉｉｕで求めた磐底,1.1j度から，地形と地表被

覆の状態を巷噸した地形風と植生風に関する数値実験が可能となる。iil･猟はまだ途中段階であ

るが，今までの結果から，小積雲は約10km以下の水平規模の微細な地形や地衣被覆に対応し

て強調されたり，弱められたいしていることが認められた。これは，小規模の地形起伏と地表

被潤の不均一な分布とが相まって，植生風と地形風とが混合した形でのメソスケール循環が起

こり，小賦墾の分布に影響していたものと考えられる。

□課題（10-36）：ＡｒｃＶｉｅｗ３を利用した中国土地利用データベースの分析（継続）

尾藤章雄（'１１梨大学教育学部）

概要：国立環境研究所のＬＵ/GECプロジェクトとリンクする形で，人「1の爆発的増加で将来

の食織供給が懸念される中華人民共和国について，２０kmグリッドをIli位とする士地利用変化

了測を行うための試行的な成果を得た。なおESRI社から発光されているＡｒｃＶｉｅｗ３のＧＩＳ

ソフトをｌｉとして利用し，ARC-INFOとの連携をとりながら作業を進めた。土地利用変化シ

ナリオは省をIIi位として作成することとし，進弧ウイグル自治区，束北部，中国全域などにつ

いて試行的に完成した。このうち中国全域のシナリオに基づいて，軟地，林地，都市など５つ

のカテゴリーのlhi枇増減を定量的に推定し，西席2030年の上地利){]変化Jろ測図（2030年）を

完成した。また来京大都市圏を事例として，過去のトレンドを将来に延及してシュミレートす

るマルコフ述鎖モデルと，現在の政策変数を考慮できるKane'ｓシュミレーションモデルの双

方を利川して，試行的に土地利用変化予測を試みた。なおこれらの結果を1999年１月２５－２７

日につくばilJの国立環境研究所で開催された国際ワークショップ「1999NIESWorkshopon

lnformationBaseｓａｎｄＭｏｄｅｌｉｎｇｆｏｒＬａｎｄＵｓｅａｎｄＣｏｖｅｒChangeStudiesinEastAsia」

において苑衣した。概要は今後発行されるProceedingsに掲戟了定である。

□課題（10-37）：東アジア暖候期のマルチスケール降水環境変動のモニタリング（継続）

加藤内蔵進（岡''1大学教育学部)，劉国勝（コロラド大学)，金政瑞穂（岡１１１大学大学院)，

桐１１１維「（岡111人学教育学部）

概要：1．研究l1的と内容日本付近は，梅雨・秋雨前線･勝・台風鞭が峻険期に11}現し降水量

も入きいが，その年々の変動つまり豪雨頻発や異常渇水等の水環境の変勁も入きい。ところで

Ｈ本付近での降水システムの出現特性や振舞いは，東アジアの人規模人父(場の顕普な季節変化

に伴って季節的に人きぐ異なる。その季節毎の各応答が1Miみ重なり，イｉｆ々の水環境の違いを形

成する。従って，地球規模での大気・海洋・陸面環境の変動に対する地域規模の降水環境の応

答過程をｆｌＩ１解するステップとして，いくつかの典型年を中心に，各季節毎のＩＭＩ々の降水系の特
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徴や出現特性の年々の違いをモニターし，それと日本付近（地域規模）～東アジア規模～地球

規模のマルチスケール大気環境の変動との対応関係に関する過程を考察するとともに，その効

率的なモニタリング法を確立することを目的とする。

本年度は第２年次として，（１）1993/94年（冷夏・多雨/猛暑・少雨）における日本周辺域

での降水量分布と亜熱帯高気圧域の下層風構造の違い，及び，大きな場の季節遷移の中で見た

位置づけ，（２）1993,1994,1995年における夏から秋にかけての日本付近の前線帯の振る舞

いで見た異常気象の推移と，それに関わる大規模場の季節遷移の年々変動の役割，に特に注目

して解析を行った。

２．データ解析に用いた主なデータは，次の通り（昨年度の報告書から，－部抜粋)。

１）ＳＳＭ/I半旬降水量：ＳＳＭ/Iデータに基づき，ＬｉｕａｎｄＣｕｒｒｙ（1992）のアルゴリズムを

使って算定。１日約２回のスナップショットから評価した降水強度を単純に５日平均したデー

タを解析。

２）ＧＭＳ雲データによる２つの指標：気象庁数値予報課編集のＳＤデータに収録されている

ＧＭＳ雲データを用いて，0.5×0.5゜緯度経度領域毎に次の量を抽出した。

①上層雲量：雲頂が400hPa（海抜７～7.5km程度）より高い雲の雲量。

②Hc-Area：各Ｏ５ｘＯ５･領域内の雲域平均ＴＢＢ≦-50℃なる領域（積乱雲等の占める領

域にほぼ対応)。

３）気象庁全球解析データ（ＧＡＮＡＬ）

４）「天気図集成」（日本気象協会）に収録された地上天気図（１日１回，日本時間09時）

降水愚（血/５days)＆CA40(％）期Ｉ盗水厨（､､ノ５davS）＆ｃＡｑＬ
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(左）1993年６月25日～７月１４日（期間Ⅳ）で平均したＳＳＭ/Iに基づく降水最（、/５日)，

およびＧＭＳ上層雲昂（％)。卜層雲量は，気象庁数値予報課編集のＳＤデータ中に収録。

(右）同様。ただし，1993年７月15日～８月23日平均（期間Ｖ)。

図１

３．１９９３/1994年夏の比較

3.1夏の降水量分布と７月後半頃の両年の季節遷移

1993年には日本付近で東西に伸びる梅雨降水帯が７～８Nを通して活発な状態を保って持

続した。しかし，平年の盛夏への移行時期である７月後半以降には，台風の進路に対応する降

水も重なって，九州付近を極大とする東西方向の降水の偏りが顕著になった。

一方，７月初めに梅雨降水帯が日本の北方へ移った1994年には，平均的には亜熱帯高気圧
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台風の経路１９９３ 1994

図２期間Ｖ（７月１５日～８月23日）における台風の経路。実線は台風。破線は弱い熱帯低気圧

（気象庁印刷天気図の台風経路図より抜粋)。

に覆われていた日本列島のすぐ南方～東シナ海域で，逆に７月後半以降，台風の経路に対応し

た比較的大きな降水が見られるようになった。このような７月後半以降の変化は，本来なら日

本の真夏の高気圧を作る筈の，熱帯の対流活動域の季節遷移に対応する。しかし1993年には，

その時に形成された熱帯の対流活動域がかなり南偏しているという「不完全な形」で起きたた

め，逆に，水蒸気を日本列島方面へ集中して送り込むと共に，台風も九州付近へ向かわせる流

れを持つ亜熱帯高気圧となってしまったものと考えられる。

３．２５月頃からの季節的の経過の違い

熱帯西太平洋域への下層西風の侵入とその東側からの偏東風との東西方向の収束は，既に５

月の段階から，1994年の方が1993年に比べて顕著でであった。熱帯の対流活動は，それに対

応して1994年の方が局在かつ北偏していた。その後，両年とも季節推移に対応する変化はあっ

たが，上述の夏の亜熱帯高気圧の下層風構造や熱帯の対流活動域の位置・形状等の特徴の違い

には，本格的な北半球夏モンスーン循環が開始する前の５月初めの段階から，既に明瞭なシグ

ナルが見られたことが明らかになった。

４．夏から秋にかけての日本付近の異常気象の季節推移と前線帯の変動（1993,1994,1995

年の比較）

1993年，1994年の夏は，上述のような大きなコントラストが見られたが，1995年はいわゆ

る「北冷西署｣，すなわち関東以西で猛暑・少雨傾向であった。図３の例の比較で分かるよう

に，冷夏・多雨を示した1993年には，８月に持続した梅雨前線帯がそのまま位置を変えずに９

月の秋雨前線帯へと移行した。前線存在頻度の特に大きいところも，８月と同様，九州～本州

南岸に見られた。図４に示されるように，９月には，地上前線出現頻度極大域に対応して，日

４０Ｎ

３０Ｎ

２０Ｎ

l２０Ｅ１３０Ｅ１４０Ｅ１５０Ｅ

図３秋雨期における１日1回（日本時間09時）における地上天気図上の前線（実線)，低気圧中

心（●)，高気圧中心（○)，および台風中心（§）の位置の１０日間の合成例。
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本付近を東西に伸びる多要職帯が存在し（Ｈｃ－Ａ｢ｅａの大きな出現頻度で示される，深い対流雲

群の頻出も伴う)，図は略すが降水量も大きかった。一方，1994年８月の前線帯は45Ｎかそれ

以北に位置していたが，９月には主に西日本側のみが南下し，日本の南海上～北日本へと傾い

て伸びる地上前線パターンを示した。興味深いことに，北日本付近へ伸びる秋雨前線帯では，

深い対流雲群の出現頻度こそ小さいものの，雲量や降水蹴は大きかった。

また1995年には，８月終わり頃に前線帯が東北北部から急速に南下し，九州～本州の南岸

に停滞する秋雨前線が形成された。しかし，その前線帯の中で降水量や雲鼠，あるいは深い対

流雲群出現頻度の大きな頒域は東日本からその東海上に限定される等，前線帯での雲・降水活

動の年々の変動は，単に南北の位置や全体としての活動の強さの他に，東西方向の偏りも大き

い事が明らかになった。

このような前線帯での裳・降水活動の年々の大きな差異は，熱帯の対流活動域の変動に伴う

Ili熱帯高気圧域の形状の東西方向の大きな偏りに対応する事が明らかになった（図４の地上気

111分布参照。広域の要lTt分布は略)。例えば1993年には，日本南方の熱帯の対流活動域が逆に

８月よりもわずかに北上した。それに伴って亜熱帯i断気圧が日本のすぐ南海_'二で東西に細長く

伸び，梅雨期と同様に，前線帯への強い南風が卓越していた。更に，この高気圧の縁辺部であ

る南西諸島域をゆっくり台風が北上しやすく，その際に，東方の高気圧との間の人きな気圧傾

40Ｎ

30Ｎ

20Ｎ

秋雨期にほぼ対応する９月３日～22日で平均した海i､気圧分布（hPa)。上層要11130％以｣名

の領域を太い破線で，また，Hc-Area出現頻庇が２回/40マヅプタイム（つまり，１１１４

回×101]分）以｣為の価域を細い破線で閉んだ。ただし，上IFi雲量やHc-ArealllDJ頻庇の人

きな領域は25Ｎ以北，ｌ５０Ｅ以西についてのみ示した。

図４

ＣＡ４０(梵】 u99d-aO-a羽 ５０Ｎ
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20Ｎ
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図51994年の｣h〔（８Ⅱ４１｣～2311)，秋雨期（９）１３１１～2211)でそれぞれ平均した上llvi蜜ＩＴＩの

分布（％)。３０％以上の傾城に影を付けた。
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度に伴って前線帯への南風が強化された。

一方1994ｲＩｉには，９月なって熱帯収束`||;の位置こそ全般に南下したものの，逆に140～160Ｅ

では８月よりもかなり強まった。それに対応して，Wii熱帯高気圧のリッジの軸がＨ本の北東海

上の-k空のliij西風帯（傾圧帯）まで大きく{ｌｌｌびた。このため，日本の１判方～南東iiljl1の対流活

動にともなう低圧域との'''１で，北日本へ向かう下層の南東風が維持されやすい状況となった。

このため北I｣本付近の前線帯では，安定成層で深い対流が必ずしも肱ちにくかったと考えれら

れるにもかかわらず，多欣の降水をもたらす水蒸気輸送が可能だったものと示唆される。

1995年には，130Ｅ以西の熱帯収束帯は９月になって勢ﾉJが弱まり南下したが，145Ｅ付近

では逆に清二|:北上し強まった。それに(】|くって}｣本の遥か東海上では，強い下層南風を西縁に伴

う亜熱帯高女ｉ１１ｉが維持された。一方，チベット高原のすぐ北側の寒女(が８月下旬に急速に南下

し，西L１本の秋雨前線は，llIi熱帯高気１１；の｣上縁と言うよりは大陸の,断父i圧の南縁に位置してい

た。従って，前線帯へのT11vi南風の強い緬域は日本の|櫛束海上に限定されていたことになる。

気候学的に言えば，９)]には，ユーラシア大陸側の1櫛アジアモンスーン降水域がかなり弱ま

り南下を始めているものの，熱帯西太１２洋域では，まだ海面水温が＋分に高く対流活動の活発

な状態が続いている（あるいは，どこで対流が起きてもおかしくない状態が用意されていると

も言えよう)。従って，具の異常気象にUU係した熱帯西太平洋域での対流活動の偏りの記憶が

何らかの形でトリガーをIうえれば，９川の熱帯域での対流活動分布は，南北のみならず東西方

向にも，年による大きな差異を生じ得るものと考えられる。本研究で明らかになった前線活動

の大きな年々の違いは，このような熱帯の事情も重妥な季節的背殿となっている1J能性が考え

られ，今後，具体的な事実をもとに研究を進める必饗がある。

□課題（10-38）：古い時期の土地利用データに基づく地盤特性の推定に関する研究（新規）

中井正一（千葉大学工学部）

概要：都市の防災を考える上で，広域の地盤特性を的確に把握することはきわめてwr要である。

特に，地震危険度を評価するに当たっては，地表面付近の地盤特性や微地形が地塵動の増幅特

性に大きく影繩すると言われている。このような広域の地盤特性を把握する手段として，国」：

数値情報の地形データを川いる方法が試みられているが，国土数111〔↑１１報はサイズが１ｋmのメッ

シュデータであり，100ｍオーダーの微地形を扱うには無理がある。

本研究では，古い時期の土地利用が微地形の影響を強く受けており，かつ，微地形には固有

の地盤特性が'１０連づけられるとの立場から，土地利川とその変化にﾉﾊﾞづいて地盤特性を推定す

る手法を提案している。

□課題（10-39）：植生の光学的モニタリングと蒸散特性に関する研究（新規）

藤野毅・舩岡了（埼]<大学大学院EM了[学研究科）

概要：樹葉の色は，季節や周囲の環境によって異なってくる。本研究は，異なる３地点におい

て，ツツジとキンモクセイの葉をサンプリングし，葉の分光反射率を測定し，３つの独立した

統計的パターン認識の方法，すなわち部分空ＩＨＩ]法，平均学習部分空ｌＩｌ１法（ALSＭ)，ＵＰＡを適

１Ｍすることにより，それぞれ，人間の'三|では判断できないわずかな色彩の違いを向い精度で分

類することができた。また，これとは場所，樹穂ともに異なるが，落葉樹の樹迩の光分布，

および各尚さｉｌｊの葉面からの蒸散量を測定し，気fLl)M度と気象条('|:のUQ係を明らかにした。

－４２－



}11判教員：安川溌純

□課題（１０－４１）：統計的視点からの人エ衛星データの効率的データベース柵築とその風速デー

タ解析への応用（新規）

lⅡ架Ilijir（Ｔ･葉入学)，桜)|:桁化（Ｔ葉大学大学院）

概典：水研究では，人［術),1によって得られたデータのﾄﾞﾙ造を，効率良く把搬するために，統

!；l視点を取り入れたデータベースの構築についての解析を行った。その一例として，特に風速

データについての解析を行った。

ノルIDs的な興味は，人I:術111によるii1'1定値が信頼できるか否かを検討することにある。このた

め，人1芒衛展と地１２のレーダーという２顧類の方法によってiil'１定された風速データを取り上げ，

これら２種類のilllI定(ｌｆｉの'１１１に統計的有意差が認められるか否かを検討した。モデルとしては，

１次および２次の多In式トレンドモデルを，状態空'１１１モデルとして定式化したものを川いた。

２１Wi蛾の全体的な錐を災現するための尺度としては，カルマン・フィルターを川いて↑\られた

２１Wi類のＷｉ滑化llll線に挟まれた部分のIili積を表す検定銃iilII(を考え，ブートストラップ法を週

川して検定を行った。

以11の解析結果から，風速に影騨を与える要因としては，観測岡度と観ｉＩ１ｌｌＨが貯えられた。

また人I:衛星による測定llriは，レーダーによる測定(I/(より，風速を過大評価することも判明し

た。さらに，専''１１分野の経験的知識から判断すると，本研究で得られた２１Wi甑の推定'''1線は，

妥当なものであると巷えられた。

ロ課題（10-42）：分光反射係数測定による水稲収騒の推定（継続）

谷水俊}ﾘＩ（広';&！,Ｗ:腿災技術センター）

概典：１．１~Ｉ的：水稲の安定・岡品質生産には，Lli青や栄養状態さらには収1,tを迅速に把握，

推定して，適切な紋培衙BNを行う必要がある。そこで，水稲の可視光線と近亦外域の分光反射

係数i川定により収１１tの推定を行った。

２．方法：試験場)j)iは広｣;bU1L血腫某技術センター内'１M場で↑ｊった゜１１]いたUV州Iiは「ヒノヒカリ｣，

｢あきろまん｣，「Lljﾉ'１新下水」である。移植（種iYi，機械楠え）は，全品iWi5）１１８１１に↑jった゜

収盤は，ヒノヒカリ．あきろまんについては10月１１]，１１｣ﾉＩｉ新千本は９）１３０１－１に｛『った゜窒

莱の施１１１は，ノAI11Uは０，０４kg／ａの２処理，中間追肥は0,0.2kg/ａの２処Ill1，秘肥は0,0.1,

0.2,03kg／ａの４処FMでおこなった。１区の而械は２４，２である。

分光反射係数の測定は幼仙形成期（ヒノヒカリ：７）１２７１｣，あきろまん：７）１２４１－１，中生

新Ｔ･本：７)１２１Ｈ）に450,550,625,650,675,700,750，850,950,ｍの反射係数を標

準[`1色仮をjｉＷｉ（100％）として，視野角10.高さ１７，，傭jIl30oで，′｢前１１１Mrから'｢後２時

頃のIM1に分光反射,汁（lhl邪役iiI2703型）を条方向に1;1けてillll定した。

３．結果および碁察：収１１(は，窒素施用量が多いほど噸il1する傾向が認められた。ｌＷ１ｌｈｍｌ１ｌ１で比

較すると，あきるまんが雌もIlHj収で，わら重，もみWiも岐人航を示した。幼ill形成期の各,V】穂

の分光反射係数は，Ｉｌ視域ではヒノヒカリの反射係数が肢も,1.5〈，あきろまんと!'｣ﾉli新Ｔ本の

''１１にはほとんど鑑がなかった。近亦外域では，あきろまんの反射係数が雌も,１.ji〈，’|'ﾉ|{新千本

のbuil係数が雌も低かった。

幼iMj形成101の分光1又射係数とI紘物電との相関は，ヒノヒカリ，あきろまんについては認めら

れなかった。IlIﾉ'１新Ｔ･′|Kは950,ｍの反射係数（以卜；R950とする）とIMj物而との'１１１にIliの相

'１０が`認められた。１又射係数''１１のiiii蝉値をW)いると，ヒノヒカリ，あきろまんはＲ８５０とＲ７００

の差と和の比，llJ'1:新Ｔ水はR850とR650の差との１１１１にそれぞれiIiのHIULIがＩ忍められた゜

ヒノヒカリの幼１Ｍj形成)01の分光反射係数と収11tとのｲ１１BLIは，Ｒ675との|H1に１１(のW1ULI（ｒ＝

－４３－



0826）が認められた。あきろまんの幼穂形成期の分光反射係数と収量との相関は，R450との

間に負の相関（ｒ＝-0.498）が認められた。さらに，反射係数間の演算値（R950とR625の

差と和の比）を用いることにより相関係数（ｒ＝0.547）が高くなった。中生新千本の幼穂形

成期の分光反射係数と収１Aとの相関は，Ｒ850とのｌＩｌ１にiKの相関（ｒ＝0.771）が認められた。

さらに，反射係数間の演算値（R850とR650の比）をⅢいることにより相関係数（ｒ＝0.794）

が高くなった。以上のように収穫約70日前の幼穂形成期に可視光線と近赤外域の反射係数を

測定することにより収１Ktの推定が可能である。しかし，推定の精度は品種間で異なり，ヒノヒ

カリが最も高く，あきろまんが最も低かった。

ヒノヒカリと中生新千本は幼穂形成期の乾物電，すなわち茎葉の重さと収1itとのIMIには正の

H1関が認められ，幼穂形成期に生育の良いものほど,rji収であることを示している。しかし，あ

きろまんについては，幼秘形成期の乾物童と収litとの'１１１には相関は認められず，幼穂形成期以

降の生育，栄養状態が収１１tに及ぼす影響が大きいものと考えられた。このため，あきろまんの

幼穂形成期の分光反射係数と収戯との相関が低かったものと考える。

□課題（10-43）：リモートセンシングによる作物群落の生理的形質の解析（新規）

磯田昭弘（千葉大学園芸学部）

概要：本研究では，ダイズの熱ストレスに対するlTTl避機構について，ダイズの′lHEl1的形質をモ

ーターすることにより解析しようとした。ダイズの葉miliilM節機能として,蒸散と葉の調位連動

のIilIj方が係わり，それらの対応ljU係は品種間で異なることが報告されている○本実験では気温

の上昇による葉温，光合成速度，蒸散速度への影郷をみた。ダイズ品種のタチナガハ，エンレ

イについて，葉温，光合成速度，蒸散速度を測定した。測定はグロースキャピネット内で，気

温を50℃近くまで上昇させて測定した｡葉温は，ｌＩＩＩｊＩＩ１ｌｌ蔀とも気温の上昇にともなって上昇し

た。タチナガハは，蒸散速度が上昇し始めると葉淵は40℃以下に保たれた｡父(温が上昇して

も蒸散速度を高く保ち，光合成速度も低下しなかった。エンレイは，気温，葉温が上丼すると

蒸散速度，光合成速度は１２鼎したが，気温が35°Ｃを越えると光合成速度,蒸散速度は急激に

低下した。その後，葉温は常に気温より高く推移し，気温が下がっても光合成速度は回復しな

かった。以上のようにダイズには，主に蒸散によって葉温を調節している品種と，蒸散と調位

述動の両方で葉温を調節している品穂があると考えられ，気温の上昇に伴い光合成速度，蒸散

速度の変化に大きな品IiiiIllI装異が見られた。今後，さらに分光特性と生理的形面について解析

を進める予定である。

担当教員：梶原康司

□課題（10-44）：空間スペクトル領域での回転不変通を用いた画像テクスチャの定量化とそ

のリモートセンシング画像分類への応用（新規）

奥村浩（長岡技術科学人`､豚E気系）

概要：本研究では，リモートセンシングiilIi像のテクスチャ分類に適した，liIji像内でのテクスチャ

パターンの平行移皿lやlml[lLiの彩襟をうけにくい新しいテクスチャ定量化手法をllM発した。この

手法では，平行移動の彩碑を抑えるために２次ﾉL離散Fourier変換を用いて，lHillIji像を空間

パワースペクトルに変換する。次に，回転の影響を抑えるために，回転不変性を持つZernike

モーメントを利用してこのスペクトルを定最化する。得られたいろいろな種類のＺｅ｢nikeモー

メントは，まとめてひとつのベクトルとして扱うことができるが，このベクトルの各要素の大

きさは，処理対象領域の人きさにほぼ一律に反比例するため，このままではテクスチャ分類に

は適用しにくい。この'１１１題を解決するために，このベクトルの正規化を行うことにした。各

－４４－



Zernikeモーメントは互いに直交していることから，この正規化ベクトルは，これらのＺｅｍｉｋｅ

モーメントで張られる直交空間の，原点からlli位超球面表ｌｌｉｉ上のある１点へのベクトルを通味

している。また，単位円内の画像はこれらのZernikeモーメントを用いて再構成可能であるこ

とから，lllli像中のテクスチャはこの正規化ベクトルで一意に表現できる。提案手法のテクスチャ

識別能力を検証するため，Brodatzの写真集から15種類の画像を選び，フラットベッドスキャ

ナで，15度刻みで回転させた画像を作成し，相互識別実験を行った。ここでは，テクスチャ

相互繊別に，各テクスチャから得られた正規化Zernikeモーメントベクトルで形成される偏角

を利11]した。その結果，用意した画像に平行移動や回ilhiが含まれているにもかかわらず，IIil-

テクスチャを，100％の精度で識別可能であることがわかった。また，提案手法を航空機搭IIE

センサIIhi像の教師つきテクスチャ分類へ適１１]した。その結果，従来の分光情報のみを利川した

分類手法と比較して，人間の視覚判読結果により近い分類が行えることを確認した。

担当教員：石山隆

□課題（10-45）：中国新亜ウイグル自治区ボステンの流域における水収支モデル（継続）

反脇秀樹（水産入学)，趙景峰（新調【k態地理研究所）

概要：ポステン湖の位置する焉誉盆地は犬１１Ⅱ｣｣脈の南にあり，ほとんど閉鎖的な盆地である。

本研究では，周辺五つの水文姑で得られた1976年から1989年までの水文観測資料，昨年度の

解析結果，それに焉耆盆地オアシスの楠生を調査した結果を用いて，次の式により年'''1の水収

支を調べた。

［(Qri＋Ｇｍｉ＋ＰＳ,)－(Qoi＋Ｑｃ,＋Ｑｗｉ)]＝Qgi＋６Ｑｉ

ここで，‘Qr，が年河川流人量，‘Ｇｍ’は潟嘗オアシスへ没透した地下水風，‘PS’は降水1㎡，

`Qo’は河川の流出量，‘Qc’は蒸発園と蒸発散１J(の和，‘Qw’は湖水愚の変化量，Ｑ9,はオアシ

ス中の水貯蔵量の変化量，‘6Q’は残差である。曳地調査資料や人工衛星画像解析結果から激

概農地・植生Ihi積を推定し，このモデルにより盆地中の蒸発散量や湖水の水位を推算した。そ

の結果をまとめると，１）潅慨Ihi積の増加が，湖水水位低下の原因となっている。２）騰耆盆

地から失われる水は，1980年以後は流出河川によるものが最も多く，ついで湖面からの雄発

lit，ｌｉｆｉ物からの蒸発散最であるが，1985年以後は鰻地からの蒸発散量が，湖IlIiからの燕発ITt

をl21p1っている。３）河川流人量と蒸発litの変動が水位の年変動にもっとも大きな影騨を'うえ

ている。

□課題（10-46）：多バンド衛星データ解析のための新しい植生指標及び解析アルゴリズムの

開発（継続）

村松加奈子・藤原昇（奈良女子大学理学Mj)，落合史生（帝塚山大学教養学部)，艇１１MﾉＣｌピ

(IIL志|(|:大学経済学部）

概典：我々はこれまでにLANDSAT/ＴＭ，ＭＳＳデータを用いて自然環境変動の経ｲﾄﾞ変化検'１１

のために多次元情報から三次元情報を抽出する解析方法（パターン展開法）を開発してきた。

2000年にはADEOS-II衛星がうちあげられ，可視から熱赤外の波長域に36バンドを持つＣＬＩ

センサーが搭戟される。このように多バンドのデータを有効に生かすためには，科学的l-1的に

あった竹報をいかに抽出するかということがiii要になってくる。

これまでの研究により，１）３つのパラーメータによるパターン展開法が多チャンネルの

GLIデータに適用可能である，２）パターン展開係数を用いて開発した新しい植生指標（VIPＤ）

は，｜iiiﾉ１２の占めるIhi積比率と１対１の関係にあり，植化の穂類にNDVIより敏感である，こと

が明らかになった。
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本年度は特に，ＶＩＰＤと械物の１１tや活ﾔｌＨ度との関係を調べた。また，ＶｌＰＤから植生の純ﾉｌｉ

擁Iitを推定するためのﾉﾑ礎実験として，ｈﾊﾞﾉ|ﾐの２万向性反射率の測定を行なった。この実験は

CEReSの石''1降氏とのjLlIil研究で↑jなったものである。ｉ{)られた成果は「‘旭の通りである。

１）ＶＩＰＤは，葉内水分１１(，葉のlりさにＮＤＶＩより敏感であること，葉内クロロフィル''1に敏

感であり，光合成lItj2効>#<と線形の|H1係にあること，が分光放射計による反射率の測定及び，

化粧突験の結果よりIﾘIらかとなった。２）l1fiﾉＬｌｉの純/|H産１，tはIWi生の光合成IＡｒ効>ｷ《に依存する。

新しい値/'三指標と光合成１，(「効率の線形ＩＨＩ係より，植ﾉｌｆの純生産の推定を↑jなった。他モデル

による推定や実験によるｉ１Ｉｌ定I,(にくらべて，我々の結果はｲf干多めに見械もる傾向のあること

がIﾘ|らかになった。３）コンクリート，ヴ(地，茶の水の２方向性反射率のillI定を行なった。ilU

定はそれぞれの対象物に対して，叉の人文(のよい日に，人陽天頂角30度～70度の間で約８点

のill1l定を行なった。太陽の入頂ﾌﾟ(Iとセンサーの犬頂角のなす角をパラメターにとると，反射率《

とj(１度の関係は，それぞれ「ii』の通りであった。ａ）コンクリート面での反射率は，角度９０

度まではほぼ一定であるが，９０度以上では，前方散乱が急激に増加する。ｂ）芝ﾉlkIlIiでは，

/(１度の増加に伴い，ﾉｩ度と線形に後方散iliLが塒川する。３）茶の木の反射:#《は余弦関数で衣

呪できる。

今後は，ｌｌｉｉﾉｌｉの２方向反射>ｷ<の特ﾔ|iをモデル化し，ＩＷｌｉの２方向性反射>#<を考慮にいれた１W（

ﾉliの純生藤１㎡推定モデルを確立していきたい。

□課題（10-47）：乾燥地の地表面スペクトルの観測（継続）

小1M剛成（広(0人`､股学校教育学邪）

概要：研究の'一|的は，砂淡化が深刻な化燥地/半乾燥地において地表ｉｎiスペクトル観測を炎施

し，人｣二術凧データをhliIliする際に必典なトゥルースデータを収集・蓄枇することである。今

lulは，代表的な｜:域に対して，より11{確なスペクトルデータを収集・蓄IiIiするために，索内で

５つの二ｔ壌サンプルに対するスペクトルデータを測定し，各植生指標と樅ﾉＩｉ被覆立率の関係を

検紬した。

便111スペクトルメータは米IIilGER・社のＩＲＩＳＭａｒｋＶ，光源はハロゲンランプ，植物試料

はカンナの葉を11}いた。’２域サンプルとしては，Alunite,Kaolinite,Gypsumの３つの変面鉱

物試料，オーストラリアAliceSpringsの赤色-上壌，IlIll1Taklimakan砂漠の珪質砂の５祁賊

を便１１)した。実験では，ｈ<(ﾉ１２被楓;#<の迎いによるスペクトル反射の傾向を調べるために，各ｔ

壌サンプルのｌに災を拙き，葉で楓われたIili牧を少しずつ変化させながらスペクトル測定を↑ｊっ

た゜また，葉の透過率<がスペクトルil1lI定に'うえる影騨を調べるために，各|:壌サンプルを一枚

の葉で覆った場合と三枚ｉｎねの災で遡った場合を測定した。

一般的なIWlilH槻であるＮＤＶＩやLlj(良された植生指標（ＳＡＶＩ，ＯＰＶＩ，ＮＡＴＶＳＰＲ）に対し

てlWlﾐ被覆率と'1(['ｌｉｌＩＦｉ標のUQ係を調べた結果，異なる地域のIWi生被覆率をlif(ﾉ'１指標から椎il1ﾘす

る場合，槻ili1l地域の上壌の1Wi噸がＩ１ｌｉ'|i指標の他に人きぐ影轡することがわかった。また，ｌＩｉｌじ

h<('|Ｉ指標でＭヒヒ塊地域のＩｔｊ/liを鯛街する場合，被ﾉIlﾐ被劉率と植生指標が尤令な線形関係とは

ならず，もしｉｆ['|i指僚が２傭になったからといって安易にその地域の楠ﾉ'１被廻率が２倍である

とはⅢすい切れないことかわかった。さらに，観測地域の''１位１，積当たりのh<[ﾉliIitもＩｌＩＩﾉLli指傲に

人きな彫轡を'jえ，’1'１(ﾉ|{の11｣L;;くな森林地,||$を調査する場合とiYX原地帯を洲1'1tする場合ではＩＷｌｉ

指標の,(す道味かｿ｡なることがわかった。

以lzの結果から，I1l0(''１指標から!）M1Ir地域の植生を評Ｍ１iする場合にはよりil:画を払う必喫があ

り，ＩＭｉ指標についてそのﾉﾑ本的な特ﾔ|；を史に検討する余地があると思われた。
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forglobalGIS,Geocartolnternational，ＶＯＬ１３．Ｎ０１，３－１４（1998)．
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(学内審査論文）

1．石山隆：衛星データから解析した乾燥地周辺の植生被覆，千葉大学環境科学研究報告，

第23巻，Ｐ46-52,（1998）

2．藤雁群，紐建国，久世宏明，竹内延夫，大気微量成分コラム量の測定を目的とした太

陽光分光観測システムの開発，千葉大学環境科学研究報告，第24巻，37-400999）

3．矢吹正教，金城秀樹，久世宏明，竹内延夫，対流圏エアロゾルの光学的特性に関するシミュ

レーション，千葉大学環境科学研究報告，第24巻，41-440999）

4．美磯村満生，朝隈康司，久世宏明，竹内延夫，MODＴＲＡＮを用いた人工衛星データの大

気補正，千葉大学環境科学研究報告，第24巻，45.48（1999）

5．朝隈康司，汝剣飛，久世宏明，竹内延夫，インドネシア森林火災における衛星地表面デー

タの検証，千葉大学環境科学研究報告，第24巻，49-520999）

6．只石彰，久世宏明，竹内延夫，内山明博，浅野正二，マイクロパルスライダーによる雲

底高度の長期連続観illl，千葉大学環境科学研究報告，第24巻，53-58（1999）

７．上園哲司，矢吹正教，久世宏明，竹内延夫，内藤季和，地上サンプリングによるエアロゾ

ルの組成と光学特性に側する研究，千葉大学環境科学研究報告，第24巻，59.62（1999）

aQi-JingLiu，NTakeuchiandA､Kondoh，Biogeoclimaticclassificationinatemperate

region,千葉大学環境科学研究報告，第24巻，７－１１（1999）

９．樋口篤志，近藤昭彦，杉H1倫明，幾志新吉，水ＩＨの地表面フラックスと分光反射特性の季

節変化筑波大学農林技術センター研究報告，１２，１９－３２（1999）

lｑ樋口篤志，杉、倫IﾘI，筑波大学水理実験センター熱収支・水収支観illl圃場における特別観

測用データ収録システムについて，筑波大学水理実験センター報告，23,91-94(1998）

11．杉、倫明，樋口篤志，新村典子，西本貴久，水理実験センター気象日報装置のネットワー

ク化筑波大学水理実験センター報告，２３，９５－１０１（1998）

(寄稿論文）

1．久世宏明，竹内延夫，多波長ライダーによるエアロゾル観測と衛星データの人気補正，第

１回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム論文集，57-620998）

2．竹内延夫，久世宏Iﾘ１，劉文漬，アジア地域におけるエアロゾルキャラクタリゼーション

とライダーネットワーク，第１回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム論文集，６３
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6８（1998）

3．建石陸太郎，徐侃，ＤＣＷの精度に関する研究，写真測量とリモートセンシング，

ＶＯＬ３７，Ｎ０３，６５－６９（1998）

４．ShizuoShindo，TheGroundwaterUtilizationandLandSubsidenceinKantoDistrict，

ProceedingsofthelntemationaISymposiumonGroundwaterinEnvironmental

Problems,ChibaUniversityJapan，13-16（1999)．

5．新藤静夫，H1『常源，砂丘の降雨投透特性，第９回[１本砂漠学会講演要旨染，９－１２（1998）

６．新藤静夫，砂淡の水資源の可能性を探る－アラブ首艮国連邦での調査から－，第９回日本

砂漠学会講演要旨集，６５６６（1998）

７．Ｊ､Shimada，Ｋ､Miyaoka,Ａ､Kondoh，Ｔ・Yamanaka，HIwasaki，Ｍ､Kumata,Ｙ・Shimano，

ａｎｄＹ，Miyashita，Vaporsourceo「summerprecipitationdeterminedbythestable

isotoperatioinprecipitationatKantoPlain，JapanProclnt，ｌＳｙｍｐ、２ndChinese

NationalConfOnRainwaterUtilization,417-423（1998)．

８．Ａ・Kondoh,ｌＬｉ,KSunada,ＫＫａｎ,Ｙ､Ujihashi，Ｓ．Ｐ．Zhang,ａｎｄＨＹａｏ,Ｈ,Analyses

onfloodofl998ChangjiangTiverinChinaProc・ＡｓｉａｎＰａｃｉｆｉｃＦＲＩＥＮＤａｎｄＧＡＭＥ

ＪｏｉｎｔWorkshoponENSQFloodsandDroughtｓｉｎｔｈｅｌ９９０，sinSoutheastAsiaand

thePacific,ＩＩ１－ＩＩ１０（Hanoi,Vietnam）（1999)．

９．Ａ・ＫｏｎｄｏｈａｎｄＢＨ・Agung，StudyonarealevapotranspirationinAsia-Pacificregion‐

TowardGIS-orientedhydrologicdatabaseforcomparativehydrology-・Ｐｒｏｃｌｎｔ，l

SympOnHydrology，WaterResourcesandEnvironmentDevelopment，andManage･

mentinSoutheastAsiaandthePacific,39-78（Taegu，RepublicofKorea）（1998)．

10.Ｂ､Ｈ・AgungandAKondoh，Ｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｌａｎｄｕｓｅｃｈａｎｇｅｓｏｎｔｈｅwaterbalance

intheCiliwung-CisadaneCatchment，WestJava，Indonesia、Proc、１，t，lSympOn

Hydrology，WaterResourcesandEnvironmentDevelopment，andManagementin

SoutheastAsiaandthePacific，121-132（TaegURepublicofKorea）（1998)．

11．中山大地，ＤＥＭからシミュレートした流路網と手作染により抽出した流路網の対比，法

政地理，第29巻，28-370999）

12．中山大地，小瀞('i二，地形学・水文学における地EMlIIj報の処理手法について－数値地形モ

デルを用いた流域地形計測の試み－，法政大学計算科'Wilf究センター研究IiM告，第12巻，

S1-S5（1999）

13．赤松幸生，瀬）i脇政博，安田鑑純，試験体観iilIlによる構造物内部の変状と温度変化特性の

関係の検討，Ｈ本リモートセンシング学会誌，１９巻ｌＩｊ，81-86（1999）

－５０－



14．イーilll隆，乾燥地のｌＷＩ１モニタリングに適した１１ﾊﾞﾉ|:指数（アルゴリズムの')H光と砂漠化調

査への応11})，、｢成９．１０ｲ1ｉ度文部省科学研究iUHWi助命・ハミ盤研究(Ｃ)Iiﾉﾄ先成果報告i1$，全

５７ページ（1999.3）

15．岡野千春，イjlllゆりｒ，リモートセンシングによるストレスモニタリング，、「成９｛Ｉｉ度科

‘､綱{究費補助金（〕よ猟研究Ｂ）研究成果報告書，47-59（1998）

(解説・その他）

l・岡村民雄，lMIlll桁，虫・放射収支観測とCERES,lRemoteSens・ＳＯＣ､Jpn、１８，７３－８５

（1998）

２．，Iflj村民雄，浅野lli．､綴，「要のリモートセンシングと女(侯影騨にUQするシンポジウム」

（165ページ）（1998.9）

3．浅沼，斎藤，SeaWiFSデータ利用の現状，ノ]刊海洋，ＶＯＬ31,133-139（1999）

４．ToshiakiHashimoto，ＩｍａｇｅｌｎｐｕｔａｎｄＯｕｔｐｕｔｏｆ」apaneseSatelliteData，７thSeminar

onTropicalEcosystcm（1998）

5．空Ｈ１鑑純，ランドサット打ち上げから26年，途I21Iilの農業開発への利活川，ARDEC，

ｐｐ２－３（1998.7）
￣

6．亥ｌＩｌ嘉純，環境政策，開発計IIlliの意志決定を支援するリモートセンシング，リブ典測Iltとリ

モートセンシング，３７巻５号，ｐｌＯ９９８）

7．岡１１１浴，他，、|え成９｛Ii度ｲLi油資源遠隔探知技術研究開発（資源探査1111kMi1llシステムの研

究開発）研究報告ｉｌＷｏ１．１－２，資源探査用観測システム研究開発機柵（1999.3）

８．石１１１陸，新藤肺犬，Ｔ･葉県環境画像データベース（Ｔ･葉人学・下災！iLとの環境に関する

共同研究成果報(!i采）余53ページ及びCD-ROM・環境アトラス

9．池田卓，特別レポート：埆感が可能となったコダクローム新プロセス，雑`恋写真［業，

15-18（19984）

10．塩川安彦（T･興人学1:`､rhlIilj)，池田卓，那ｆⅡ秀峻（}-1本入学芸術学祁lIlli像iilillllセンター)，

肢祈ＡＦ広/(Iズーム令９iiiiをテストする，雑誌｝-1本カメラ，149-168（1998.4）

1Ｌ池ｌｌｌｌｌｉ，フィルムテスト：マルチスピードカラーリバーサルフィルムフジクローム

MS100/1000,?j10４１１災，８－１０（1998.6）

12．池111卓，フイルムテスト：コダックダイナEX200フイルム，リゴ典ｌ:災，７－９（1998.8）
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13．塩川安彦（千葉人学工学部)，池田卓，河田一現（写真家・テクニカルライター)，日本

大学芸術学部「iIlli像iiliI11センター｣，最新高倍率ズームレンズ７種をテストする，日本カメ

ラ，135-154（1998.10）

14．池田卓，フイルムテスト：フジカラースーパー400,写真工業，７－９（1998.12）

15．池Ｈ１点，フイルムテスト：コニカカラーＣＥＮＴＵＲＩＡシリーズ，写真工業，１０．１２（1998.12）

16．池田卓，９８写真界を総決算する：感光材料の動向，写真工業，78.79（1998.12）

■３．２学会・研究会での発表

(国際学会・国際会蟻）

1.N・TakeucMT・Uezono,S・Kaneta,

Higurashi，andTNakajima，Ｏｐｔｉｃａｌ

ｅａｓｔＡｓｉａｓｔｕｄｉｅｄｂｙＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲ

Ｊｕｌｙｌ２-19,1998.

Ｍ・Minomura，Ｊ・Ｒｕ，HKuze，Ｔ・Takamura，Ａ、

propertiesofbiomassbumingsmokemsouth‐

andground-basedmonitoring，COSPARNagoya,

２．Ｍ．Minomura,Ｊ・Ｒｕ，ＩＬＫｕｚｅ,ａｎｄＮ、Takeuchi，Atmosphericcorrectionforsatellite

datausingmulti-wavclcngthｌｉｄａｒｄａｔａｗｉｔｂＭＯＤＴＲＡＮ３ｃｏｄｅ，ＣＯＳＰＡＲ,NagoyaJuIy

l2-19,1998.

３．Ｊ・Ｒｕ＠Ｍ．Minomura，HKuze，

opticalcharacteristicsinfluenced

SPIE,Beijing,ＳｅｐＬｌ４-17,1998.

ａｎｄＮ・Takeuchi，LocalaerosoIconcentrationsand

bｙｔｈｅｂｉｏｍａｓｓｂｕｒｎｉｎｇｏｆｌｎｄｏｎｅｓｉａｎforestfire，

４．Q-J、Liu，AKondoh，andNTakeuchi，StudyonthepotentiaIvegetationoｆｎｏｒｔｈ‐

eastChinabybiogeoclimalicclassificationLUUCWo｢kshop，Tsukuba，Jan、25-26,

1999.

５．TTakamura,Ｔ・Nakajima，Ｈ、Kumagai,Ｙ・ＳａｓａｎｏａｎｄＹ・Muraji・Feasibilitystudy

of3dimensionalcloudandaerosolstructurefromspace-bornelidar/CPR，Proceedings

ofALPS99，ＷＫＯＯｌ２，Meribel，France,Jan・’8-22,1999.

６．SentoNakai，KenjiNakamura,TaoTakeda，KozoNakamura,JoetaYamamotqTamio

Takamura，ａｎｄＹｕｋａｒｉＮＴａｋａｙａｂｕ，Ｏｂｓｅｒｖｅｄｗａｌｅｒｖａｐｏｒａｍｏｕｎｔａｎｄｃｌｏudsinthe

south-westerlyfIowonｔｈｅｒｉｍｏｆｔｈｅＰａｃｉｆｉｃ，ＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆｔｈｃＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎｔｈｅ

PrecipitationObservationfromNon-sunSynchronousOrbit，NagoyaUniversitMDec，

１２－１６，１９９８．

７．ＡＳＳｕｈ，Ｓ､Ａ・ＬｅｃａｎｄＹ､Sugimori，StudyoncharacteristicsofEastAsiaMonsoon
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usingsatelliteremotesensingdataProceedingsofPacificOceanRemoteSensing

Conference（PORSEC98)，２４９，１９９８

８．Ｍ.Ｈ・Ｊｏ，Ｙ・Sugimori，Ｗ､Ｒ、ＪｏａｎｄＡＳＳｕｈ，Micro-IandfOrmclassificationoｆｔｉｄａｌ

ＨａｔａｎｄｉｔｓｇｒａｉｎｓｉｚｅｐｒｏｐertyanaIysisusingsateIliteremotesensinginthewest

coastofKorea，ＰＯＲＳＥＣ98,576-580,1998.

９．Ｍ.Akiyama，Ｙ・Sugimori．Ｔ・ＯｓａｗａａｎｄＲＣｈｅｎ，ＣＯ２exchangecoefficientinPacific

OceanusingsateUitedata-onthebasiｓｏｆｓｔｕｄｙＩＯｒＣＯ２ｅｘｃｈａｎｇｅａｔａｉｒ‐ｓｅａｉｎｔｅｒｆ

ａｃｅ，ＰＯＲＳＥＣ9８，６２７，１９９８．

10.Ｒ・Chen，Ｍ・Ａｋｉｙａｍａ，Ｙ・Sugimori，Ｎ・ＭａｔｓｕｕｒａａｎｄＭ.Ｘ・Ｈｅ，Distributionにatures

andparameterizationo「ＴＣＯ２ｂｅｌｏｗｔｈｅｕｐｐｅｒＩａｙｅｒｓｏｆＰａｃｉｆｉｃＯｃｅａｎＰＯＲＳＥＣ９８，

629-633,1998.

１１．Ｒ，Chen，Ｍ・Ａｋｉｙａｍａ，Ｙ・ＳｕｇｉｍｏｒｉａｎｄＭ・ＸＨｅ，Inorganiccarbonpropertiesat

surfaceseawaterofPacificOceanPＯＲＳＥＣ98,634.638,1998.

ｌ２Ｃ.Ｆ・Zhao,Ｍ・ＸＨｅａｎｄＹ・Sugimori，Air-seacarbondioxide（CO2）nuxestimation，

ＰＯＲＳＥＣ98,644-648,1998.

laNSuzuki，Ｎ・Ebuchi，Ｍ・ＡｋｉｙａｍａａｎｄＹ・Sugimori，AnalysisoftheRelationship

betweenNondimensionalRoughnessandWaveageBasedonFieldMeasurements-Ｏｎ

ｔｈｅｂａｓｉｓｏｆｓｔｕｄｙｆｏｒｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎｏｆＣＯ２ｔｒａｎｓｆｅｒａｔｓｅａｓｕｒｆａｃｅｉntheworId

oceanusingSatellitedata，ＰＯＲＳＥＣ98,639-643,1998.

14．ＴＯｓａｗａ，Ｍ・Akiyama,ｊ・Ｓｕｗａ，Ｙ・SugimoriandRChen，COzExchangeCoefficient

intheworldOceanUsingSatelliteData，ProceedingsoflnternationalSympｏｓｉｕｍｏｎ

ＲｅｍｏｔｅＳｅｎｓｉｎｇ９８，４９－５７，１９９８．

１５．Ｍ.･ＨＪｏ，Ｙ、ＳｕｇｉｍｏｒｉａｎｄＨ.-ＲＪＣ，PropertyAnalysesofDepositsandLandformin

TidalFlatUsingLandsatＴＭｉｍａｇｅ，ProceedingsoflnternationalSymposiumon

RemoteSensin998,110-115,1998.

l6ToshiakiHashimoto，ＤＥＭＧｅｎｅｒａｔｉｏｎｆｒｏｍＳｔｅｒｅｏＡＶＮＩＲＩｍages，Proceedingsof

３２ｎｄＣＯＳＰＡＲＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＡｓｓｅｍｂｌｙ，１９９８．

１７．ＨＳｈｉｍｏｄａ，Ｋ，Ｆｕｋｕｅ，Ｋ・Ｃｈｏ，RMatsuoka，Ｔ、Hashimoto，Ｔ・Ｎｅｍｏｔｏ，Ｍ･Ｔｏｋｕｎａｇａ，

Ｓ・Ｔａｎｂａ，ＭＴａｋａｇｉ，ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆａＳｏｆｔｗａｒｅｆｏｒＡＤＥＯＳａｎｄＮＯＡＡＤａｔａＡｎａｌｙｓｉｓ，

ＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆｌＧＡＲＳ'9８，１９９８．

１８．TsPurevdorjandRTateishi，Theassessmentofgreenvegetationcoverageof

grasslandsusingAVHRRdata，ProceedingsoflGARSS'98,ＣＯ4.04,SeattleＵＳＡ，ＪｕＩ．
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6－１０，１９９８．

19.Ｊ.Ｈ・Park，Ｒ・Tateishi，Ｄ・ＪＳｅｏ,ａｎｄＣ.Ｈ､Park，Urbanexpansionandchangeanalysis

usingRussian2mresolutionDD-5，ＩＲＳ－１Ｃ，andLandsatTMdata，Proceedingsof

lGARSS'98,EEO3.03,SeattleＵＳＡ,ＪｕＬ６-10,1998.

２０．，.ｌＳｅｏ,ＣＨ、Park,』.Ｈ・Park,andRTateishi，Asearchfortheoptimumcombina‐

tionofspatialresolutionandvegetationindices，ProceedingsoflGARSS'98,ｃｃ１１．０７，

SeattleＵＳＡ,ＪｕＬ６-10,1998.

２１．RTateishi，Ｍ・Matsuoka，Ｃ・ＧＷｅｎ，ａｎｄＬＨＰａｒｋ，Global/continental

monitoring，InternationalArchivesofPhotogrammetryandRemoteSensing，

Ｐａｒｔ7,490-495,Budapest，Ｓｅｐｌ-４，１９９８．

ｌａｎｄｃｏｖｅｒ

ＶｏＬＸＸＸＩＩ，

２２．，．ＨａｓｔｉｎｇｓａｎｄＲＴａｔｅｉｓｈｉ，Landcovcrclassification：

sourcedatalnternationalArchivesofPhotogrammetryand

Part4,226-229,Stuttgart，Sept、７－１０，１９９８．

ｓｏｍｅｎｅｗｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ，ｎｅｗ

ＲｅｍｏｔｅＳｅｎｓｉｎｇ,ＶｏＬＸＸＸＩＩ，

23．RTateishiandD・Hastings，Forabetterdirectionoithedevelopmentofglobal

environmentaldatabases，InternationalArchivesofPhotogrammetryandRemote

Sensing，Ｖｏｌ､ＸＸＸＩＩ，Ｐａｒｔ４，６１８－６２０，StuttgaTt，ＳｅＰ７-10,1998.

24．ＺｈｕＬｉｎ，RyutaroTateishi，andWangChangyao，Neuralnetworkapplicationon

landcoverclassificationofChina，ProceedingsofthelnternationalSocietyforOptical

Engineering（SPIE)，ＶＯＬ3504,505-512,BeijingChina,Sep､5-17,1998.

25．HusseinHarashehandRyutaroTateishi，EnvironmentalGISdatabasemrdesertifica‐

tionstudiesinWestAsia，Ｐｒｏｃｏｆｔｈｅｌ９ｔｈＡｓｉａｎＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅｏｎRemoteSensing，Ｃ‐

４，ManilaPhi1ippines，Nov、１６－２０，１９９８．

26.ＪongCeolParkandRyutaroTateishi，ＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎｏｆｔｉｍｅｓｅｒｉｅｓＮＤＶＩｂｙｔｈemethod

oftemporalwindowoperatioｎ（TWO)，Proc・ofthel9thAsianConferenceonRemote

Sensing,Ｑ-4,ManilaPhilippines,ＮＯＭ16-20,1998.

27．Cheng-GangandRyutaroTateishi，LandcoverclassificationofAsiaRｅｇｉｏｎｕｓｉｎｇ

ＮＯＡＡＡＶＨＲＲ１－ｋｍｄａｔａｓｅｔ，Proceedingsofthel9thAsianConferenceonRemote

Sensing,L-aManilaPhilippines,Nov,16-20,1998.

28．DNakayama，DevelopmentofnewroutingalgorithmwiththegeneticaIgo｢ｉｔｈｍ，

InternationalConferenceonModelingGeographicａｌａｎｄＥｎｖｉｒｏｎｍｅｍａｌＳｙｓｔｅｍｓｗｉｔｈ

ＧｅographicallnformationSystems（GIS)，HongKong,June，1998.

29.Ａ・KondohandlNishiyama，ChangesinhydroIogicaIcycleduetourbanizationin

thesuburbofTokyoMetropolitanArea，JapanＣＯＳＰＡＲ'98,Nagoya,July，１９９８．
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30.Ａ．ＫｏｎｄｏｈａｎｄＹ・Oyamada，Monitoringsurfacemoistureandvegetationstatusby

NOAA/ＡＶＨＲＲａｎｄＧＭＳｏｖｅｒＮｏｒｔｈＣｈｉｎａＰ１ａｉｎＣＯＳＰＡＲ'98,Nagoya,July，1998.

３１．Ａ・Higuchi，Ａ・Kondoh，andSKishi，Relationshipamongthesurfacealbedo，spectral

reflectanceofcanopy，andsurfaceenergypartitionmgratioatgrasslandandrice

paddyfield，andapplicationtoregionalscaleusingsatellitedata，３２ndCOSPAR

ScientificAssembly，Nagoya，１９９８．

３２．ＬＡｓａｎｕｍａ，Ｋ・Matsumoto，Ｔ・Kawano，ａｎｄＭ、Lewis，Primaryproductionandlaser

excitednuorescence,ＰORSEC'98,Qingdao，1998.7.

33．LAsanuma，Ｋ・Matsumoto，Ｔ・Kawano，ＭＬｅｗｉｓ，Ｙ、Yasuda，ａｎｄＹ・Sugimori，

Circadianrhythmofproductionestimatedbylaserexcitedfluorescence，OceanOptics‐

ＸＩＶ，１９９８．１１．

34.Ｔ･Ishiyama，Ｋ、Uchida，Ｙ、Yamashita，Ｓ・Tanaka，andSHuzikawa，Researchof

methodformappingofvegetationdistributioninaridlanｄｕｓｉｎｇＡＳＴＥＲｄａｔａ,Procee‐

dingsofJapan-USASTERScienceTeamMeeting，13-17,Tokyo，Ｄｅｃ９，1997.

35.Ｔ・ＩｓｈｉｙａｍａａｎｄＫ･TsuchiyaDevelopmentofBRFfacilityanditspreliminary

results,３２ndScientificAssemblyofCOSPAR（CommitteeonSpaceResearch),Nagoya

JuL12-19,1998.

￣）
て

(国内学会）

1．上園哲司，只石彰，久世宏明，竹内延夫，中島映至，マイクロパルスライダーで観Ｉ剛し

た熱帯域における雲の振舞い，第24回日本リモートセンシング学会学術講演会Ｂ４（ｐ８３

８４）（千葉）1998.

2．汝剣飛，美濃村満生，久世宏明，竹内延夫，Studyonlndonesiaaerosolbyusing

NOAAdataandskyradiometerdata，第24回日本リモートセンシング学会学術講演会

Ｂ７（ｐ91-94）（千葉）1998.

3．劉瑛環，近藤昭彦，竹内延夫，人間活動による中国東北部における土地利用の変化の研

究，第24回日本リモートセンシング学会学術講演会Ａ１（ｐ3-4）（千葉）１９９８

４．只石彰，内山明博，浅野正二，竹内延夫，ライダー連続観測により得られた雲の特性と

その衛星データによる検証，第24回日本リモートセンシング学会学術講演会Ｂ３（p､81-82）

（千葉）1998.

５．只石彰，内山明博，浅野正二，竹内延夫，マイクロパルスライダーによる雲分布の連続

観測，1998春季気象学会Ｐ103（ｐ９０）（東京）1998.
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6．三浦和彦，矢吹正教，市川正明，中江茂，児島紘，竹内延夫，久世宏明，金城秀樹，

佐藤愛樹，係留気球とライダーによる大気境界層内エアロゾルの同時観測，1998春季気象

学会Ｐ301（ｐ262）（東京）1998.

７．矢吹正教，金城秀樹，佐藤愛樹，美濃村満生，ワヒュウウィダダ，久世宏明，竹内延夫，

４波長ライダー等を利用したエアロゾル計測，第19回レーザーセンシングシンポジウムＤ６

（pl48-152）（秩父）1998.

8．竹内延夫，只石彰，久世宏明，竹内延夫，内１１１明博，浅野正二，マイクロパルスライダー，

ラジオゾンデによる対流圏エアロゾル・雲の挙動，第19回レーザーセンシングシンポジウ

ムＤ５（pl47-148）（秩父）1998.

９．藤井峰，福地哲生，後藤直彦，根本孝七，呉永華，竹内延夫，大気中ＳＯ２測定用多

波長ＤＩＡＬ装置の開発，第19回レーザーセンシングシンポジウムＰ４（ｐ71-72）（秩父）

１９９８．

10．佐藤愛樹，金城秀樹，美濃村満生，矢吹正教，久世宏明，竹内延夫，多波長ライダーと可

搬型ライダーによるエアロゾル観測，第59回応用物理学会学術講演会l6aZ8（広島大学）

１９９８．

11．近藤和弘，水野一庸，久世宏明，竹内延夫，Ｌ５似、ファイバーリングレーザーを用いた

微量気体検出実験(Ⅱ)，第59回応用物理学会学術講演会16pZ17（広島大学）1998.

〆

12．岡沢理華，由井四海，増崎宏，久世宏明，竹内延夫，ファプリー・ペロー型光共振器を

用いた周波数安定化と高感度微量気体検出実験，第59回応用物理学会学術講演会16pZ19

（広島大学）1998.

13．竹内延夫，中島映至，高村民雄，朝隈康司，スコタイにおけるライダー・放射観測と衛星

データ利用の検討，ＧＡＭＥ国内集会（京都）1998.

14．朝隈康司，竹内延夫，久世宏明，Ｍ・Arief，インドネシア山林火災排煙の衛星画像上での

特徴，第25回日本リモートセンシング学会学術講演会ｐ95-96（京都）1998.

15・竹内延夫，汝剣飛，矢吹正教，上園哲司，金田真一，高村民雄，中島映至，インドネシ

ア山林火災エアロゾルの光学的性質と衛星データからの光学的厚さの導出，第25回日本リ

モートセンシング学会学術講演会（京都）1998.

16．呉永華，只石彰，竹内延夫，久世宏明，内山明弘，浅野正二，衛星データ，ライダー，

ラジオゾンデデータにより求めた雲頂高度の比較，第25回日本リモートセンシング学会学

術講演会（京都）1998.

17．水野一庸，麦野明，近藤和弘，久世宏明，竹内延夫，エルビウムドープファイバレーザ

を用いた気体検出，第２２回光波センシング技術研究会LST22-8（ｐ49-56）（東京）1998.
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18．Ｑ－ＬＬｉｕ，Ａ・Kondoh，ａｎｄＮ、Takeuchi，LandChangesunderhumanactivitiesin

northeastChina，Proceedingsofthe24thConferenceonRemotesensing，JpnSociety

ofMeasurementAuto-control（Chiba）１９９８

19．近藤和弘，水野一ｌｉｌｉ，由井四海，久世宏明，竹内延夫，1.5ｍファイバーリングレーザー

を用いた微最気体検出実験(Ⅲ)，近藤和弘，水野一ＩＮＩ，由井四海，久世宏明，竹内延夫，第

４６回応用物理学関係迎合講演会31aP10-3（野田，東京理科大学）1999.

20．藤井隆，福地荷１ｔ，後藤直彦，根本孝七，呉水難，竹内延夫，低層対流圏オゾン濃度

分布のＤＩＡＬ計測，第46回応用物理学関係連合講演会31aP10-6（野田）1999.

21．前、和仁，WahyuWidada，久世宏明，竹内延夫，レーザー光の長光路伝搬によるエア

ロゾルの測定と大気揺らぎの;|・測，第46回応用物理学関係連合講演会31aP10-7（野田）1999.

22．金城秀樹，久世宏明，竹内延夫，多波長ミー散乱ライダーにおけるレイリー散乱分離法，

第46回応用物理学関係迎合講演会31aP10-15（野Ｈ１）１９９９

23．竹内延夫，陳衛標，久世宏明，尾松孝茂，菅博文，耐環境型小型全自動ライダーの製

作，第46回応用物理学関係迎合講演会31aP10-18（野111）1999.

24．滝本訓久，高村民雄,妻底温度を考慮したマイクロ波放射計による雲水鼠推定，日本気象

学会1998年春季大会講演予稿集，７３，Ｐ8９（5/27-29，気象庁・ＫＫＲホテル東京）1998.

25．斉藤和也，高村民雄，滝本訓久，山本尉太，ＳＡＲ計測誤差評価のための水蒸気観測日本

写真測量学会平成10年度年次学術講演会発表論文集，189-194,（5/19-20，千葉大学）１９９８

26．斉藤和也，真屋学，林真智，高村民雄，湿潤大気遅延効果によるＩＮＳＡＲ計測への影

響について，リモートセンシング学会第24回（平成10年度春季）学術講演会論文集，105‐

１０６（5/21-22，千葉大学）1998.

27．斉藤和也，高村民雄，111本尉太，真屋学，林真智，ＧＰＳ大気遅延データを利用した

ＳＡＲ干渉位相解析，日本リモートセンシング学会第25回（平成10年度秋季）学術講演論文

集，209-210,（11/26-27,京都市国際交流会館）1998.

28．岡田格，河本和明，井上豊志郎，田丸英樹，高村民雄，ＧＭＳ－５から作成した雲データ，

雲のリモートセンシングと気候影響に関するシンポジウム，プロシーディング，ｐｌ４（9/21‐

２２）1998.

29．高薮縁,岡田格，商村民雄，河本和明，中脇映至，井上豊志郎，ＧＣＭ襲データを用い

た地表面短波フラックスの推定，雲のリモートセンシングと気候影響に関するシンポジウム，

プロシーデイング，ｐｌ２０（9/21-22)，1998.

30．秋山正寿，陳鋭，松浦直四郎，杉森康宏，余球に於ける海表面ＣＯ②分Ⅱﾐの見積もり

と解析，日本海洋学会春季大会，1998.
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31．大澤[笥瀧，秋''11}ﾐｽi，杉森b1〔宏，人工衛星データを使Ｉ１ｊした令球における人父(－海洋間

ＣＯ２ガス交換係数の兄枇もり，海洋学会春季大会，1998.

32．鈴木直弥，秋llIllMi，杉森Ｎｉ宏，江淵直人，波lIill勲ilijIIIi境界過程におけるlIili擁速度（u･）・

海上風速（ulO）特性に|則する研究，日本海洋学会ｲﾄﾞ季大会，1998.

33－橋本俊昭，ADEOS/OCTSllhi像のアライメントIWilli，’二１本写真測賦学会秋季学術;Ni波会，

1９９８．

34．三輪卓可，］二ili端，IVY本械物のスペクトルについての実験的考察；水ストレスを与えた

トウモロコシ，ダイズ葉の反射率と種々の生理物理{dの関係，Ｌ１本リモートセンシング学会

第24回学術識iiii公論文典，41-42,1998

35．三輪卓司，人賀`'Y彦，樹木葉のスペクトルについての実験的考察Ⅷ；反射・透過率と含水

率の００係，卜Ｍｘリモートセンシング学会第24回学術講演会議文集，243-244,1998.

36．三輪卓可，rilijlM，ｆｉＭＸ植物のスペクトルについての実験的考察Ⅱ；水と肥料ストレス

を与えたトウモロコシ，ダイズ葉の反射率と穂々の生理物理吊の関係，Ⅱ／|Kリモートセンシ

ング学会第251口Fit術iillijiH会i総文集，45-46,1998.

３７．－i輪卓司，人fY1X彦，樹木災のスペクトルについての実験的考察Ⅸ；反射・透過率と含水

率の'１０係のFi検Ｉｉｊ，｛二1本リモートセンシング学会第251ul学術誠演会論文災，47-28,1998.

38.丁貨瑞，三輪'１〔司，ｌｌｊＩＩＩ敬一，松岡延浩，今久，環境ストレスを受けた械物葉水分

状態の分光反射スペクトルによる評価，第１回環境リモートセンシングシンポジウム論文集，

１０７－１１０，１９９８．

39．三輪車可，樹水菜のスペクトルについての実験的考察；反射・透過ｷ<と含水牛<の関係の検

討，第１同環境リモートセンシングシンポジウム論文染，115118,1998.

４０石１１１峰，徳iil:祈弥，処石降太郎，いくつかの地衣状態の方向性反射率<の観測とその評価，

Ｉ｣本リモートセンシング学会学術講演会論文集，257-258（千葉)，1998.

４１．ＬｉｎＺｈｕａｎｄＲｙｕｔａｒｏＴａｔｅｉｓｈｉ，Changedetectionoffa｢mlandsbyneuralnetwork，

ProceedingsofthcAnnualConferenceoftheJapanSocietyofPhotogrammetryand

RemoteSensing,45-50（Chiba）Ｍａｙ1998.

４２．Cheng-GangWcn，RyutaroTateishiandChang-YaoWan９，LandcovcrcIassification

inAsiacｏｎｔｉｎｃｎｔｕｓｉｎｇＮＯＡＡＡＶＨＲＲ１－ｋｍｄａｔａ，Proceedingso「ｌｈｃＡｎｎｕａｌＣｏｎｆｅｒ－

ｅｎｃｅｏｆｔｈｅＪapanSocietyofPhotogrammetryandRemoteSensing，51-56（Chiba）

Ｍａｙ1９９８．

４３．KetutWikantikaandRyutaroTateishi，ＬａｎｄｕｓｅｃｈａｎｇｅａｎａｌｙｓｉｓｉｎＢａｎｄｕｎｇ

－５８－



(Indonesia）usingsateIliteimagesandgeographicdata，ProceedingsoftbeAnnual

ConferenceoftbeJapanSocietyofPhotogrammetryandRemoteScnsing，57-60

(Chiba）Mayl998．

44．WangChangyao，RyutaroTateishi，ＣｈｅｎＸｉｕｗａｎａｎｄＺｈｕＬｉｎ，Analysisofvegetation

coverchangｅｉｎＣｈｉｎａｕｓｉｎｇＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲｄａｔａ,ProceedingsoftheAnnuaIConfer‐

enceoftheJapanSocietyofPhotogrammetryandRemoteSensing，67-72（Chiba）

Ｍａｙ1998.

45．ChenXiuwamWanChangyao，RyutaroTateishiandWenChenggang，Development

oflkmlandcoverdatasｅｔｏｆＣｈｉｎａｗｉｔｈＡＶＨＲＲｄａｔａ，ProceedingsoftheAnnual

ConferenceoftheJapanSocietyofPhotogrammetryandRemoteSensing，９７－１０２

（Chiba）Mayl998．

46．連石隆太郎，鈴木努，衛星データを用いた穣雪分布モニタリングに関する研究，日本写

真測量学会年次学術講演会発表論文集，107-110,（千葉，5.19-20）1998.

47．朴鍾衣，建石陸太郎，時系列ＡＶHRRデータの楠iEに関する研究，日本写典iMlI量学会

年次学術講演会発表論文災，115-118（千葉，5.19-20)，1998.

４８．ＫｅｔｕｔＷｉｋａｎｔｉｋａａｎｄＲｙｕｔａｒｏＴａｔｅｉｓｈｉ，ＴｈｅａｐｐＩｉｃａｔｉｏｎｏｆＲＡＤＡＲＳＡＴａｎｄＬａｎｄｓａｔ

ＴＭｉｍａｇｅｓｆｏｒｌａｎｄｕｓｅｍａｐｐｉｎｇｏfmetropolitanarea，日本写真測量学会ｲﾄﾞ秋季術講演

会発表論文集，99-104（戒郁，10.28-29）1998.

49．Ｔｓ・Purevdo｢j，Ｒ・Tateishi，andRYokoyama，Theestimationofgreenvegetation

coverofsemiaridgTasslandsinMongoliaconsideringbackgroundrencctancecharac-

teristics，日本リモートセンシング学会第25回学術識淡公論文集，38-42,（Will)，1998.

50．樋口篤志，近藤昭彦，開發一郎，幾志新古，草地・水田でのアルベド・分光反射特性・地

表面フラックスの季節変化一衛星データを用いた地衣、フラックス算出モデル作成のための

薙礎研究一，日本リモートセンシング学会学術;#iii論文集，24,207-208,1998.

51．浅沼市男，松本，河野，ＯＣＴＳによるロンポック海峡沖の植物プランクトンliMiI111，日本海

洋学会春季大会，1998.4.

52．浅沼市男，松本，河野，レーザ励起蛍光から推定した光合成能力の日周変化日本海洋学

会秋季大会，１９９８９．

53．小松Illi矢子，高橋邦夫，変1}1嘉純，紫外線IX1射による反射および蛍光スペクトルの変動の

測定と比較，平成10ｲ|:度写奥iMlii学会年次学術繊淡公発表論文集，185-188,1998.

54．小松亜矢了，高橋祁犬，

トルの変動の測定と比較，

１７４，１９９８．

峰内健一，安田嘉純，オゾン暴露によるＬＩＦおよび反射スペク

平成10年度第19回レーザセンシングシンポジウムIz;倣集，173‐
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55．小松亜矢子，高橋邦夫，峰内健一，安田嘉純，オゾン暴露による植物葉の反射および蛍光

スペクトルの変動のillI定と比較，平成10年度写真ilIli(学会秋期学術講演会発表論文集，171‐

１７２，１９９８．

56．赤松幸夫，瀬戸烏政lWi，安田嘉純，熱画像を用いた柵造物内部の変状判別手法の検討，平

成10年度写真測蹴学会秋期学術講演会発表論文集，227-232,1998.

57．MuhamadSadly，安'１１嘉純，自己設定学習制御機櫛をもつ適応型ラデイアルベースネッ

トワークの研究，平成10年度写真iMll量学会秋期学術識演会発表論文集，335-338,1998.

58．小松亜矢子，安田嘉純，高橋邦夫，峰内健一，紫外線照射およびオゾン暴露による植物葉

のＬＩＦスペクトルの変動，平成11年度春期応lll物理学会関係連合講演会予識染，1999.

59．岡山浩，王利中，MeasurementofSpatialCoherenceDegradationbyTurbulence

日本リモートセンシング学会第24回学術講演会論文架，89-90（千葉，５月）1998.

60．HiroshiOkayamaandLi-ZhongWang，CoherenceofLightbyAtmosphericTurbu

lenceChamber，第１回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム論文集，79-82（千葉

大学）1998.

61．岡山浩，王利中，温度とエアロゾルのゆらぎによる光の空間コヒーレンス，応用物理

学会（東京理科大学）1999.

62．石山隆，徳江哲也，建石陸太郎，いくつかの地表状態の方向性反射率とその評価，日本

リモートセンシング学会，257-258（千葉，5.21-22）1998.

63．石山隆，田中壮一郎，加藤雅胤，内田清孝，111下安之，乾燥地に適した植生指数アルゴ

リズムによる人工衛星データ解析と評価，第９回日本沙漠学会，53-54（千葉，5.15-16）1998.

64.石I｣」陸，小黒剛成，」ﾐ屋渚，オーストラリア中央部の半乾燥地域の地表の方向性反射，

日本リモートセンシング学会，２７５２７６（京都，1126-27）１９９８

65．厳網林，黄少博，史中超，高解像度リモートセンシングデータによる都市住宅形態

の類型化一上海を事例として，地理情報システム学会識iiii論文集，ＶＯＬ7，７７８０，１９９８

66．池田卓，大沼一彦，Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間におけるカラースライドフイルムの色再現特性評

価，日本写真学会1998年秋期要旨集，100-103,1998.

67．斉藤和浩，蒔田剛（キャノン㈱ＣＸプロジェクト），大沼一彦，池田！;ハデジタルカ

メラーインクジェット系における色再現性向上に関する検討，日本写真学会1998年秋期要

旨集，120-121,1998.
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[４］国際交流

■４．１学術交流協定

4.1.1干葉大学環境リモートセンシング研究センターと中国科学院遥感応用研究所との間の

学術交流及び協力に関する協定

千葉大学環境リモートセンシング研究センターと中国科学院遥感応用研究所は，相互の友好

を深め，両機関の間の学術研究及び教育上の協力を促進する目的をもって，ここにこの協定を

締結する。

第１条千葉大学環境リモートセンシング研究センターと中国科学院遥感応用研究所は，相互

の学術交流を促進し，研究の発展を図るため，協力することとする。

第２条両機関の協力は，前条で規定した協力を促進するため，以下のような活動を通じて行

うこととし，その実施の詳細は，別途協議することとする。

（１）教官及び研究者の交流

（２）研究集会を含む共同研究計画の実施

（３）情報及び出版物の交換

（４）両機関で合意されたその他の活動

第３条この協定は，両機関の代表者の署名をもって効力を有し，その期間は５年間である。

また，有効期間は，両機関双方の合意に基づき更新することができる。

第４条この協定は，両機関双方の合意により改訂できる。

第５条この協定は，どちらか一方の書面による６ケ月前の通告により終了させることができる。

第６条この協定は，両機関になんら財政上の負担を課すものではない。

第７条この協定は，日本語及び英文で作成し，双方ともを正文とする。

、

1998年７）１１６日

安｛Ｊ１漁純

千葉大学

環境リモートセンシング研究センター長

1998年７月２９日

郭華東

中国科学院

遥感応用研究所長

■４．２研究者の国際交流

（外国人来訪者，滞在者）

汝金超

方凱

WilliamLEmery

石贋玉

中国科学院合肥智能機械研究所（中国）

中国科学院合肥智能機械研究所（中国）

UniversityofColorado（CＣＡＲ）（ＵＳＡ）

中['４科学院大気物理研究所（中国）

視察と共同研究

視察と共同研究

共同研究

共同研究打ち合わせ
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｣いり研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

視察と｣Lliil研究

非常勤研究且

１９９８．７－１９９９．３

共'１１研究

国際シンポジウム参加

国際シンポジウム参加

インドネシア大学（インドネシア）

LIl国科学院石家庄農業研究lｊ１ｉ（中国）

中国科学院遥感応用研究所（LlllIil）

中国科学院大気物理研究)ﾘｉ（lllllil）

ｒ

鈎
扱
Ⅲ
昨
肛

Sardy

広

国

録
良
標

モンゴル1創立リモートセンシング（中国）

NRSCMongoIia（モンゴル）

RussianAcademyofScienece

(ロシア）

IＲＳＡ/CＡＳ（中国）

Colo｢adoStateUniversity（アメリカ）

ＮＯＡＡ－ＮＧＤＣ（アメリカ）

UniversityofArizona（アメリカ）

ＧＡＵＨＡＴＩＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ（インド）

ＧＡＵＨＡＴＩＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ（インド）

ＫＡＳＨＩＭＡＳＰＡＣＥＲＥＳＥＡＲＣＨ

ＣＥＮＴＥＲ（インド）

コロラド入学（モンゴル）

ETRI111千通信研究所（鰍lIil）

ETRI1Erjm僧研究所（純lIil）

インドネシア陸水研究所（インドネシア）

インドネシア気象地球物FM行

(インドネシア）

中国水資源省（中国）

タイ気象庁（タイ）

TuyaSanjaa

Sodovyn・ＫＨＵＤＵＬＭＵＲ

ＮｉｋｏＩａｉＫｈａｚｉｎ

lK1際シンポジウム参加

|｣il際シンポジウム参jjI1

hJ際シンポジウム参IHI

国際シンポジウム参lllI

共|,Ｉ研究打ち合わせ

共lIjl研究打ち合わせ

｣Ll1iI研究打ち合わせ

LinJiyuan

DennisS.Ｏｊｉｍａ

ＣｍｉｓＥｌｖｉｄｇｅ

ＡＩＩｒｅｄｏＨｕｅｔｅ

Ａ・ＫＢＡＲＢＡＲＡ

ＭＥＥＮＡＫＳＩＤＥＶＩ

ＫＬＴＩＭＯＴＨＹ

共'’1研究打ち合わせ

｣いＩ研究

｣LlmI研究

研究会１１１席のため

研究会１１}席のため

ＴｏｇｔｏｈｙｎＣＨＵＬＵＵＮ

ＡｈｎＣｈｕｎｇ－Ｈｙｕｎ

ＬｅeJong-Hoon

llendroWibowo

UripHaryoko

研究会１１}席のため

研究会Ⅱ}席のため

ＣｈｅｎＭｉｎｇ

ＴｈｏｎｇｄｕｍＰｅｎｇｙａｉ

（海外派遣）

竹内延夫，（

４．２７

ＧＡＭＥ－Ｔ研究打ち合わせと観測器修理， タイ（バンコク，スコタイ），19984.22～

述石陸太郎，リモートセンシングによる全アジアの砂漠化調査とその数Ilh地|〕X1化に関する研究

のための現地調査，ロシア（カザフスタン，ウズベキスタン，トルクメニスタン）１９９８４．

２３～５．１２

新縢静夫，水文調査，［ｌｊｌＫ１（石家ｲI;腿業近代化研究ｌｊ１ｉ・jiil:研究所・西安水Ｌ保令研究所外）

1998.6.7～６．３０

ｌ０ｌｆ常源，水文調介，IlIllil（石家荘鰹災近代化研究Ｉｉｌｉ・jfil:研究所・西安水｜:保令研究所外）

19986.7～６．３０

近藤Ⅱ({彦，日中｣LlIiI帳北､lりｈｊの水循環に|則するミニワークショップ出席，Ｉ１ｊｌｌ４（人行山山地ﾉｌｔ

態研究所）1998.67～６．１３

本多溌明，研究打ち合わせ及び観測体制を調整するため，モンゴル（モンゴルｌｌｉＷ:リモートセ

ンシングセンター環境観illl所）19986.17～６２４
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梶原康可，研究打ち合わせ及び観測体制を調整するため，モンゴル（モンゴル国Iｒリモートセ

ンシングセンター環境観測所）1998.617～６．２４

Iljlll大地，シンポジウム|[I席香港（香港中文大学）1998622～６．２５

久世宏明，第19回レーザーレーダ国際会議に参り[I，米国（アメリカ合衆国海爾兵学校)，１９９８．

７．５～７．１２

竹内延夫，第19回レーザーレーダ国際会議に参加，米lKl（アメリカ合衆国海軍兵学校)，１９９８．

７．５～７．１２

建石陸太郎，研究資料収災，米国（国立地球物理データセンター)，1998.7.5～７．１３

本多嘉明，マンダルゴビの草地を観測するため，モンゴル（モンゴル国立リモートセンシング

センター）19987.15～８．１９

ilii村民雄，マンダルゴビ（モンゴル）においての観測および研究打ち合わせのため，モンゴル・

中国（中国科学院大気物理研究所外)，1998.7.18～８．５

梶原康司，マンダルゴビの草地を観測するため，モンゴル（モンゴル国立リモートセンシング

センター)，1998.7.18～８．１９

竹内延夫，観測装置の修理及び研究打ち合わせ，タイ（スコタイ・バンコク)，1998.7.18～７．２２

杉森康宏，第４回国際シンポジウム出席，会議迎営および成果論文発表，中国（T1jl;b海洋大学)，

１９９８．７２５～８．８

黄少博，ＴＭランドサットのデータ取得のため，中ｌｊｉ１（過感応用研究所)，1998.7.28～８．１

橋本俊昭，マンダルゴピの戦地を観測するため，モンゴル（モンゴル国立リモートセンシング

センター)，1998.7.30～８．２１

建石陸太郎，国際会議（ISPRS）参加，ハンガリー（ブダペスト）ドイツ（シュトットガル卜)，

1998.8.31～９．１２

新藤静夫，現地調査および研究打ち合わせ（中国における大気・水文環境変動に関する研究)，

中国（中国科学院新11111地理研究所外)，1998.9.7～９．２６

k１７常源，現地調査および研究打ち合わせ（中国における大気・水文環境変動に関する研究)，

中国（中国科学院新ｌＩＩ１地理研究所外)，1998.9.7～９２６

梶原康司，LandCoverGlobalValidationWorkshoplll席のため，米国（EROSDataCenteD，

1998.9.7～９．２３

杉森康宏，日本学術振興会セミナーに参ｊＵ，韓国（光州)，1998.9.15～９．１８

処石降太郎，日韓科学協ﾉJLli業セミナーに参加，鯨'1１（光州)，19989.15～９．１９

竹内延夫，大気環境のリモートセンシングに関する研究，中国（中国科学院大女(物理研究所

外)，1998.9.20～10.10

本多嘉明，中国西部環境と災宵リモートセンシング驍視技術事前調査，中'１Ｊ（|lil家リモートセ
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ンシングセンター)，1998.9.20～１０．１

高村民雄，中国における大気・水文環境変動に関する研究，中国（成都気象学院・蘭州高原大

気物理学研究所・敦蝋気象台)，1998.10.10～10.25

杉森康宏，海洋科学国際シンポジウムに参加，インド（国立海洋学研究所)，1998.10.10～10.17

本多嘉明，ＮＡＳＡの研究員と打ち合わせをし，ボリビアの草原の調査及び研究者に協力を要

請するため，ボリビア（サンタクルス)，1998.10.14～10.26

梶原康司，ＮＡＳＡの研究員と打ち合わせをし，ボリビアの草原の調査及び研究者に協力を要

請するため，ボリビア（サンタクルス)，1998.10.14～10.26

近藤昭彦，第６回UNESCO/ＩＨＰＲＳＣ会議出席および国際シンポジウム出席発表，韓国（ユ

ンナン大学)，1998.11.9～11.14

竹内延夫，ACE-ASIA会議出席のため，韓国（斉州島)，199811.10～11.13

建石峰太郎，アジアリモートセンシング会議出席，フィリピン（トレイダーズホテル)，1998.

11.15～１１２１

橋本俊昭，第19回アジアリモートセンシング会議にlLII席し，フィリピン大学のEpifanioLopez

氏と打ち合わせをするため，フィリピン（TradersHotel・フィリピン大学)，19981Ｌ１５～

１１．２１

梶原康司，第19回アジアリモートセンシング会議にＩⅡ席し，フィリピン大学のLailiNordin

氏と打ち合わせをするため，フィリピン（TradersHotel・フィリピン大学)，199811.15～

１１．２１

竹内延夫，気象観測装置の維持と観測，タイ（ピサヌルーク）シ・サムロン農業気象観測所，

1998.12.1～１２．６

橋本俊昭，「第７回熱帯生態系に関する地球観測地域セミナー」に講師として参加，ダッカ

（ダッカシェラトンホテル)，1998.12.5～12.13

本多嘉明，MODISのサイエンスチームに参加し，モンゴルサイトの衛星データを得るための

打ち合わせをするため，米国（メリーランド大学)，199812.13～12.18

梶原康司，MODISのサイエンスチームに参加し，モンゴルサイトの衛星データを得るための

打ち合わせをするため，米国（メリーランド大学)，1998.12.13～12.19

杉森康宏，共同研究のための会合，ロシア（極東大学，ロシア科学アカデミー海洋研究所)，

1998.12.20～１２．２２

竹内延夫，ライダーの調縦と設置，束アジアにおけるエアロゾルのライダー観測及び現地視察，

タイ（国立潅概局，タイ気象局観測所)，1999.1.5～ｌ」０

梶原康司，MODIS陸域サイエンスチームであるアルフレッド・ウェッテ氏をアリゾナ大学に

訪れ，MODISサイエンスチーム側が必要とする観測項目と我々の観測計画の擦り合わせを

行うため，米国（アリゾナ大学)，1999.1.14～１１９
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,iflj村民雄，ＣＮＥＳ12催の，国際会議ＡＬＰＳ９９に出席し，発表を行うため，フランス（メリー

ベル外)，1999.1.16～１．２４

近藤IIB彦，揚子江流域における1998年洪水被害状況の視察と関連データの収集，中国（北京，

イーチヤン，武淡，南京)，1999.1.20～１．２９

竹内延夫，研究打ち合わせ，ジャカルタ（インドネシア人学外)，1999.214～２．２１

水郷千春，研究打ち合わせ，米国（パテル記念研究所)，1999.2.22～３」

岡村民雄，器材検定のための観測，米国（NOAANOAAMaunaLoaObserratory)，1999.3.

2～３．７

本多溌明，パイロットプロジェクトにおける本年度成果の把握及び今後の進展に対する助言を

するため，タイ（股業協同組合省国ﾆﾋ開発局)，1999.3.4～３．６

竹内延夫，東アジアにおけるエアロゾルのライダー観測とＧＡＭＥ－Ｔシンポジウムllj席，タイ

（シ・サムロング鰹業気象台，カンチャナプリ），1999.3.5～３１３

本多溌明，ＧＯＩＮ９９ワークショップ参加，米国（ハワイ入学，イースト・ウエストセンター)，

1999.3.21～３．２８

処石降太郎，ＧＯＩＮ９９ワークショップ参加，米国（ハワイ大学，イースト・ウエストセンター)，

1999.3.21～３．２５

近藤昭彦，AP-FRIENDandGEMEJointWorkshopに参加，発表，ベトナム（ハノイ），

1999.3.22～3.27

,iii村民雄，雲・放射ミッションに関わるＥＳＡとの国際協ﾉﾉの可能性調査，オランダ（ノルド

バイク），1999.3.28～４．１

本多嘉明，草原のモデリングワークショップ「CarbonchangebytheseenjointJapanChina‐

ＵＳ」に参加するため，米国（NaturalResourceEcoIogyLaboratory)，1999.3.31～４．６
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[５］教育活動

■５．１講義（大学院，学部）

竹内延夫

工学部画像工学科

自然科学研究科前期課程

｢リモートセンシング[:学」

｢隔測センサエ学Ｉ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別演習

Ⅱ」・「特別研究Ⅱ」

｢環境隔iHI論」・「リモートセンシングエ学」・「特別波llY」・「特別

研究」・「電子・光システム総合特別識義」（分担）

自然科学研究科後期搬梶

,1.Ｊ村民雄

普遍教育

自然科学研究科前期裸梶

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢隔測情報処理Ｉ」・｢特別jiHiWI」・｢特別研究Ｉ」・｢特別iijilqlⅡ」・

｢特別研究Ⅱ」

｢物質循環論Ｉ」・「特別iiiiiW」・「特別研究」自然科学研究科後期諜樫

久世宏明

自然科学研究科iiiWl裸胤！ ｢IjMilIセンサ三[学Ⅱ」・「特MII演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別演習

Ⅱ」・「特別研究Ⅱ」

｢応)Ⅱ環境光学」・「特別波習」・「特別研究」・「111ｒ・光システム

総合特別講義」（分担）

Ｆ１然科学研究科後MII裸臓

三輪卓可

自然科学研究科前Ⅲ|諜礎 ｢像質科学」・「特別淡稗Ｉ」・「特別研究Ｉ」

本多嘉明

自然科学研究科iii〃1諜侭

普遍教育総合科'１

｢像情報処理Ⅲ学」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

建石陸太郎

理学部

自然科学研究科前期採穐

自然科学研究科後期灘臓

普遍教育総合科Ⅱ

｢リモートセンシング概論」

｢隔測情報工学」・「特別研究Ｉ」・「特別iiiiiWI」

｢隔測情報ディジタル解析論」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

新藤静夫

自然科学研究科前)UliI料111 ｢水文地質学（春j0j2Ili付)」・「特別iiiHW（皿ｲＩｉ４ＩｌＷ)」・「特別

研究（通年９単位)」

｢地球物質循環論、（祥期２１１１位)」・「地域多様ﾔｌｉ科学城iW（通

イド211i位)」・「特別iiiiiIY（j、年２１１１位)」・「特別研究（in､ｲ１２２単

位)」

自然科学研究科後１０１鍬「111

－６６－



杉森康宏

｜訓然科学研究科前期課ﾄﾞ1ｉｌ

Ｒ然科学研究科後期雛朧

東海大学・海洋学部・Ｊ１；

常勤講師

）j(都入学・水産学部・集

中講義

｢海洋のリモートセンシング（秋季２単位)」

｢環境情報システム科学」

｢流体力学」・「海洋物fll1`､]た」・「海洋のリモートセンシング」

｢海洋のリモートセンシング」

近藤昭彦

普遍教育

呰遍教育

同然科学研究科前101課$!『！

｢地球科学Ｂ－環境II1j報科学人l1Ij-」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢水又地形学」

梶１m〔旗,１

１:学祁

自然科学研究科前期諜梶

呰遍教育総合科目

｢データベース」

｢環境データ解析」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

女'１１嘉純

ｌ:学部情報li学科

’1然科学研究科iiiijOl課朧

［|然科学研究科後側l諜滕

東京工業大学総合理':ｻﾞ：

研究科

｢物理情報工学Ｉ」・「パターン認識」

｢画像処理」・「パターン処ＥＩ特諭演習」

｢パターン処理」・「認識IIIifM科学総合特別講義」

｢センシングシステム特諭」

岡山浴

自然科学研究科前期諜縄 ｢隔測情報処理Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別演習Ⅱ」・「特別研究Ｉ」。
０

｢特別研究Ⅱ」

■５．２修士論文，博士論文

(博士論文）

指導教員

学ﾉﾋ氏名

論文題目

連石降太郎

松間典如（に1然科学研究科環境科`､』た叩攻）

傘球脚桃のlll1l412変動解析をl1的とした'１$系ﾀﾞＩｌＡＶＨＲＲデータの補ｌＥに関す

る研究

博｜：（Iγ､瞼）学位

脂導教員

学生氏名

論文題目

述行降人郎

温成剛（月然科学研究科環境科．､j/Ｗ攻）

LandcoverclassificationofthewhｏｌｅＡｓｉａｕｓｉｎｇＮＯＡＡＡＶＨＲＲ１－ｋｍ
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data

博一上（l:学）学位

安田蹴純

浅沼ＴＩjｿ）（Ll然科学研究科情報科学ql〔攻）

植物プランクトン基礎生産力モデルの研究

博上（I:学）

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

麦１１１溌純

士丼lli1雌（'二|然科学研究科情報科`､jとしI〔攻）

コンクリート柵造物のひびわれillI定のための画像処理

博-|：（［学）

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

(修士論文）

竹内延犬，久世宏明

上図哲iil（自然科学研究科像科学専攻）

浮遊粒子状物質の物理的性質に|則する研究

修了|了（I:学）

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

竹内延夫，久世宏明

岡沢lJM雄（自然科学研究科像科学呼攻）

指導教員

学化氏名

論文題目

学位

半導体レーザーとファプリー・ペロー共振器を用いたアセチレン分ｆの検出

修I目（l:学）

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

竹内延犬，久|廿宏明

近藤和弘（自然科学研究科像科学しり攻）

1.5似、帯ファイバーリングレーザーを１１]いた微最気体検111

修士（1:学）

指導教員

学化氏名

論文題目

学位

竹内延犬，久世宏明

只石杉（自然科学研究科像科学呼攻）

ライダー述続観測により得られた聾の特性

修｣：（l:学）

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

岡村以雄

H1丸災樹（自然科学研究科像科学(1)攻）

ＧＭＳ１Ｕ視域センサの感度変化の推疋に閲する研究

修士（l:学）

連行峰太郎

黒沢夕（自然科学研究科像科学(V攻）

指導教員

学/|｛氏名
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ＮＯＡＡＡＶＨＲＲ８ｋｍを用いた広域積雪分布抽出に関する研究

修止（工学）

論文題目

学位

本多嘉明

人}ｌ１圭一（自然科学研究科像科学専攻）

ＲＣヘリコプターを利用した現地観測システム開発に関する研究

修士（工学）

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

指導教員

学生氏名

論文題目

学位

安田嘉純

小松亜矢子（１２１然科学研究科認識情報科学専攻）

紫外線照射およびオゾン暴露による葉の蛍光および反射スペクトルの変動

修士（工学）

■５．３社会教育活動

5.3.1生涯学習

千葉大学の肱涯学習の一環として，千葉市の中学生を対象としてリモートセンシ

会を行った。

日時：１０月１７日午後１:30～４:３０

場所：千葉大学環境リモートセンシング研究センター

参llll者数：中学生２２名（天戸中学校，蘇我中学校，緑が丘中学校，緑町中学校，

校）

中学校の先生８名，計30名

中学校側担当者：千葉市教育委員会横田敬一氏，緑町中学校高野展先生

プログラム：

１:３０～２:00リモートセンシングとは処石降太郎

２:００～３:００Ａ班：実験赤外線カメラ近藤昭彦

Ｂ班：実習コンピュータで人1:衛星画像を見る黒沢他学堆

３:00～４００Ａ班：実習コンピュータで人工衛星画像を見る黒沢他学生

Ｂ班：実験赤外線カメラ近藤昭彦

４００～４:3０アンケートその他

トセンシングの学習

稲毛中学
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5.32マルチメディアフェア'９９ｉｎちばへの出展

1999ＩI：３)12611から2811まで|)Ⅱ催されたマルチメディアフェア'９９ｉｎちばにＴ･災人｡､１Aとし

て，当センターCEReSが111股した。場所は幕扱メッセＨａｌｌ４ｏ１ｉ(Ｉｉｌは『マルチメディアフェ

ア'９９ｉｎちば』火ｲj委貝公で，卜・iidの機関からl1Ii成されていた。Ｔ雄Ilj，Ｔ葉UIL，Ｔ蛸UiL教

育委員会，Ｔ･災I|j教育委しI会，Ｔ･葉商~[会議所，ＮＩｌＫ千葉放送川)，ＦＭサウンド下災，Ｔ･葉

Ｈ報社。Ｔ葉入学cERes以外の''１股はＮＨＫＴ葉支局，ＮＴＴ下乗丈ｌＩｌｉ，ＮＴＴドコモ，ＮＴＴ

データ，文部行メディア教fiillM苑センター，Ｔ･葉IIj教育委員会，敬愛入学ｌｘ１`!『館，束と，：菱

電機，１１本ilj女(，ｉｆ;《上迦など43機関であった。Ｔ･葉入学CEReSでは６ｍ×３ｍのブースをIMi

り，卜ｌｉｄの股,ｋをｉｊった゜

・パネル７枚……各教貝が腿１１Ｉしたリモートセンシング紹介および研究紹介の腿'八11111111像をＢＯ

サイズのパネルにしてＨ１股

.熟赤外線カメラによる顔の搬彩……顔，手足の上面温度がわかる熱亦外lIIli像の撮影は，ｒ供

にも大人にも興味を持たれた。

・パソコン３台による千葉の術jl1lllli像の表示……Landsat画像で↓,LるＴ葉のIIlIi像は多くの人の

興味を引いた。

…噂

PilW『櫛

1.,■iIiil螢

－７０－



[６］センターの行事

■６．１センター主催のシンポジウム

6.1.1「雲のリモートセンシングと気候影響に関するシンポジウム」

気象研究所JACCS蠣務局と共催，1998年９月２１日，２２日

場所：気象研究所講堂

出席者：８１名

識波数：２７（含枅待講波）

地球温暖化に係わる問題は，ＣＯＰ３にあるように人間活動による炭酸ガス等の温暖化女(体が

主要な問題として取り上げられている。一方，温暖化に伴う地球一大気システムのレスポンス

については，ＧＣＭなどで検討されているが，まだ十分なコンセンサスを得られる段階にない。

この肢大の要因の一つは，モデルにおける雲の取り扱いが不十分なことによる。

雲を伴う地球一大気系のフィードバックメカニズムは極めて複雑であり，様々な研究が，雲

自身の微細構造からシステムとしての働きまで，衛星データ解析，航空機・地上観測，理論的

解析など様々な手法を用いて推進されている。本シンポジウムは，雲の気候との関わりの観点

から「雲の気候影縛」に的を絞って行われた。

浅井前千葉大学環境リモートセンシング研究センター長の州待講演「妻と気候と衛星観ilU」

をはさみ，２日間に亘り26編の一般研究発表があり，活発な議論が展開された。シンポジウ

ムでは，リモートセンシング手法を用いた雲のiil剛，航空機による直接観測，衛星データ解析，

GCMを用いた温暖化実験における雲振る舞いなど，広範な話題が提供された。中でも近年問

題になっている「日射の異常吸収」について航空機観測グループから，「検|[)できなかった」

報告があり，注目を集めた。

発表要旨は，終了後プロシーディング「雲のリモートセンシングと気候影響に関するシンポ

ジウム」としてまとめられ，関係者に配布された。

6.12第１回水文過程のリモートセンシングに関する研究会

第１回水又過程のリモートセンシングに関する研究会を千葉大学理学部付属海洋生態系研究

センター小湊実験場において８月２９日13:00～30日12:00の日縄で開催した。今後も継続して開

催し，水文学におけるリモートセンシングの役削について考えていくことを予定しているが，

今回は２１世紀を目前に控えた現在，“水文学が次に目指すもの，，について議論を深める'三Ｉ的で，

泊まり込みによる討論会を開催した。リモートセンシング・ＧＩＳは解くべき課題があってこそ

の技術であるので，対象としての水文学全般についての研究課題を議論し，その中からリモー

トセンシングの役1ｌｌ１ｌの模索が試みられた。

総勢22名の参ｊⅡ者の元で討論が進められたが，岐初に名i1r1盛入学大気水圏科学研究所の福

嶌義宏教授に“今，水文学にとって何が問題だろうか”という題で基調識jijiをいただいた。福

嵐教授は日本の水文学を取り巻く“科学界”の'１１１題，今後の水文学の発展｣zに横たわる問題，

将来に向かっての願望に関する;雌演の後，ＳＶＡＴｓ（SoilVegetationAtmosphereTransfer

Scheme）ができ｜Zがるまでの膝史的過程を例に，世界の研究蒜がどのような展望を持って研

究を推進し，モデルを作り上げてきたかという点を強調された。この後，参加者が各自の(W[門
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分野について現在の問題点および２１世紀に向かう研究の展望について講演を行い，それに対

する議論は夜半まで続いた。

２１世紀は様々な環境問題が具現化する世紀だと言われている。その中でも水循環・水収支

の変化は盗源としての水IHI題，食糧問題，化活環境への直接的影響に関わるiii要課題である。

CEReSで扱うリモートセンシング・ＧＩＳもフィージビリティー研究の段階から，実際に役に

立つ技術へと発展していく必要がある。結論は直ちに出るものではないが，リモートセンシン

グ・ＧＩＳ研究を２１世紀の環境研究に向けて位置付けるために今回の研究会における討論は意義

あるものであった。

6.1.3衛星観測による草原植生モニタリング（GrasslandVegetationMonitoringbySatelIite

Obsewation）

開催期|Ｈ１､Ｉｚ成10年12月１０日～平成10年12月１１日

参加者日本人66名，外国人８名合計72名

この国際シンポジウムでは以下のことが繊論された。陸域の３分の１をしめる草原植生は森

林植生よりも環境条件が厳しいところに分布しており，東アジアにおいて多くの国際的なプロ

ジェクトが草原植生の環境変化モニタリングに努力していることが分かった。国内外の研究者

による16のプレゼンテーションを通して，個々に展開されているプロジェクトの概要・科学

的な論点が明確になった。グローバルスケールに展開している大規模なプロジェクトから地域

的なプロジェクトに至るまで十分にその成果を連携させることにより，より商い目標に到達し

得ることが判明した。しかしながら，各プロジェクトの連挑を図る場合に問題になるのは，デー

タ量の膨大さ，あまりにも多様なデータの種類が混在していること等である。この分野におい

て近い将来，データークライシス・ソフトウエアクライシスが現実のものになる。分散型のデー

タアーカイブやデータ処理などのを手がかりに，ネットワークを利用した協力体制の構築が唯

一の解決策であることに参加者の意見が一致した。

実現したとしても，ネットワークによって結びついた協力体としての共通の目標設定などを

どのようにして行うかなど多くの問題が残っている。本シンポジウムに参加した研究者やプロ

ジェクトはこの点についてインターネットなどを利用して今後議論を続けることにした。

■６．２CEReSシンポジウム

前年度までの共同利111研究報告会を発展改組し，共同利１１]研究を母体に，センターの研究に

関連する研究を広く募集し，第１回のシンポジウムが1998年12月８日（火），９日（水）の２

日間，けやき会館で80名余の参加者を得て活発な発表と肘論が行われた。

第１に1CEReS環境リモートセンシングシンポジウムプログラム

日時：1998年12月８日（火）１０:00～１７:0０

１２月９日（水）１０:00～１６:４０

場所：千葉大学けやき会館

挨拶環境リモートセンシング研究センター・センター長安田嘉純
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（都市化，土地利用，水循環）

１．洪積台地における都市化に伴う水循環の変化

近藤昭彦，西山淳、（Ｔ･葉大学CEReS，．千葉大学自然科学研究科）

2.1:地利用変化に基づく微地形・地盤・地震被害の推定

中井正一（千葉大学工学部）

３．東北タイの地理情報データベース構築と農業的土地利用可能性の評価

山、康晴（僅林省国際農林水産研究センター）

４．AModelofWaterBalanceinYanjiOasis,XinjiangChina

ZhaoJing-Fengo，HidekiNagashima.，andTakashilshiyama.．

（･TokyoUniversityofFisheries，・・ChibaUnive｢sity,CEReS）

５．インドネシア，西ジャワ，Ciliwung-Cisadane流域における土地利用変化に伴う水収支の

変化

アグンプデイハルト，近藤昭彦≦，佐倉保夫｡。

（千葉大学自然科学研究科，・千葉大学CEReS，・・千葉大学理学部）

（砂漠化）

６．中国ムウス砂漠の砂漠化・緑化地図の作成に閲する研究

佐々木直人，小林達明，上山明良，楊劫｡，目向榮.｡，蘇世平．｡，蓼汝

巣…

（千葉大学園芸学部，。内蒙古大学，・・陳西省治沙研究所，…クイーンズ大学）

７．モンゴルの耕作地の検出の問題点

阿子島功，ｉｌｒ谷尊彦｡，白石典之.．（山形大学，。千葉大学理学部，・・新潟大学）

（画像解析・データベース）

８．Statisticaldataanalysisonwindvelocityforusefuldatabaseconstruction

m栗正章，桜井裕仁．（千葉大学理学部，・千葉大学自然科学研究科）

９．ＧＭｓ赤外・水蒸気画像によるチベット高原東方の上層雲日変化の解析

児玉安正.，高橋美奈子.，中井専人.．（･弘前大学，・・防災科学技術研究所）

10．雫間周波数髄域における回転不変モーメント量を用いるリモートセンシグ画像の教師付き

テクスチャ分類

奥村浩（長岡技術科学大学）

11．分光反射係数i剛定による水稲収量の推定

谷本俊明（広島県立農業センター）

（輝度温度分布）

12．複雑地表面の熱収支を推定するにはどこの地表面温度をllllればよいか？

菅原広史（防衛大地球科学科）

１３．１ｺI視・赤外リモートセンシングによる地表面の乾湿状況の推定手法のＬＡＮＤＳＡＴ／ＴＭ画

像への適用

西山淳，近藤昭彦。（千葉大学自然科学研究科，。千葉大学CEReS）

14.ＮDVIと輝度柵度に見られる地表面の特徴

松田咲ｆ，人手信人，西１１１顕郎（京都大学大学院農学研究科）

１５特別講演（111『間）水収支と植生の季節変化

野上道男（都江入学理学部）

（エアロゾル・ライダー）

16．多波長ライダーによるエアロゾル観測と術ji1データの人気補正
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久llMilﾘ|，竹内延犬（Ｔ葉入学CEReS）

17．アジア地域におけるエアロゾルキャラクタリゼーションとライダーネットワーク

竹内延夫，久世宏Iﾘ１，愚リ文澗（千葉入学CEReS）

18．化学紺成分析に｣肉づく大女(エアロゾルの光学的特性の推定法の検Ｉｉｌ

太１１l幸雄，反谷川就一，池内和泉（北大l:学研究科）

19．対流閥エアロゾルのキャラクタリゼーション

Ｉ|｣1［茂，三浦和彦（来乃(理科大学）

20．CoherenceolLightbyAtmosphericTurbuIenceChamber

HiroshiOkayamaandLi-ZhongWang（ChibaUniversity,CEReS）

（水域）

２１．Mappingo「Ｉ､donesianShallowWaterBottomTypesUsingLandsatTM

KatsutoshiKozai（KobeUniversityofMercantileMarine）

22．術A1機i1iR海色センサによるﾉﾑ礎生産力の推定について

浅沼IITｿ）（海洋科学技術センター）

23．ＧＰＳとマイクロ波放射iilで得られた可降水ＩＴＩの比較

器崎博之，木村>;<｣沙).，Ｌｌｌ川清隆..，岡村民雄…（群｣M;人学，・筑波大学，．.’:越教

行人学，…千葉大学CEReS）

（植生）

24．ＮＯＡＡとＧＭＳによる中Ilil，華化F原の植生・水分状態風の推定

近藤ＩＩＢ彦，新藤繍夫，１１１ｉ常源.，佐倉保夫.．（千葉大学CEReS，．千葉大学月然科学

研究科，．．Ｔ･葉大学FM学部）

25．環境ストレスを受けた植物葉水分状態の分光反射スペクトルによるiiilililli

1：１１１端，三輪I;〔司.，IlIlll敬一，松岡延滞，今久（Ｔ･災大学|判芸学部，．Ｔ･雄大

学CEReS）

26．森林女(象にljUする現地iiMil1Ⅲとモデリング

藤野穀（埼玉大学大学院理工学研究科）

27．樹木葉のスペクトルについての実験的考察

三輪卓剣（千葉人学CEReS）

28．」:地被楓メタデータベース

処ｲLi降太郎(千葉大学CEReS）

29．新しい'1Ｍﾐ指標ＮＡＴＶＳＰとｈＭ三被覆率の関係について

小１１(剛成，石111降．（広脇大学，・千葉入学CEReS）

30．光エネルギー1,tと生藤Niのil1生産能力

人frI.[彦，三輪u1inT（Ｔ葉入学理学部，・千葉大学CEReS）

閉会の辞Ｔ葉人学CEReS竹内延夫

■６３センター教員講演会（セレスの夕べ）

毎)］１１『’１，「CEReSの夕べ」と名｛､|けたセンターの談;ili会・研究jliiili公をｲｊっている。、lA成

９年度はこの場を利川して，７）Iから１１月にかけて，各教員，グループが1『っているセンター

プロジェクトー「リモートセンシングによる束アジアの環境変動地域のモニタリング」および
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｢データベース」－に関わる研究報告会を４回行った。

１９９８．４．２８

NonrecipmcalResponse

岡山浩

光の反射・散乱は普通に行われている現象である。リモートセンシングにおいても，太陽光

が地球表IlIiによって反射され，反射した光を人I:衛星が検出している。そこで地球衣i1Iiの粗さ

を人工衛星データによって解析するとき，太陽岡度の異なるデータが必要となる。この粗さの

解析は，光学で行われている手法とは検出器と光獅の関係が逆となっている。そこで光源と検

出器を入れ替えたときにreciprocityが成立するかどうか。これを実験室で測定を行った。そ

の結果，ｉｌｌＩ定面積が極端に小さいときは，Nonreciproca]Responseがﾉ|上ることが分かった。

この事実に関して実験結果を交えてお話しをした。

１９９８．５．２６

中国水文地理研究の概況

唐常源

一センタープロジェクトとの関わり一

アジア地域における環境変動の研究はCEReSの爾要研究課題の一つであり，環境変動に影

響する諸要素の中では水循環が鮫も雨要なものといえる。そこで，データベース部lII1ではセン

タープロジェクトの一環として，中国科学院水問題中心との間で，データベース櫛築を含む共

同研究を実施している。中国の地理水文学研究状況および問題点を明らかにすることは，日本

への影響も含む様々な環境IMI題の解決のために必須の事項である。中国の地理水文学の研究は

主に中国科学院及び大学で行われてきた。中国科学院に所属する地理研究所が中国分化で十数

ケ所以上あり，それぞれ地域特性に合わせ，研究を進めている。一方，中国の経済発展につれ，

地理研究所及び大学における地理水文学研究も大きく変わってきた。特に，地理水文学分野に

おいて，研究者らが共通のテーマについて，研究所間の連携を強めているが，中国科学院水問

題中心がその産物である。岐後に，現在実施している研究の現状，問題点及び中国研究所との

関わり方，将来展望などについて説明した。

１９９８．６．２３

人間活動による砂漠化程度の評価方法の検討一衛星観測による草丘および放牧圧の推定一

安田嘉純

内モンゴルホルチン砂漠では近年の人口の噌力Ⅱと生活水準の向上に伴う食糧不足，炊飯・暖

房用燃料の不足を解決するため，過放牧，農地iniiiMの増大などがもたらされ，結果として表層

砂の流動，砂漠化が問題となってる。ここでは，二k地条件と人間活動との関わりを明らかにす

ること，および砂漠化のモデルについての研究を紹介した。すなわち，気候学的アプローチに

よる対象地域の潜在的生産力の評価，衛星観測による現存の植生のﾉｌｉ巌力の評価，そして両者

の比較による砂漠化が進行している地域の検知，現在の土地利川形態は適正かどうかの検討，

人間活動のインパクトの検付などから，砂漠化程度を評価する方法について述べた。
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1998.7.13第１回センタープロジェクト報告

１．束アジア域の大気環境の変動

高村民雄

急速に発展する東アジアの大気環境の変動調査の一環として，中国におけるエアロソルの変

動調査の研究を中国科学院大女(物理研究所と共同で行っている。陸域エアロソルは，その起源

がいたるところにあることから時間的変動や地域的変動が強いことが予想されている。この様

なエアロソルの長期変動と季節変化を知ることが岐終目標であり，本研究では，最初にその推

定法の開発を行っている。

一方，この厩の広域の情報は衛星データから推定することが望ましいが，現状では困難であ

り，そのために本研究では日射の地上観測データを利用する。即ち，観illllされた直達日射扇と

散乱日射Ｈを利用する。アルゴリズムの基本は，ＩＭＩ犬時のこれらのlTtが大気中のエアロソル量

と水蒸気爪によって殆ど決まることを利用している。従って妥当な大気状態を仮定することに

より，これらの観測量を再現する最適な組み合わせが推定解となる。推定されたエアロソル量

の信頼度は，観測によって確認する必要があり，現在中国科学院大気物理研究所と共同で，中

国に数点の現地観測サイトを設けて観測中である。観測されたデータの一部は既に解析結果が

センターのＷＥＢ上で公開されており，中国内陸部の分布が日本などで観測される分布とかな

り異なっていることが明らかになっている。本研究は，現在中国を対象として解析が進んでい

るが，上記の２種類の日射観ｉＭデータがあれば推定可能であり，この手法を応用してアジア域

に解析範囲を拡大する予定である。

２．アジアのライダーネットワーク計画

竹内延夫・久世宏明

東アジア（東南アジアを含む）には，ライダー研究グループとしては日本では十数グループ

が，国外では６グループが従来から研究を続けてきた。これらは，中国：大気物理研究所（邸

全桓)，安徽光学精密機械研究所（胡歓陵，周車)，韓国：京(6)大学（ＣＨＬｅｅ)，Seoul大学

(S､Ｃ・ＹＯＣ､)，香港：香港市城大学，（ＡＹ､SCheng)，フィリピン：アテネオ・ド・マニラ

大学/マニラ親illlI所（ＭＣ､Alarcon)，である。この他に最近，韓国，Llj国等で新しい研究グ

ループが誕生している。また，日本からの海外援助予算（ＯＤＡ，その他）で，通総研（内モ

ンゴル/中科院砂漠研究所，バンコク／ＫMIT，インド東海岸)，通総研・気象研（バンドン／

ＬＡＰＡＮ)，ＮＥＤＯ（ジャカルタ/KIM-LIPI）が，設置している装置がある。日本の機関が設置

しているこれらの装置は，内モンゴルが黄砂を，ジャカルタが大気汚染を対象としている以外

は，全て成Iiii圏エアロゾルのiiMjllllを主目的としている。現在，東アジア地域の大気汚染は大き

な問題となっている。広域の大気汚染の導出には衛星データの利用が有効であることが想像さ

れる。しかし，陸上では地表iiiの反射が大気成分による散乱よりも大きいために，衛星データ

からエアロゾル凪を求めるには地表面のアルビードとエアロゾルの光学的性質の正確な情報が

必要である。とくに，後者は，ライダーデータを定職的に計測するためにも重要である。従来

からライダー研究を行ってきたグループは，エアロゾルの光学的ﾔkEiを求めライダーデータを

定量化し，衛星データを利用することを共同の目的として研究を進めることを計画している。

[後記］

エアロゾルの共同サンプリングとその光学的解析を1999年６月に実施することとなった。
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３．海色リモートセンシングによる東支那海・日本海に於ける基礎生産量の研究

杉森康宏

海洋における基礎生産量の把握は，地球環境を監視する上で重要な課題の一つである。その

中でも表Iiji付近の植物プランクトン量，つまりクロロフィル量の把握は，海洋表I圏付近におけ

るその生物活動が，我々が利111できる水産資源獄を規定するため，大変重要となる。

そこで，今|回1は対象海域を東シナ海および日本海とし，－次生産にかかわる生態系とＤＩＩ連す

る環境譜!【tと植物プランクトンの基礎生産力との関係を調べるために，過去に観測船で槻illIさ

れた，クロロフィル濃度，光合成有効照度，硝酸塩（ＮＯ３)，亜硝酸（NO2)，ケイ酸塩（ＳｉＯ４)，

リン酸塩（ＰＯ`）等の深度分nJを収集し，植物プランクトンの基礎生産力を広域的，かつ３次

元的に推定することが可能な「雅礎生産力モデル」を構築し，このモデルと，人]:術｣Iilより得

られるクロロフィル濃量（海色センサー/SeaWifs)，海面水温（熱赤外放射/NOAA/ＡＶHRR)，

海面高度（マイクロ波高度計/TOPEX)，海上風（マイクロ波散乱計/SMI）等の分ｲijデータを

統合することにより，広域的かつ３次元的な基礎生産量を推定する予定である。

４．アジアの土地被覆モニタリング

鍵石隆太郎

衛星データを利用して，全アジアの広い意味での土地被覆に側する情報抽出を追求しようと

いう研究を行っている。衛星データは，当面は主としてＡＶHRR，部分的にはLandsatなどよ

り高解像度の衛星データも利川する。将来はＧＬＬＭＯＤＩＳあるいはＳＡＲデータなども利用す

る予定である。具体的には次のような研究を行っている。（１）ある時点（年）における全ア

ジアの土地被覆の把握。これには土地被覆分類，ノ]別の植生被覆率の推定，月別の枇雪域の推

定などの研究が含まれる。（２）全アジアの土地被覆変化の把握。1982年以降利用可能な時系

列ＡＶＨＲＲデータの補正の研究を行っており，このデータ基づいて今アジアの土地被覆変化

地域の抽川を行う予定である。また，衛星データのみならず過去の調査結果，文献，地図を統

､合して，今アジアの砂漠化地似１６作成する予定である。現在までの成果は全球４分グリッドーヒ

地被覆分類データセットであり，次の１年以内に予定されている成果は全アジア30秒グリッ

ドニヒ地被覆データセットおよび企アジア砂漠化地図である。以上の研究は，文部省科学研究費

補助金基盤研究Ｂおよび国際学術研究，中核的研究機関支援プログラムによる外国人研究員

（COE分）招へい，カザフスタン植物学研究所と本センターとの部局間協定などのプログラム

により支援を受けている。

５．中国華北平原の水・食糧問題に対するリモートセンシング・ＧＩＳの応用

近藤昭彦・新藤静夫・唐常源

東アジアにおける解決すべき爾要課題の一つが中国，華北平原の食轍問題であり，これは水

問題とI間接関わっている。この問題の解決に当たって重要なことは，正確な現象認識にﾙﾋﾞづく，

適切なマネジメントである。中lIilは隣国であり，蛾北平原はCEReSにおける衛星モニタリン

グ可能な位悩にある。このような利点を生かし，1998年度より，蛾北平原における水循環の

実態認識に関わる日中共同プロジェクトを発足させることができた。このプロジェクトは日中

双方の水文，農業，林業の研究者が関わる学際プロジェクトであり，CEReSではＮＯＡＡと

ＧＭＳによる械生モニタリング，旱魅モニタリングを受信システムの述用開始後，継続して行っ
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ている。成果の一部はCOSPAR98名古屋大会で発災し，論文は印刷中である。このプロジェ

クトの岐終目的は水利11]に関するマネジメントの方法を提i；することであるが，“持続ﾛI能，，

という枕言葉を付ける場合は，その方法は水の節約以外に巷えられない。しかし，本プロジェ

クトにおいて華｣上､|Al;iのIF確な水収支を把握し，それにﾉﾊﾞづいて適切な水の利１１１に|則する定'１（

的な方策を提言することを目標として研究を進めるy定である。

1998.9.22第２１口1センタープロジェクト報告

１．インドネシア・ロンポック海峡沖の植物プランクトン観測

浅沼llj男

インドネシアのパリHbとロンポックバbとの間のロンポック海峡は，太平洋からインド洋へ流

れるインドネシアj､過流の一つの通路である。ロンポック海峡沖合のインド洋では，４))から

９)]の乾季は南東からの貿易風が吹き，１０月から３Ⅱの|｛j季では北西からの偏西風がI次ぐ海域

である。この海域において，インドネシアとの共同観測を実施し，植物プランクトンの増殖機

柵の解明を進めてきた。これまでの船舶による共|[1観測では，観測時期，観測日数が制限され，

１Ｍ[物プランクトンの墹殖機構を説明するに十分なデータが得られていない。

このような船舶による観測に対して，９６年11月からＡＤＥＯＳ（AdvancedEarthObservation

Satellite）搭載の海色センサーＯＣＴＳ（OceanColorThermaIScanner）による植物プラン

クトン観測の機会が提供された。また，海上風の分njがマイクロ波散乱汁NSCAＴ（NASA

Scatterometer)により提供された。これらのデータをもとにロンポック海峡沖のlWi物プランク

トンの増殖機構について論じた。

さらに，９８年３)Iの海洋観測１１$には，Ｏ｢bView-2撚11mのSeaWiFS（SeaWideFieldo「View

Scanne｢）との同期観測を実施することができた。船舶観iilllによる植物プランクトンの鉛両分

nj，栄養塩等の環境因子から，衛星により観測される衣liyiの植物プランクトン増殖機織につい

て論じた。

２．モンゴル現地観測１９９８－悪天候と戦いながら－

'１１本ｉｌｌｉ刀（本多雛ｌＵ１）

衛屋データによる全球レベルでの植物生産愚の把握をＨ的として，これまでモンゴル草原で

9A地観測を行ってきた。昨年の７月１５日から８月191二Iまで行った現地観illllではデータのサン

プル数や質において，これまでの観測より飛躍的に向上した。今回は本観jlllIでの概要（車両観

illll，ＢＲＤＦ観illII，バイオマス観illI，ＲＣヘリ観測，人文(liMi11I，土壌調査，１１Ｍﾐ調査，気象観測）

をＩＩＪ心に紹介し，これらの観測が如何に衛星による陸I1Iiliﾉ'１モニタリングにおいて有効である

かを述べた。例えば刈り取り観測とU1i鯛観測においては，分光反射率・lWiﾉI：被圏率・バイオマ

スデータから分光反射率を用いた広域でのバイオマス推定が可能となった。史に草丈を考慮す

ることにより高粘度バイオマスを推定できることがわかった。またＲＣヘリiiMiMでは取得され

る分光データの安定性やそのシステムの有効性を確魍した。ＢRDF観測においては，より短時

Ｉｌ１Ｉに赤領域・近赤外航域のＢＲＤＦ特性を示すデータをlMilllIf1jに多数取↑鼎することができた。

こうしたデータはＮＯＡＡＡＶＨＲＲをはじめとして，将来的にはＥＯＳ－ＡＭ１ＭＯＤＩＳなどの多

バンドセンサに適川でき衛展による樅ｌｌ２モニタリング分野に大きく寄与するものである。
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３．CEReS画像検索システム

hli少博

CEReSで開発した11W)11データ検索システムの柵成と利111方法を紹介した。このilM1i1データ

検衆システムは，５１MKセンター受信しているＮＯＡＡおよびＧＭＳデータに対して，アーカイ

ブシステム上における所在IIV綴とプラウズ画像をＷｅｂから検索・表ﾉj《することができる。ま

た，人！『(のデータのIjlrｲＩ２ｌＩｌ報は自動Ⅱﾐ成と転送プロセスによってデータベースにＩ２１ｍｌｌ人ﾉﾉする。

４．地理情報データベース

データペースー

近藤Ｍ彦

"地域の個性．を記述するデータベース，ＧＰＳ気象学可降水量

環境データベースとは個人あるいはグループの長期'１１１にわたって蓄iiIiされた絲験そのもので

ある。そのような観点から陸域の環境研究に役立つことが期待できるデータベースの構築を進

めている。代表的なものが（１）全１１t界の試験流域のデータを集めた流域水収父データベース，

(2)様々な現象の結果をシグナルとして含んでいる環境lijl位体のデータベース，である。こ

れらのデータは陸域研究において特に認識することがｉｎ典な“地域の個性”を,iLl述することが

できる"観ijlll事実`，のデータベース項目である。この研究はＵＮＥＳＣＯ/IＨＰのiiW勅の一つである

ＡＰ－ＦＲＩＥＮＤプロジェクトの活動として提案させていただき，アジア人､Ｍ:地域の環境研究

に役ｉｆてて頂くことを'-1棟としている。また，科振HfによるＧＰＳ女(象学プロジェクトに参加

させていただいて，今'11で約1000点のＧＰＳ観測点における水蒸気情報をデータベース化し，

環境研究に役立てることを|Ｔｌ的としたシステム櫛築も行っている。

５．エアロゾルデータベース

岡村民雄

大気放射研究部１１１では，エアロソルデータベースを構築１１』である。これはセンタープロジェ

クトである「東アジアの環境変動地域のモニタリング」に対応するエアロソルのﾉﾊﾞ礎データの

収災と，衛星データの太父(MiIlﾐを行うための資料を11)るのが}{目的である。このため，現在幾

つかの研究プロジェクトと内外の研究機関の支援のもとに，skyradiometerを中心とした観

il1llネットワーク（ＳＫＹNET）を構築中であり，既に一部で稼働中である。人文(補ｌＥや気候変

勅研究に必要となるエアロソルの基礎パラメータは，その光学的厚さ，ｉｉｉ散乱アルベド，粒径

分ｲijなどである。従来光学的IPさと粒径分布は，そのＪ１妥性から多くのモデルやiIMiN'|があるが，

術ji1データの解析とその検iilRを考慮した観測ネットワークは，地域的変動の人きなエアロソル

にとって重要なものである。また，エアロソルが温暖化に貢献するか寒冷化に頁献するかを決

めるｉｉｉ散乱アルベドや複索IiI1折率についての信頼できるものは現状では少ないが，幾つかの観

Ｉ11'|サイトではこれらも惟定する。

本研究で柵築されるエアロソルデータベースは解析後公|)Mを予定しており，ＷＥＢｌ:で外部

から簡tliに見ることが､J能となる。
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1998.11.4第３回センタープロジェクト報告

１．自然環境を構成する要素のグランドトゥルースデータの取得収集とデータベース化

三輪卓司

この研究は，１）リモートセンシングの高度利用に不可欠な，自然環境を櫛成する種々の要

素のグランドトゥルースデータの取得・収集法の検討と収集を行う事。２）既存のデータを含

め，データベース化の方法等を検討し，試験的なデータベースを作成する事を目的として，共

同利用研究を含めて実施している。

共同利用研究は，下肥の２件を実施している。

１：環境ストレスを受けたl1h物葉の反射スペクトル特性に関する研究

千貴端・中山敬一・松岡延浩ほか（千葉大学剛芸学部）

本研究では２種の実験を実施している。

Ａ：施肥量をて育成したトウモロコシ，ダイズに水ストレスを与えた試料，サンゴジニ，ユリ

ノキに水ストレスを与えた試料を作製し，生理物BM1iI【と反射スペクトルを並行してｉＭ定し，

１）反射スペクトルと良好なH1関を示す生理物理蛾，２）各生理物理量の変化に対応する要因

等を調べる事を目的として居り，研究経過のの概要を紹介した。詳細は，日本リモートセンシ

ング学会第25回学術講演会，CEReSシンポジュウム第１回等で紹介する。

Ｂ：雑草，クローペチモシに紫外線を照射した場合の効果を生理物理量と反射スペクトルを

並行して測定し，紫外線の効果を解明する事を目的として，1998年度より開始したのでその

経過を紹介した。詳細な報告は来年度の予定である。

２：半自然性草本群落の形成・維持に関わる光要因の愈義

大賀宣彦（千葉大学E１１学部）ほか３名

この研究は，放棄された畑を耕した後，土を飾った場所に，透過率の異なるネットを懸けて

試験地を作製した。定期的に，生育種，生育状態（密度，個体の大きさ等）等を調査する。ネッ

ト内の温度，人射光強度も述続的に測定する。また，試験lIIil場と少し離れて居るが，状況の似

た袖ヶ浦市の気象観測点のデータの提供を受け補助的に使用する。植物の調査データと日射量

等の気象データとの相UUljU係を調べ，光要因の意義を検討して居るが，その途中経過を報告し

た。詳細な途中結果は，CEReSシンポジュウム第１１回|で報告する予定であったが，理学部の

移転と重なり出来なかった。

以上の共同利用研究２件の外に，主として樹木葉のスペクトルについて種々な実験的検討を

実施して居り，その経過概要を報告した。これまでに，ｌ）樹木葉のスペクトルの測定法，試

料配置法等による変動，２）樹木葉のスペクトルの成熟過程，病気，虫害等による変化はほ

ぼ完了し，主として日本リモートセンシング学会学術識波会で紹介して来た。現在は，３）樹

木葉のスペクトルと水含ITtとの関係を詳細に検討して居り，途中結果を日本リモートセンシン

グ学会第25回学術講演会，CEReSシンポジュウム第１回等で紹介する。

２．中国における地上検証のための水文観測

新藤静夫・唐常源

（P､８３を参照）

一新弧ウイグル阜康河と河北省太行山一
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１９９８．１１．２４第４回センタープロジェクト報告

１．リモートセンシング手法による中国の大気汚染の研究の検討

竹内延夫

中国は東アジアにおいて大きなilli積を占める。また，浮遊粒子状物質（SPM）の環境基準

を大幅に越している世界のワースト３０の大都市のうち10都市が中国に存在する。２１世紀の前

半は，ＳＰＭの増加が続くものと予想されている。学術振興会の短期派遣研究者として，９月

20日～10月１０日の３週1111，中国に滞在し，大都市７ケ所を訪問し，大気汚染の観点から情報

を収集した。訪問した９)]～10月は１年中で一番気候が良い（仲秋の名月はこの'1$期）時期

で大気汚染の見学には鮫も適さない時期であったが，lillTIJからの汚染の排出が彫郷している状

況や，また黄砂が大きな彫縛を及ぼし，乾燥期には彩轡が大きいことが分った。実際に汚染状

況も雨が降ると非常に軽減されるようである。中国では，観測値等のデータの人手が|’N難であ

ることを実感した。

２．ＧＭs－５受信データの応用について

岡田格

大陸・海洋と大気の熱交換は気候に大きな影響を与えるが，大陸規模での地衣ＩｌＩｉ熱収支は未

だ定騒的によくわかっていない。そこで，地表面熱収支の中で大きな部分をiITめる日射扇につ

いて，千葉大CEReS高村・岡田，東大CCSＲ中島・河本，環境研究所・高薮，および，気象

研究所・井上のグループはＧＭＳ－５のデータを用いた推定を行っている。

本研究では雲の分類において，ＧＭＳ－５の特徴を生かして’’四ｍと１２ノリ、の2波及から巻雲の

検出をしたことが従来のISCCPの雲分類方法とは異なる点である。従来の一波及の温度から

決める方法で中層・下1㎡に分類される雲のいくらかの部分は，今回，巻雲に区分された。１９９６

年の毎時一回のデータを解析し，ｋ１首，中層，下層，および巻雲に分類したそれぞれの雲に対

して光学的厚さを推定した。この光学的厚さと雲lilに」Ifづき放射伝達モデルからＨ射}尚を得た。

'二1射最推定値の評価はあまり進んでいないが，つくばでの観測値との比較では，推定値の方が

少し大きな値を取る。今後，’１｣国・モンゴルでの観iⅢＩ![との比較を元に改善を'一|指す。

１９９８．１２．２２

ヨット型自己移動ブイを利用した植物プランクトンの鉛直分布観測計画

千賀康弘

人工衛星による海色リモートセンシングから植物プランクトン分布を推定する過程では，植

物プランクトンの鉛Il1I方向での分布を把握しておくことが不可欠である。現状では鉛直分布は

船舶観測によってのみ得られている。これを安Iil1iに効率的に実施するための手段として，無人

で航行して観測し，データを通信転送するヨット型自己移動ブイを考案・試作した。このブイ

の可能性と今後の展望について紹介した。
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１９９９．１．２６

大気放射・大気補正関連プロジェクトの研究経過と計画

,珊村民雄

人気放射研究分野では，３つのコアを中心に研究を推進している。即ち（１）衛星データに

よる放射収支の研究，（２）地上観測ネットワークによるエアロソルのモデル化の研究，（３）リ

モートセンシングによる雲水屋，水蒸気凧の推定法の|)9発研究，である。従ってこれらの研究

を－つにまとめると，エアロソルと蜜が放射に与える彩騨評価ということができる。

（１）の研究は，又祁宵科研費重点航域研究の一部として|)M始され，ＧＭＳ－５データからこれ

を推定しようとするものである。特に地表面での彼は，水術環，１１Ｍ具に人きな彫僻を与えるこ

とから，商いWiljliの推定が求められる。しかし可視域においては，狭帯域データから金波長へ

の変換，２方向性反射*<の未知などの'１１１題，赤外域では曇八Fの地衣温度の推定，雪庇高度の

未知などの'111趣があり，これらの問題について現在研究I|｣である。

（２）では，放射収支に与えるエアロソルの最的評１１Ⅱと|(1時に，人気補'１{のためのデータ収

災が瓜典な'二Ｉ的である。刈視域における衛星データの人文(補IFの'111題では，術)'１データに|可期

したエアロソルIitが必須となるが，光学的厚さが薄い場合には衛星観i'''1から求めることは極め

て附難であり，地MlMil(ﾘから求めるしか方法がない。このための槻iⅢネットワーク（ＳＫＹＮＥＴ）

を束アジア（中凶，モンゴル)，東南アジア（タイ）に柵築中である。

（３）では，地上，航空機，衛星リモートセンシングによる塞水}it及び水蒸女(}itの推定精度

を|(リ１２させるのが'1標である。これらの鼠の内，雲の稚勁はﾇ(険変動にili饗な役割を果たすと

考えられている。しかし，その基礎!i(である雲水戯の*,Ii度さえ不十分である。本研究では，こ

の観点からマイクロ波ラジオメータを１１)いた地上観測，航空機観illlを行い，アルゴリズムの改

騨の研究を行っている。またＴＲＭＭ搭叔ＴＭＩデータの解析を並行して進↑jLI』である。

1９９９．２２３

１．レーザーレーダー関連プロジェクトの研究経過と計画

竹内延夫・久１Ｍ宏IﾘＩ

アジアのライダーネットワークの概要については，７）１１３１」に述べた。今１１１|は，その研究

この位iiHづけと経緯について述べる。アジアのライダー研究グループとのjLlIil研究の構想は

1997ｲ'三初めから検Ii'され，1998年１)]の「大気補正」にⅡQするセンターニ12催のIIJ際シンポジ

ウムの際に第１In1のライダーデータの交換会が行われた。その後国際科学研究311の申請が採択

されなかったために，具体的な共|司観illIは行われないままであった。そのIHI，Ｔ･雄大学ではエ

アロゾルのサンプリングとその分析，分析結果からエアロゾルの光学的性衝の禅１１}法，その結

果をﾊ}いたライダーデータの精密解析法の－方式をほぼVjlめた。この手法を標準として，１９９９

年６）]にサンプリングを行い，８月末のSeoul大学における第２回目のライダーシンポジウム

で今後のiillIhiを検`lＩするＦ定となっている。

２．地上からのエアロゾル観測と人エ衛星データの大気補正

久ｌｌｔ宏明・竹内延犬

地上iiliHl1器により，アジアの数地点におけるエアロゾルの化学組成がlﾘIらかになりつつある。

これから成分の複索Ｉ１Ｉ１折率が分かり，また同時に粒径分布が分かる場合には，球形粒子を仮定

－８２－



したミー散乱の計算を行うことにより，地上における消散係数が波長毎に定まる。こうした地

ｋｉ;ＭＩＩと多波長ライダーによる計測を組み合わせることによって，高度プロファイルまで加味

した対流圏エアロゾルの光学特性が導出できる。この手法を，千葉地域を初めとする束アジア

の各地域におけるエアロゾルの特性評価に応用する。また，衛星飛来に同期したライダー観測

を通じて，衛星データの大気補正アルゴリズムへのエアロゾル高度プロファイルの組み込みに

ついて研究を進めている。放射伝達コードMODＴＲＡＮの修正により，周辺ピクセルによる

にじみ効果の補正を取り入れる方法について考えるとともに，エアロゾルの散乱特性を直接的

に考慮するにじみ効果補正法についても検討を進めている。

(特別寄稿）

中国における地上検証のための水文観測

新藤静夫｡，唐常源

１．はじめに

中国の環境変化はいわゆる“人躍進時代，,に始まり，岐近の“改革開放時代”を迎えて加速

的に進んでいる。すなわち農業地域，工業地域，都市域などの拡大や，それらによる自然環境

へのインパクトは著しくかつ広域化している。

平成７年４月，当センターの発足とともに主要プロジェクト課題として「リモートセンシン

グによるアジアの環境変動地域のモニタリング」を設定したが，その企図はLILIlIilをＩＩＪ心とする

束アジアの環境変動はわが国の環境問題にとって，’11〔接的にも間接的にも遍妥なかかわりがあ

り，リモートセンシング技術を活用してこれをモニタリングする意義は大きいという視点に立っ

ている。しかし地球科学的環境問題の場合，リモートセンシングの強みをより強力に発揮させ

るためには地上検証は不可欠である。

筆者らはその主旨のもとに事前調査として文部省在外研究「創造開発研究」により，まず先

方関連機関への協力依頼とカウンターパートとなる現地研究者との協議を行い，ついで地上検

証地域の設定をおこなった。その後逐次センターr猟（佼費)，奨学寄付金を投入して現地調

査および観測を開始した。調査は人きく，定点観測と移動観ill1からなる。前者について次の２

箇所を設定した。

１）太行山山地生態研究所試験流域（河北省）

試験地は図の中央部に位漬する石家荘（シーチャチョワン）の西約50kmの111中にある。

２）阜康荒漠生態系統観測試験場（新彊ウイグル月治区）

試験地は新彊ウイグル自治区の阜康県にあり，犬Il1llI脈に発して北流するＩｉ１康河流域にあ

る。

｜芒記２機関はいずれも中国科学院傘下の研究所であるが，先方の全､i的な協ﾉﾉを得ている。

上記の定点観測地の他に移動調査・観測を行った。その主な行程は以下のiUqりである。この

↑j梯で行った作業は衛星illi像と地形・地質との対比，地下水・湧水・河川水の採水，土地利用，

植生状況（特に荒漠化状況，塩分集積状況）の記iliRである。

①ウルムチ（新弧地理研究所)→トルファン→クチャーアクス（新掴地理研究所分室)→カ

シュガル（1996.10.28～１Ｌ９）

*平成11年３月をもって千雄大学を定年退官
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太行11Ⅱ11地生態研究所試験流域（河北省） １１１M〔荒ｉｉＭＩ態系統観測試験場（新ililウイグル自治区）

②石家荘（農業現代化研究所，華北平原，太行'11)→ウルムチ（新彊地理研究所，ウルムチ

河氷河研究所)→西寧，ゴルムド（ゴルムド河，ｉ\海湖)→ラサ（水利研究所，ラサ河，ヤム

トック湖)→広州（中111大学）（1997.6.29～7.19）

③石家荘（農業現代化研究所，華北平原，太行山)→黄｣二高原（山西省水上保持科学研究所，

中国科学院安塞水土保持総合試験所)→蘭州→敦煙→トルファン→ウルムチ→阜康（新彊地

理研究所阜康荒漠生態系統観測試験場）（1998.6.7～6.30）

④徐州（雨水利用国際会議１１席)→ウルムチ（新illl砂漠・地理研究所)→トルファン（新魁ウ

イグル自治区吐魯番地区水利庁)→石家荘（太行'１１山地ｌｌｉ態研究所試験流域）（1998.9.7～9.26）

２．主な成果

１）太行山山地生態研究所試験流域対象地の概要

中国河北省と山西省にまたがり，華北平原を縁取るようにして南北に続く太行111脈の緩傾斜

部は農地，放牧地，薪炭/'二産地として長い間，森林資鯨やﾆﾋ地資源の収奪的利用が続けられて

きたため，著しく荒廃化が進んでいる。

年間降水量は平均500～600mm程度と少ないが，時には集中的な豪雨が発生し，二k砂流亡に

よる傾斜地農地の破壊，ｔ石流の発生，植生の破壊を

もたらしている。

－万生活環境としては人行山地域は中国における典

靭的な貧困農業地域といえ，それからの脱却は農業を

めぐる社会経済問題とともに，疲弊した農地の回復と

それを支える利水環境の縦備にあるとして，省政府は

もちろん中央政府にとっての重要課題となっている。

太行山山地生態研究所は石家荘にある中国科学院僅

業現代化研究所と河北省政府の共同施設として設置さ

れたもので，主として腿作物の生産性向上に資するノバ

礎研究を行っている。

|篝ilii1iiiii蕊iII

研究目的

太行111地域は水文気象学的には中緯度半乾燥気候の

範畷に入る。また水文地質的学的には結晶片岩，ある

いは片麻岩類岩石を主とする不透水性岩盤地帯で，１｛
太行111試験流域

－８４－



として裂縫水を存在させる。山地部の表層土層は貧弱で薄く，保水性は極めて低い。－万地形

的に窪まったところや斜面下部には黄土層がやや厚く堆積していて農地として利川されている

が，傾斜地での土壌浸食が著しい。

太行山地域はこのような自然条件のところが多く，収奪的な農業生産活動はその環境悪化に

拍車を掛けてきたといえる。この地域を環境変動敏感地域として捉え，そのモニタリングフィー

ルドとして設定した理由はここにある。

観測結果例

①土壌水分

降雨浸透水による土湿のみの山地斜面部の体積含水率は常に低く，多くの場合３～５％であ

る。これに対して台地部では８～10％とやや高い。

畑地，果樹園への潅水は観測期間中（1998.8～19992）それぞれ１回ずつであったが，含

水率の高い部分は自然斜面が深度15cm程度に止まっていたのに対して，潅水地では30～50ｃｍ

まで10％以上，時に20％以上の値を示している。なお興味ある点として，いずれの場合も深

くなるほど含水量が低く，特に荒地の場合は深度100cm以深では終始１～２％と風乾状態にあ

る。これらの事実は通常の降水はそのほとんどが蒸発にまわり，地下水酒養はごく限られてい

ることを示唆している。

②降水量

現在のところ観測期間中の降水日数，降水鼠が少なく細部の検討は出来ないが，全体として

標高の高い地点で降水風が少ないという傾向が認められ，高度効果より地形効果の方が入きい

ことが示唆される。

③流出量

観測開始以来（1998.10～）の記録は地下水流出のみである。流出量は蒸発散が低ドする冬

季に増加し，春季から夏季にかけて減少する傾向が認められる。いずれにしてもその戯は20～

70Ｍ/seｃときわめて少ない。

２）阜康荒漠生態系統観測試験場

対象地の概要

胤康市はウルムチの東約60kmのところにあり，犬IIIlll脈の北麓に位置する。観測流域は標

１町1900ｍの天池から標Ilfli500mのジュンガル砂漠の縁にいたる延長約50kmの範Ⅱ}|にある。この

範閉の中に「森林帯｣，「草原帯｣，「荒漠帯｣，「砂漠帯」と明瞭な地域特性がみられる。犬山山

脈の山麓部は扇状地帯であり，昔日よりｌＩ１地から流１１Ｉする豊富な融雪水によってオアシス農業

が行われ，天山北路として栄えてきたところである。

いわゆる大躍進時代に人って，扇端部から砂漠地にかけた地域は屯田兵による大掛かりな開

拓が行われ，潅概水路の建設，アースダムの建設が行われ，大瀧概地が出現した。激概方法は

多くの場合，かけ流しの，いわゆる畝間潅概のため蒸発散が大きく，長年のIMIに塩分集積によ

る荒漠化が進行した。さらに下流部では地下水位も上昇した。衛星画像で白色に見える部分は

塩分集積地域であり，その下流部でやや暗色を示す地域は地下水位が高い地域である。観測拠

点とした阜康荒漠生態系統観illI試験場は流域の末端部に近いところにある。

研究目的

降水量の高度分布とそれに対応した土壌水分を迎続的に観測し，そららと植'１１分布との対応

を調べようとするものである。また拠点観測地では先方研究機関と協力して激概地での塩分集

穣機構を追究することとしている。

－８５－



なお地中への降水浸透を追跡するための手段として，

地Ｌｌ１温度計を雨量観測点と|可じ場所に深度別に役ｌｉＨし，

その変動を連続測定している。

観測結果例

①降水量

下図に示した降水記録にあるように，高度による差が

明瞭である．とくに森林帯である1,500ｍ以上とそれよ

り低いところの差が顕lifである。

②地中温度

地中温度記録の一部を卜に示す。９月１８日前後の地

温変化は明らかに降水の没透によるもので，維持管理と

経費が安価なこの方法が降水の浸透機構を追跡するのに

有効であることが示された。

鐸鑿簔iiiiliiHl鑿遙

阜康河流域側

３．おわりに

観測はようやく緒についたばかりであり，軌道に乗るのはこれからである。これまでの調査

経費は主としてセンター予算（佼費）と代表者（新藤）の研究室への奨学寄付金によって賄わ

れてきたが，代表者は平成11年３月をもって定年退官し，協力者の唐氏もセンターのスタッ

フから離れた。経理｣二これまでにプールしてきた奨学寄付金の直接使用は難しいとのことであ

るが，事務方の柔軟な対応をお願いしたい。
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[７］主要研究設備

■７．１新規主要研究設備

7.1.1衛星データカロエ演算システム

センターでは「術)ilデータ受偏・解析装置」で受

|府・－次加工した術１'1データを，「大容量アーカイ

ブシステム」にF|動保存している。さらに，センター

以外で受信された膨大な１，(の衛星データを１１]｣呈した

１１$系ﾀﾞﾘ全球データセットもllilシステムに保存してい

る。これらのデータは，11.J次の解析データではなく

環境解析のための素材として位置づけられる。－〃，

センター概設の高度隔ililM報処理装置においては，

広域の時系列データセットに対して適応可能な，ｉｌｉｊ

度な解析アルゴリズムが開発されている。衛堕デー

三亀凰二三

夕１１１１正演算システムは，この解析アルゴリズムを適川し，広域の時系ダリデータを－画して処理

する目的で導入された。これにより，広範な穂類のアーカイブデータについて，様々な妥求に

合致した処理が行える。さらに，水システムをjlnじ，学内外の研究者が処jDI1データや受信デー

タを既設のネットワークを介して利用することが可能となった。

本システムは，以卜゛の３つの装置で構成されている。

(1)並ﾀﾞﾘ演算処理サーバ……岡度な解析アルゴリズムを川いた演算負荷の大きな部分の処理を

高速演算機能を11]いて↑『う。UltraSPARC-II，ｊｉｉ;L'億４ＧＢ，9.1ＧＢＨＤＤ，ＤＬＴドライブ，

８ｍｍテープ，Ｃコンパイラ

(2)ディスクアレー……人容肚の広域衛昆データのiiKji〔処理中に使用するための,(li速人規模ハー

ドディスク。ユーザデータ保存用７２ＧB，術lil1Illi像処理用160ＧＢ

(3)１ｉｆ列演算処理クライアント……大量の人''１ﾉj処Ill1に対して分散処理を行う。Pentium‐

ＩＩ４００ＭＨｚ２０台

■７．２既設主要研究設備一覧

７２１ＦＴ－ＩＲ分光放射計

屋外において熱赤外放射スペクトル（２～ｌ４ｕｍ）を$|･川するこめの装置である。標準国黒

体とその温度制御システム，金反射拡:散板も装置に附属されており，絶対熱放射スペクトル，

分光放射率が計測できる。なお，感部の冷却には液体窄索を使用する。近く打ち上げが予定さ

れているＥＯＳ－ＡＭ１のＡＳＴＥＲをターゲットにした地|:検;l[川のグランドトゥルースデータの

取得に最適な測器である。今後，様々な物質の放射>#<のデータベース作成，放射*《の違いを利

１１Iした植生と土壌の熱亦外リモートセンシングにBLIするﾉﾊﾞ礎実験，等に利１１)していく-Ｆ定であ

る。

－８７－



7.22大気状態高精度解析システム

人工衛星によって取柵される広範囲の大気，地表mWj報を，より高品質の物理lilに変換する

ための地上支援システムであり，（１）大気状態観測装悩，（２）システム検定装櫛，（３）大気

状態集積装置の３つの小システムから構成される。各装悩は以下の機器からなっている。

（１）大気状態観測装置赤外画像作成装置

マイクロ波放射計蒸発散測定装置

オーレオールメータ（２）システム検定装置

サンフォトメータ野外分光測定器

直達日射計日射計検定装置

全天赤外放射計放射計検定装置

全天日射計マイクロ波スペクトラムアナライザー

全天分光日射計ディジタルオシロスコープ

積分散乱計（３）大気状態集積装置

エアロソル吸収iM定器データ収集・解析用計算機

放射温度計データ記憶装置

データ収集装置

7.2.3衛星データ受信及び解析システム

本システムは静止気象衛星ＧＭＳ（ひまわり）および米国の海洋大気庁が述用する極軌道気

象衛星ＮＯＡＡの受信・解析装置および受信衛星データ解析処理記憶装置より柵成され，アン

テナより受信されたデータを自動的に－次処理し，記憶装置に保存する。本装置はＧＭＳにつ

いては毎時，ＮＯＡＡについては１日３～４回受信し，受信データの映像化処理およびいくつ

かの物理量への変換処理を自動的に行う。そして，受|布された未処理データと処理後のデータ

は，平成８年度に導入された「大容量環境データアーカイブシステム」へ自動的に転送され，

大容量のテープへ保存される。ＮＯＡＡの受信範囲はIlLiOlIではバイカル湖やチベットの東端，

北はカムチャッカ半島，南は南シナ海までをカバーしている。システムのｲｶﾞ成と受信データ

の流れを概説する。受偏アンテナで衛星からの信号が受信され，受信されたデータは当センター

にある解析室内のダウンコンバータを経由してデータ処理用のワークステーションへ入力され，

iilii像化される。画像化されたデータは輝度値・アルベドあるいは表面温度などの物理品へ変換

し，さらにそれらを地図雁標へマッピングされる。一巡の処理済みデータはデータ解析用のワー

クステーションへ極送される。ここでは，必要ならば受信後間もない衛星データを直ちに解析

することも可能である。いったん解析用ワークステーションへ転送されたデータは，定期的に

｢大容最環境データアーカイブシステム」へ転送され保存される。以上の処理の流れは，一部

を除いてほぼ自動的に行うことが可能である。

学内外の利用者が本装'１Mで受信・解析され保存されたデータを利用できるよう，カタロクデー

タベースをWeb上で検索可能なシステムが柵築されている。

7.2.4大容量環境データアーカイブシステム

人1己衛星によりモートセンシングデータおよび現地観測データを利用した環境解析研究に便

)|Iする，大容量のデータ;｡録システムである。術A1データ受信及び解析システムで受信された
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衛厘データは，Ｉ÷1動的に本システムへ転送され，保存される。

本システムは，以下の装Iifから構成される。

（１）主データ紀録装価

岐大30OTBのi凪憶容litを行する。記録媒体には，非Ⅱ:縮時で50GＢの紀憶容IitをもつＤ３テー

プを使ＩＩＬ，2000本の媒体が|当1動倉庫に収納されている。｜皇1動倉庫内の媒体は，コントロー

ラ装置のデータベースにより，収納位置・使用状況等の怖報が管理される。

（２）主データ誕録行理・制御装置

涼｡憶容戯512ＭＢの４ＣＰＵ並列処理計算機システムに，階瞬型ファイルマネージメントソ

フトウエアを搭,liiする。本装慨により，アーカイブシステム利用者はデータ利１１１に際して個々

のテープ媒体を懲識することなく，一般的なＵＮＩＸのファイルシステムを扱うのと|`1棟の利

川形態をとることができる。

（３）商速外部泥憶装iUf

総容hilOOGBの窓Iitをもつキャッシュ・ファイルシステムで，主データ;｡録符理・制御装

置に接続される。imi頻度に利111されるデータは本装置｣zに記録され，好１口1テープ媒体を経''１せ

ずに高速に読みだしを行うことができる。

（４）ネットワークシステム

本システムは，100BASE/ＴＸによる高速ネットワークでドメインを形成し，ドメイン内で

のデータ取得はきわめて商速に行うことができる。また，衛星データ受偏・解析システムとは

FDDIによって独}Ｉしたドメインを形成して接続されており，受信された人１１(のデータが本シ

ステムに転送される際にも，ネットワーク負荷によってアーカイブシステムの利川が彩轡を受

けないように配噸されている。

7.2.5高度隔測情報処理装置

この装置は，人l:衛川{のIIlli像データ，地理情報，地｣二観測データなど人Iitのデータを効率的

に解析・処理するための装髄群で，次のような部分から撒成される。

(1)サーバ部：FujitsuS-4/２０Model612SX，主記憶192ＭＢ，136ＧＢＨＤＤ，１０カセット８

ｍｍテープ・オートチェンジャー×２，Ｃコンパイラ

(2)放射・散乱シミュレーション部：FujitsuS-4/２０ＭｏｄｅＩ６１ＳＸ，仏氾憶160ＭＢ，２８ＧＢ

ＨＤＤ，ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ

(3)広域衛星Ulli像処HM部：FujitsuS-4/２０ModeI61SX，主記憶160ＭＢ，２８ＧＢＨＤＤ，ＧＩＳ

パッケージ（ＧＥＮＡＭＡＰ）

(4)隔測画像悩報処即部：SiliconGraphicslndigo2XZ，主記憶64ＭＢ，ｌＯＧＢＨＤＤ，Ｃ，

FORTRANコンパイラ，lMi物成長シミュレータ（ＡＭＡP)，リモートセンシングIllli像処理

パッケージ（ＶＩＳＴＡ）

(5)周辺機器：カラーハードコピー装置，CANONPixelDio-S，ＬＢＰ（Ｕｎｉｔｙｌ２００ＸＬＯ－ＪＣＤ

ＲＯＭ普込技ｉｉｖｔＹＡＭＡＨＡＣＤＥ１００ＨＡ）

処理端木：PowerMac7700/ＡＶｘ４

7.2.6大気補正用地上設置ライダー

ライダー（Lidar,LIghtDetectionAndRnging，レーザーレーダーともいう）は，指iiI性

のよいレーザー光を人文(し|｣に11M射し，大気中の分子やエアロゾルによる後刀散乱光を人口径の
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91速鏡で受(高して解析する袋iivlである。環境リモートセンシング研究センターのライダーでは，

1064,ｍ，756,,,532,ｍ，および355,ｍの４波及をlIilll＄に射'l｝・iilil1ﾘをｲｊい，対流MHのエ

アロゾルについて波及依（jiﾔ|【まで含めた高度分布lIY柵がイリられる゜光ＩＭＩとしては，ネオジウム・

ヤグ（Ｎｄ：ＹＡＧ）レーザー1台から雄小波，２倍・３倍,rjiiilAl波を発生させ，また，別のネオ

ジウム・ヤグレーザーにより波及可変の固体レーザーの－祁であるチタン・サファイアレーザー

を励起して756,ｍをi\ている。それぞれの波長はパルスあたりｌＯＯｍＪから数100,Ｊのエネル

ギーを有し，繰り返しは10Ｈｚ，パルス幅は６，s曝度である。４波及のピームイモ（約30mm）と

方向を揃えて鉛１１`１１:〃にｌＭｌｌｌし，散乱されて戻ってきた光を０２i径80cmのニュートン)iu91遠鏡

で受光する。望のｲj11(などの条('|:にもよるが，地|:数下メートルから10km穐度までのエアロ

ゾルからの光を受けることができる。受信した光はlllji次，各波及成分に分けられ，」HLI1I1でも観

il(Ｉが11能であるよう卿,lの狭い（３，ｍ）フィルターをjUlnして光屯ｆ贈倍禰でｌＵｒｌバリに変換さ

れる。４チャンネル，２Ｇｓ/sの,1.J連デジタル・オシロスコープによって数ＴパルスのIYi猟､1A

均を行う。、1i均された波形（その形状から，Ａスコープという）はＧＰＩＢによってパソコンに

取り込まれ，処FMされる。｜ﾊﾞﾄﾉはバックグラウンドを適切に処理した後，人文(分「によるレイ

リー散乱光の成分を取り除く万人のライダー方程式の解法（FemaId法）によってエアロゾル

のプロファイルに変換できる。衛腿の上空通過にlqill0Iした観測を行うことにより，（耐頼ﾔ|:のi副

い人父(補IFを行うことが１１能となる。また，このようにして１１)られるエアロゾルのlI1fMを蓄積

することにより，エアロゾルの季節変化や[奇度変化など適切なモデル柵築のAli礎データが得ら

れる。

７２．７分光光度計・分光放射計等

1．紫外・可視・近亦外分光光度iiIPerkin-Elmerﾄﾞ|:製Ｌａｍｂｄａｌ９

185-3200ｎｍ：ダプルピーム分散型機器

（1-1）通常の透過スペクトル

（1-2）械分球による反射・透過スペクトル（11((射光はスペキュラー，反射・透過光は全角

度の光を災光してillIl定，つまり通常の意味での今拡散反射・透過スペクトル）この装置

では，試料が縦ｌｉＹきなので，粉体等の場合ガラス等のカバーがｆＩｌ火となる。

（1-3）拡散反射illI定装Ｉｌｒｉを１１)いた拡散反射スペクトル（照射光は装iivlの光`､jt系で決定され

るスベキュラー，反射光も装置で限定された染光角度の反射散乱光)。この装悩は透過

スペクトルの測定には実衝1名使用不可。しかし，試料を水平に配iYHするので，粉体等に

もカバー無しで使川できるが，短焦点の光学系を便)1]しているため，試料衣I11iの状況が

顕瞥に影孵し，ｉｌｉ現性のあるデータを取得するためには，試料衣llliの状況のlIj現性を得

るためのｌ:犬がｆＩ１欠である。

2．近赤外・[|｣亦外分光光度Ill･PerkinEImcr社製FTIR-2000

近亦外域ll5000cIIIl（667,ｍ)-400ｃｍ’（25000,ｍ）

中亦外域：5000ｃｍ！（2000,ｍ)-400cm-１（25000,ｍ）

シングルビームフーリエ変換ｌｉＩ

（2.1）通常の透過スペクトル

（2-1-1）錠剤

（2-1-2）液体

（2-1-3）２２ｍの及光路ガスセルを使用して，ガスの透過スペクトル
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(2-2）正反射スペクトル：角度'｡!I変正反射測定装悩を11jいて，30-70゜の正反射スペクトル

(2-3）拡散反射スペクトル

拡散反射測定波iiYiを用いて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトルこの装

置によるデータは，近赤外，特に10000cm-１（lOOOnm）から長波長側ではＬａｍｂｄａｌ９

によるデータよりはるかにＳ／Ｎが良い。従って，拡散反射で良い場合には，これでiIill

定するべきと思われるが，良い事ばかりではなく，重大な欠点もある。それは，シング

ルピームであるために，Ｉ）参照と試料を測定した時の測定室内の状況の11}現性が直接

データ精度に影弊する，２）拡散反射装置では蝿焦点の光学系を使用しているために，

試料表面の状況が顕替に影響する。これはＬａｍｂｄａｌ９の拡散反射測定装悩を使用する

場合と状況は同じである。

＊以上の２機種以外に，紫外・叫視・近赤外分光光度計は２機種，赤外分光光度ｉｉｌ･は１機種，

分光蛍光計１機顧等がある。

3．分光放射計

（3-1）１ｺI視・近亦外分光放射計AnalyticalSpectralDeviceslnc､製：ＦｉｅｌｄＳｐｅｃＦＲ：

350-2500,ｍ，シングルピーム３領域分割（１：350-1000,,,2：lOOO-1700nm，３：

1700-2500,ｍ）Ｉｔ１ｆスキャンニング

視野角；標準：２５．，オプションレンズ：５゜

標準白板:l0x10inches，２x2inchesの２種

人射光測定用アダプター：リモートコサインリセプター（平面に入射する全方向の光を

測定するユニット）

（3-2）熱赤外分光放射：|・GeophysicalEnvironmentalResearｃｈＣｏｒｐ・製：Thermal

lnfraredlntelligentSpectroradiometer（TIRIS）

2000-17000,ｍ：シングルピーム４領域分割'１，次掃引型，視野角：約30.,基準黒体

等のオプションは全く無し。

（3-3）可視・近赤外分光放射計阿部設計製：350-1200,ｍ：

約10年前導入機器:シングルビーム２領域分割１１|n次帰り|型

（3-4）スペクトロラジオメータ：可視赤外分光放射計：ＧＥＲ社（USA)，IRIS，MarklV

ilill定パラメータ：分光反射率測定波長：03-3.0ｍｍ

波長分解能：２，ｍ/VIS，４，ｍ/NIR,ＭＩＲ

モ－ド：デュアル

分光方式：グレーティング

電源：ＤＣ１２Ｖ＆６Ｖ

７２．８気象情報受信システム

本システムは，気象庁アメダス，気象レーダー画像，米国気象衛星（GOES)，ヨーロッパ

の気象衛星（METEOSAT）などをまとめて，通信術腿締山で配信しているデータをリアルタ

イムで受信し，表示，アーカイブするための装置である。これらのデータは，衛星データ受信

システムで受信されたデータの解析を支援するために，また，解析結果を検証するために利用

され，リモートセンシングによる東アジア地域の環境問題の研究の推進をはかっている。
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７２９野外型方向性反射観測装置

本装置は野外観測を目的としており，そのため装澗全体が可搬となるように設計した。セン

サーの軌道アームは組立式にし，かつ装置一式を一人で迎搬が可能である。観測ヘッドが軌道

を移動し（手動)，様々な観測角度（ほぼ半球を任意のステップで観測が可能）で同一の視野

の測定が可能である。センサーは超小型でファインダーはないが，その近傍に小型のピデオカ

メラを取り付け，観測視野のモニタリングを行う。また絞りを交換することによって観iIWI視野

の面積を変えることも可能である。また得られたデータはＰＣに取り込み迅速にデータ処理が

できる。なお観測のための電源はＰＣを含めて13.5Ｖのバッテリーで駆動する。以下に装置の

仕様を示す。

OceanOpticslnc．（ＵＳＡ)，PSD2000Type

測定波長：300nm-1100nm，波長分解能：2.5ｎｍ－１０ｎｍ

ＳｃａｎＴｉｍｅ：４０ｍｓ－４ｓ

測定パラメータ：ReflectancaRadiance

FOV：１２４degree

７．２．１０ＬａｎｄMasterシステム

ＬａｎｄMasterシステムは，グランド・トゥルースとして最も一般的に利用されている現地

写真に撮影位置，撮影方向，撮影日時を同時に記録できる機材と，これによって取得された画

像情報を自動的に地図上で管理できるシステムから柵成されている。さらに，ネットワークを

通じて広範囲に集められたグランド・トゥルース画像を相互に交換することも可能である。
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[８］組織・運営

■８．１予算

の共lnI61
日
】

四Ｗ

■８．２職員名簿

平成10年度の職日名節

センター長安田醗純

○センサ/人気放射研究部門

センサ研究分野

教授竹内延夫

助教授久世宏明

人気放射研究分野

教授高村民雄

○データベース研究部''１

環境データベース研究分野

肋教授近藤助教授近藤昭彦

識師梶１%〔康司

地理↑W報処理研究分野

教授新藤静夫

助教授(兼務）101『常源

データベース研究分野（客員）

客員教授Ｔ賀康弘

客員助教授戊淵市田

○地球環境ＩＩＩｉ報解析研究部''１

械生モニタリング分野

教授杉森康宏

肋教授本多鑑明

ｉｉｉｉＩＩ１ｉ橋本俊’１８

環境情報解析分野

教授三輪点司

助教授建石峰太郎

○データベース開発迎川部

教授(兼務）安川溌純

識師岡’'１（'ｉ

肋手イｉＩｌＩ峰
" ｈｆ少１W［
" ／１Ｋ郷千孫

技官池１１１１;［
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011項 予算額（千}ﾘ） 備芳

校１１１．旅費・施投縦鮒費等

奨学交付金

受托研究ＩＨＩ

氏lll1懇との共同研究iul

科．Pjt研究費補助金

ノー ｉ１ＩＵ

189,125

１２，１０９

22,668

15,814

１６，４４０

256,156

(受人件数）

101'|：

７('|：

５件

４件



■８．３運営委員会の記録

○､ljL成10年度の述憐姿１J会委11:f′i繩

千紫人,､jt環境リモートセンシング研究センター迎鴬委員会姿l｣名苅

１０．５．１現打；

｡[HＰＥ

鱗舎+笥割IZlL歴

引く蓋r栂

ＩＤ

○述鴬委員会概要

第11回平成10年５月ｌ日

義ｖｉ

ｌ・助教授の選考について，選考委員会の投簡が承認され，委員がiillllされた。

２．千葉大学環境リモートセンシング研究センター委貝会規程の一部が攻iピされた。

報告事項

①平成11年度概算要求について

②平成10ｲ1iIlUL同利用研究について

③常置委１１会委貝の週H1について

④民間等との共同研究の受入れについて

第12回平成10ｲl(6)１１９日

識IIJ

１．助教授候補者が選考された。

－９４－

獺Lii毒竺三FT＝
'〃 Kｂｊｎ信 総合情報処理センター長

′’ (）１鉢崎修弘 部教授

'〃 入野陸ｉＬｄ -1ﾕ学部教授

''

"

_上
竹 内 廷

久

夫

園砦学部教授

環境リモートセンシング研究センター教授

〃

''

''

"

imi付民雄

杉
一-一

森

輪

旗

!;』

宏

司

新麟聯夫

"

″

"

″

'' 千ｆＹ順弘 5.1～〃客！｣教授
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２．千葉大学他部局教員が環境リモートセンシング研究センターを兼務する際の職務内容

等が提案され承認された。

報告蛎項

①非常勤研究員の採用について

②CEReS環境リモートセンシングシンポジウムについて

③国際シンポジウムについて

第13回平成10年10月６日

識事

１．教授の選考について，選考委員会の設置が承認され，委員が選出された。

２．環境リモートセンシング研究センター教員会議規程の一部が改正された。

３．千葉大学他部局教員が環境リモートセンシング研究センターを兼務する際の職務内容

等について前回提案の一部修正案が承認された。

４．千葉大学CEReS中・長期構想案が承認された。

報告事項

①平成10年度予算配分について

②外国人研究員（COE）の招聰について

③外国人研究者の受入れについて

④研究生の受入れについて

⑤受託研究の受入れについて

第14回平成11年２月５日

識事

１．教授の選考について教員公募要領が承認された。

２．客員教授，客員助教授が選考された。

報告事項

①平成11年度共同利用研究の公募について

②自己点検・評価について

③研究生の受入れについて

④民間との共同研究について

⑤受託研究の受入れについて

－９５－
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竹内延夫
NchuuoTakcuchi

教授

19`１１，３３０生

TCI：Ｏ4３－２９０－３８４９

E･mKIi】：takeuchi＠ccrcS､c爪chiba蘂u・ac･ｊｐ

学歴：1963束京大学Hl1学部物El1学科卒

業，１９６５束京大学数物系研究科催

士課程修了（物理学Ｗ攻)．１９６８束

京大学理学系研究科１０士蝿腿修了

(物理学専攻),理学１W士

職歴：1968束京大学物性研究所助手．

l971コロンビア大学助手‘１９７３カ

ナダ国立科学院１W士研究回，l975

lR1立公害研究所（UJI則、屑１１m研究所）

室及，1992.1干葉大学映像剛ilIll研

究センター教授．1993-9`１１町セン

ター長,1995現戦

所IHI学惚会：日本物理学会,ＯＳＡ（米国

光学会)．日本応111物理学会,』}測自

動制御学会．日本リモートセンシン

グ学会,写真剛lit学会．レーザー学

会,日本分光学会,’三1本負(蚊学会，

海洋理工学会，日本光学会，Ｉ]本エ

アロゾル学会

専門分野：大気のリモートセンシング

研究テーマ

センサIMI姥.大貸(光学/大気放射/大父(Ni正,衛星リモートセンシング

主な発衷趙文

oCKDIibrntionofthclidnTMe鯛urcmcIutofTroposphe｢icAcrosoIExtinction

CoC【ricicnIs,ＪｐｎＪ､AppI・Phys､３８No.1Ａ（1999）293-297.

･Fiel[1.ofvicwdcpcndcnceo「］i【l[ｕｒｓｉｇｎａｌｓｂｙｕｓｃｏＩＮｃｗｌｏｎｉａｎａｎｄCassc･

grainiantcIcscopcs,AppIicdOptics,vol37,（15),3128-3132（1998)．

･Sludiesonthespline「unclionordcrandTangcscIccliomiOrdcscTibing

aircra【tatlitudedata．Ｊ・JmpansocictyofPhotogrammctryanｄＲｅｍｏｔｃ

Scnsing･vol､３６，Ｎ０．５．４－１０．１９９７

･Ａｓｔｕｄｙｏｎｔｈｃ正lalivcoricntaIiomDf3-linescannerimage，Ｊ・japan

SocictyofPhotogrammelrymndRemoteSensingpvo1.36,No.２，２２－３０，

1997.

oMcasu｢℃ｍｅｎｔ｡「atmosphcricNO2coluIImdcnsitywitI1KiltPeaksoI5lr

fluXAⅡａｓａｓａｒｅ化rcnce･OplicalRcviewpvoMNo､ＩＤ（1997）240-2`15.

．TunabIcsoIid･statcblueIascrDIALsystemfOTNOzmonitoring･OplicaI

EnginccTingfbl,35(8)2371-2375（1996)．

･High-sensitivedetectiono「traccgascsusingopticalhcに｢odymemethod

ｗｉｔｈａｈｉｇｈ「incsscintrn・calvilyrcsonatoT､OpticaIRcvicw,Vol’３(4).２４３－

250（1996)．

．Ｅ『化ctsolmiscstimatcdInr･endboundaTyva1uesonlwocommonIidar

invc応ionsolulions､ApplicdOIDlics､３３(27).6451-6456（1994)．

･FcaluresofOzomedistribulionObtainedfromNimbus-7TOMSData

AroundTyphooms・Adv・Spa“Ｒｅａｌ4/1,215-218（1993)．

．Ｍ系列擬似ランダム変調法によるレーザーレーダー応答のBi可曜分解､:１句｣ニレーザー

研究,２１(12)，1273-1278（1993)．

．Ｌ、励起ＹＡＧレーザーを光疎とする可搬型ライダーシステムの試作，レーザー研

究,２１(6)641-648（1993)．

iIRi村民雄

ＴａｍｉｏＴａｋｮｍｕＴａ

牧授

1948.11.5生

ＴＣＩ：043－２９０－３８４４

E･mail：takamum＠Ｃｅ｢℃acr・chiba・uacJp

学歴：東北大学大学院】111学研究科地球物

EI1学専攻,19士諜麗修了,、1学IUﾘ士

職歴：学術振興会奨励研究iii,防衛大学

校数学物理学教室地球科学科助手．

鋼師を経て助教授,アリゾナ大学大

気物理教室客貝研究ロ，1995現職

所IEI学協会：日本気象学会,I:1本エアロ

ゾル学会,日本写典測lil学会，米国

気梁学会。米国光学会

専門分野：気象学（大貸(放91学)‘大気

珂境解析

研究テーマ

璽・エアロソルの変助と大凱・地iAiへの形容評価

リモートセンシングによる大剥[１１の水蒸気,雲水量の推定

主な憂聖酋文

oS1Taliricalionandsizedislribuliomo「aerosolsretTievcd『romsimuuUl別nPoqUs

measure、entswithlidarba3unpbotometB｢,andanauTcoIcmetc凪Applicd

OPticsDVo1.37,No.６０９６１－９７００１９９８．

ｏＡｍｅｔｈｏｄｔｏｒｅｌＴｉｃｖｅａｐ舵cipitablewate「using8Imicrowavespectro・

radiomcleT.Ｊ･McLSocJpn・Vol､７４，Ｎ０．１，３７－４７．１９９６．

．SurinccrempCI詔nceinnnurbqnizedareawithsnowcoveri、“Snowａｎｄ

IccCove応：IntemclionswiIhlheAtmospheTeandEcosystcms鰊（EdalLG

JonesetaI.)．（pp､197-212).340pp,ＩＡＨＳＰにss､OxlOrdshi唾（ＵＫ)，1994.

oTToposphcricacrosoIoplicaIpropcrtiesdcrivedfromIid団rOsunpbotometer

andopticaIparliclecounlermeasurementsAppIiedOplics、Ｖ０１．３３．Ｎ0.30,

7１３２－７１．１００１９９４．

･UpwardLongwavcRadiation「TomaNon-B1ackUrbmnCanopy，Bounda｢y‐

LayerMeleorologyoVo1.69.Ｎ０．３｡201-213.1994．

oSpectraI祀【Iectanccinanurbana祀a-AcascstudyfOrTokyopBoun｡a｢y‐

LayerMelcoT.,Ｖｏｌ５９ｐＮｏｌ０６７－８２，１９９２．



Ｍ３－２９０－３８

溢困Ｅ２１９８２理化学研

gｇ７－Ｂ８ＭａＸ－Ｐ司冊

ＤｒＯｕａｎｔｕｍＯ［

司研究昌．１９９５千浬:大学環鰯

攻官．１９７３米匝

研究員一ｌ９７５科学技術庁・圧

助教授．１９８０同教授

理I｡Ｔ苛勗疵

５回一F

－１００－

久世宏明

HiroakiKuze

助教授

１９５５．１．５生

Tel：０４３－２９０－３８３７

E-mail：hkuze＠ceres.Ｃ｢､chiba.u・ac・ｊｐ

学歴：1997束京大学理学部物理学科，

19B2東京大学大学院理学系研究科，

理学博士

職歴：1982理化学研究所流動研究員，

l984静岡大学教養部助手．1986

1可助教授，１９８７－８８Max-P1anck・

Institute［orQuantumOptics客

員研究員，1995干葉大学環境リモー

トセンシング研究センター助教授

(現職）

所属学協会：応用物理学会，日本物理学

会，日本リモートセンシング学会

専門分野：大気光学'大気環境計測

研究テーマ

･多波長ライダー等の地上センサによる対流圏エアロゾルの31.測と解析

･衛星データの大気補正のアルゴリズム

･大気微量成分計測用の光学センサの研究

主な発表鎗文（股近５年IMI）

・Sensitivityenhancementforacetylenedetectionat１．５“ｍｂｙｕｓｅｏｆａ

ｈｉｇｈ･finesseoplicalcavity,Jpn.Ｊ、AppLPhys.ｖ01.38,4946-4949,1999.

．Abso｢ptionspectTomctryoftracemoisturｅｉｎａｍｍｏｎｉａｇａｓｗｉｔｈａｌ３７１

nｍdistributcd-fcedbackdiodeIaseT，Jpn．Ｊ，AppI、Phys，vol３８，４７８８－

4793,1999.

oCaIibrationolthe］idarmeasurementoftroposphericaerosoIextinction

coefficients.Ｊp､.』・AppLPhys.ｖ01.38,293-297,1999.

･FieId-of-viewdependenccofIiｄａｒｓｉｇｎａＩｓｂｙｕｓｅｏｌＮｃｗｔｏｎｉａｎａｎｄＣas‐

segranianteIescopesAppIiedOptiｃｓｖｏ１．３７，３１２８－３１３２．１９９８．
．SimuItaneousobscTvationofaerosoIsintheplanetaryboundaryIayerby

usingkytoonandlidar.』・AerosoIScience,ｖ０１．２９，１２１５－１２１６，１９９a

oRotationaIlyexcitedNOmolecuIesincidcntonagraphitesuTface：ｍｏ]ec‐

u]arrotationandtTansIationalterscattcring･SurfaceScience，voI,３７４，

１８１－１９０，１９９７．

･MeasuTementofatmosphericNOFcoIumndensitywithKittPeakSolar

FIuxAtlasasareference,OpticaIReviewvo１．４，２４０－２４５，１９９７．

．NOmonitoringbyatunabIesolid･stateUVdial･AdvancesinAtmospheTic

RemotcSensingwithLidar（Springer,BcrIin),419-422,1997.

．ＬＯＷＴＲＡＮ－７ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎｏｆａｍｕｌｔｉｗａｖeIengthlidaTappIiedtothcatmo-

sphcriccor紀ctionofsateⅡitedata・AdvancesinAtmosphericRemote

SensingwithLidar（Springer,Berlin),７５－７９１９９７．

・ConstructionofamultiwaveIengthlidarsystem［OTsaleuite-dataatmo-

spheTiccorTection・AdvancesmAtmosphericRemoteSensiｎｇｗｉｔｈＬｉｄａｒ

(Springer､Berlin),71-74,1997.

・Measurementandanalysisof1aterallOrcesbctwcenmagnetsandhiｇｈ‐

TcsupeTcoIuductors.』．Appl,Phys.ｖo1.77.770-778.1995

杉森康宏

YasuhiroSugimori

教授

1938.5.17生

ＴｅI：０４３－２９０－３８５８

E・maiI：sugimori＠cer℃S・cr､chiba-u・ac､jp，

QWLO2211＠nifty･nejp

学歴ｘ大阪大学大学院工学研究科。

１９６８．理学博士

職歴：１９６８束京大学海洋研究所助手．

文部教官，１９７３米国テキサス農１２

大学研究員，ｌ９７５科学技術庁・国

立防災研究所研究室長，１９７８束海

大学海洋学部助教授，1980同教授

中国・青島海洋大学・客員教授，チ

リ国・コンセプション大学・客貝教

授

所属学協会：ＰORSEC（PacificOcean

RemoteSensingCon[erence）会

艮,海洋蝿工学会元会長，ｕ本海洋

学会評議員，日仏海洋学会評議口

専門分野：海洋物理,海洋リモートセン

シング

研究テーマ

･人工衛生観測による海洋現象の解析研究一海流,風浪Ⅲ海_ｆ風

･気候変動に関する熱量・運動量・炭酸ガスフラックス等の大気・海洋間の相互作用

の研究

･海洋汚染の拡散の研究一原油・放射能の海洋拡散についての研究，

主な発表鎗文

・ホワイトキャットの海面被遡率と風速.その他の物理的要因との相互関係，Ｊ，Adv、

Mar、Sci・Tech.，ＶＯＬ３，No.１，１－１０，１９９７．

．Ｔｈｅ40.50Dayslnl｢aseasonalOscillationoftheGeostationaTyMeteoro．

IogicalSateⅡitelIighCIoudAmount､JtheKorCanEnviro,Sci,ＳＯＣ.,６１９－

633,1996.

・InvestigationofMesosca]cFronls，EddiesandUpweⅡｉｎｇｉｎｔｈｅＣｈｉｎａ

ＳｅａｗｉｔｈＳｔｅⅡitedata，Glo・AtmOceanSyslem，VoI,３，２７３－２８８，１９９５．

．ObservationsofeddyfieIdsintheNorthwestPacificbyusingGeosat

altimetry，SeibutsuResearchPress，SatellileRemotcScnsingoftbeOceaｎ

Environment，１３２－４３，１９９３．

・Lagrangianmotionsandglobaldensitydistributiono［noatingmattcrin

theoccansimuIatedusingshipdTiｌｔｄａｔａ，Ｊ・ofPhys・Occanogr，Ｖｏｌ､２１，

1２５－１３８０１９９０．

・Ｄｅｃａｙｏｆｗａｒｍ･coTeringsbasedonobscrvationsofavaiIabIepotential

eneTgy,Deep･seaResearch,Ｖｏｌ､３，Ｎ０．１１/12,1577-1599,1986.

著笹

･応用画像解析（海洋のリモートセンシング鶴)・共立出版，1981.海洋環境光学，東

海大学H1版会,No.８，１１４－１１８，１９８３，９

･海洋リモートセンシング,共立出版，１－３４３．１９８２

･海洋力学通為（訳),黒船出版,1-263,1981



本多認IH

YoshiakiIIonda

助敬授

1960.2.184ｋ

ＴＣＩ：Ｏ４３－２９０－３８３５

Ｅ･maiI：yhonda＠cerus・cr･chibih.u,iIcjp

職歴：1991年lOjl来((入学群I｣助牧授

生産技術研究所に採川（1993(l【３

）lまで）l993lF4jllUi浜脚立大学

螺師環境科学研究センターにbRNl

（平成1995年３)lまで）l995IM

H千雄大学助教授碩境リモートセン

シング研究センターに採川（現在に

至る）

所属学会：［1本写奥測ht学会．’111；WJJ貝

測lilとリモートセンシング学会，［１

本生態学会

社会活動：［1本写瓜HIIul学会`ｉｆ遡委11,

ロ本リモートセンシング研究会

（JARS）幹OII災．ASTERscience

tcamメンバー（ERSDAC)，地球

観測委貝会委Ｕ（NASDA)．科学技

術会義専門姿11,科学技術磁興'１１業

mIili略的脇礎研究地球田塊変動のメ

カニズム研究代及荷，.j2iliUll苑11粟

剛;平価委貝会地球ijlillI部会l2II（

研究テーマ

liilkリモートセンシング,柿112リモートセンシングの現地凋介下法.衝111地'二検舐

:iiiililliijljIiMliiillilili灘Ｉ
鯛鱗蝋蝋繍:蓋，ど川:::し
､騰鰈dlf凡脳淵鵬劉MP継馴ｉＩⅢ…｜
･『Ph･［･……Rcm゜１．s…v･'…Ｍ'…-2"’

主な著書

・地球大地図館共著小学鮒1996.11.

．リモートセンシングから見た地球廼境の保全と開発此将束ﾙ(人学Ⅱ}版会１９９５．
１１．

．図解リモートセンシング共Ｉｉｆ平成４年11月１日社IJI法人11本il1ld協会Ａ４判．｜

絶画数312頁．

、ApplicationsofRcmotcScnsinHinAsiaandOccunia-ImvironmcntaIl
ChangeMonitoring-jtlIfl991ＡsosiationolAsianRcmolcSCnsmRアジア.’
レターサイズ.総画数372画．

・AnAnaIysisofGIobalEnviTonmentbySatcIIilcRc

PopuIationCanthcEarthFccd？－此粋1990．lDcvclo

MilsubishiResearchlnstitute,Inc･Ａ４判,総ロ数23[〔，

KAsakura，Ｓ,Goto．

ｍｏｌｃＳｃｎｓｉｎＲ－Ｗｂａｌ

ｐｍｅｎｔｌ〕IanningSec．

Ｓ･Ｍｕｍｉ，Ｙ，lIonda，

ｌｗｌ…,。

|鑿蝋…

研究テーマ

衛凪【由i像の幾何補正・衛ji1画像の傲定・ＤＥＭ

主な発表鎗文（最近５年ＩＭＩ）

・バンド間レジストレーション誤差をｲ丁する画像からのＮＤＶ】Ｆ１〔111に対する内挿法

の効果,写真測吐とリモートセンシング.ＶＯＬ38.Ｎ0.2.ｐｐ､６１－６５．１９９９

．’、tcrpTetabiIityorGcographic】nformationIromlliHhRcsoIutionSaIellite

lmages、ProccedingslntcrnationalWorkshoponMobiIcMappingTech．

、oIogy．Ｐ１－４，１９９９

・ＡＤＥＯＳ/OCTS画像のアライメントMilI{・日本啄只閥I11il学会秋季学iW鋼波会，1998

oDEMGcnerationIromSlcrcoAVNIRlmaRcs，ProcecdinRBoI32nd

COSPARScientincAsscmbIy，１９９８．

．Ｒｉ解像度画像のＧＩＳへの趣１１１性の検;１.写真測倣とリモートセンシング．Ｖｏｌ､３７．

No.５．ｐｐ６３－６９．１９９８

・外部標定の原理を用いたADEOSiIiI81の」it動推定.写典測１８tとリモートセンシング．

Ｖｏｌ３７．No.６．ｐｐ４－ｌ３，1998.

．ステレオＡＶＮＩＲ画像からのＤＥＭ抽出．１１本リモートセンシング学会鐘．Ｖｏｌ17．

Ｎｏ５ｐｐｐ９０－９３，１９９８．

．ADEOS/OCTS[由i像の輔密幾何llilI2怯.写典測1Ktとリモートセンシング，Ｖｏｌ,36,

Ｎ０．５，ｐｐ,４２－５１，１９９７．

．レーダ画像の外部標定．１１１本．'j:奥測Ｈ学会秋季学術恥iii【会，1997.

．GcometricConsiderationo｢ImageComposilcforWHctMionSIuｄｙ－ＮＯＡＡ／

ＡＶＩｌＲＲ，ＡＤＥＯＳ/OCTS･ＡＤＥＯＳ-2/ＧＬｌ－，Proccc〔linRsMl7tlllSPRS，Ｂ７，

ｐｐ、２７６－２８０，１９９６．

|学歴：l983東京大学I:学部二MSI:学科

｜卒業にⅢ学IwI
|職歴：1983迎輸竹港ifYI,)人行．1989

１来京大学'1擁技術研究所助手.１９９４
㈱ベーシック．l995T2iIi開発ＯＩＩ丈

田地球観測データ解析研究センター

|扇風鰹W'糊MilM鰹
|専門分野：`\貞測lnrit,リモートセンシ
’ング

r鱗鯛
主な著啓（最近10年1111）

.｢リモートセンシングハンドプック111本リモートセンシング研究会（1997）（共｜
藤）

.ｒわかりやすいリモートセンシングと地理愉報システム．Ⅲ本リモートセンシング

研究会（1996）（共藩）

･「図解リモートセンシング」(㈹11本写奥測餓協会（1992〉（j(符）

－１０１－



（輪Ili1j］

TdIkujiMiwa

1938.8.3生

紋授

ＴＣＩ：Ｏ４３－２９０－３８４０

Ｆ(hｘ：O43-290-3857

E-nIaiI：ｍｉｗａ＠cerescr・chib汁u・acjp

学歴：束北大学理学部化.ｉｔ科１９６１卒業，

ｌＩｕ上大学大学院剛や研究科化学岬攻

修ｔ潔程１９６３催「・DIu上人学大

学院理学研究科化学Ｗ攻ｌＵｔ蝿鷹

１９６６修了，１９６６醜学博I：

磁歴：米[副ミネソタ大学蝿学部化学科物

IW1化学研究室ResearchFeⅡ０Ｗ、千

無人や工学部調Mj（附川犬然色l了ｉｆ

研究施設),同助救授」【j1牧授，Ｔ鱗

人峨映像隔測研究センターに１９８６

艇iN極換，1995現轍に､11脚OA換

所凪学塩会：日本化学会．American

PhysicaISociety,分ｒ科学研究会，

１１本写真学会，ThcSociety「ｏｒ

lmaRingScienccandTcchnoloRy，

光化学協会．RoyaIIJho(ographic

Socicty，日本リモートセンシング

ザ公

平Ｆ１分野：リモートセンシングⅢ学．画

像I:学,映像工学，環境↑ｉ側．グラ

ンドトウルース

社会的活動：日本リモートセンシングザ

会,Ｎ１議貝

研究テーマ

・グランドトウルースデータのⅢiU収災とデータベース化

・リモートセンシングデータの田境科学への適用,環境fIOi細の解ＩＩＴ・;;ｻﾞ価

・画像型辿色機櫛の解Illlと保/jiﾔIH1iIIL像の化学的・物FiWj・ＩｉｈＨ的持ﾔI：

主な発袈輸文

・樹木災のスペクトルについての又峨的Jﾂ察；反射・透過;ｷ<と合水;ｷ<の１１０係の検,付，

節llOuI圃埴リモートセンシングシンポジウム讃文集,Ｐｌ１５－ｌｊ１１８（１９９８．１２９）

・環塊ストレスを受けた植物典水分状態の分光反射スペクトルによる`汗価．節ｌｌＯ１Ｉ

斑境リモートセンシングシンポゾウム鎧文典，P107-PllO（1998.12.9）

･樹木災のスペクトルについての火験的jﾂﾞ察；反射・透過;$<と念水;＄の関係のW験AI

［]本リモートセンシング学会鞆251【'］（1998年11月）学#j釧演会鎧文災.Ｍ７－ｐ４８，

（１９９８．１１．２７）

･草本械物のスペクトルについての火験的考察Ⅱ；水と肥料ストレスを'jえたトウモ

ロコシ，ダイズ蕊の反射:＃《と郁々の'IiFM物理量の関係．｝1本リモートセンシング学

会節251jｌｌ（1998年11月）WWJmiljI公縮文典,p45-p46（1998．ｌＬ２７）

･樹木jlmスペクトルについての災收的Jﾂ察：反射・透過;ｷ(と含水>+<の関係，［1本

リモートセンシング学会輔241'0１（1998年５月）学術鋼iiil会絢文ｌｌＬｐ２４３－ｐ２４４

（1998.522）

．i１１本械物のスペクトルについての文験的号察；水ストレスを'jえたトウモロコシが

ﾀﾞｲｽﾞ…射率と…''犯'1物,l1IiIの関係日本ﾘﾓｰﾄ…ﾝｸﾞ挙会蕊24Ｍｌｒ１ｑｑＲｆＩ２ＲＨＨ１坐誼f調繊へ空ウｌｌｌＭ１－ｎＡヮr１ｑｑＲＲＤＩ１

$<と念水;＄の関係のw験All

（1998年５月）学術調jiii会鎧文典,ID41-p42（1998.5.21）

･樹木災のスペクトルについての火験的号察Ⅶ；反射・透過スペクトルと水含吐の嫌

時変化1ＭKリモートセンシング学会節23回（1997年I1jl）..俄術蝋iiH会鎧文典，

ｐ､４７－４８（1997.1128)．

ｏＳｐｅｃｔｒａｌｃｈａｎｇｅｏｆｔｒｃｅＩｃｌｗｃｓｂｙｍcasuringmethodandsKDmpIcarrange‐

ｍｅｎｌａｎｄｔｈｅｐａｓｓａｇｅｏｌｔｉｍｃ・Proceedingsorthcl91hsymposiumon

remotcscnsinglOrcnvironmen卿Iscicnce，ｐ5２－６６（1997.8.30）Tech‐

noIogydvancementCenlcr（ChiIxIJapan)．ｐ､２１２－ｐ､220.（1996.9）

･樹木災の反射スペクトルについての1A(験的考察Ⅵ；反射スペクトルの経時変化，１１

本リモートセンシング学会節2２１１１１（1997年５)l）学術鋤iijl会MijAdILp,１２９－１３０
（】997.516）

llWl鰯Im

l鑑繍

r臺鱗蝋鯛

究テーマ

リモートセンシングによる今アジアのｔ地被圏モニタリング

時系列衝1.データの処理とｆ地技I､変化抽出

地球画塊データベース

研

ﾛ

●

●

主

●

な発衷蹟文

ＵＳＣＣ「ＮＯＡＡＡＶｌｌＲＲｄａｌｉｌ「o「assessmentofprecipiutionandland

degradalioninCcnlralAsim，AridEcosystems，RussianAcademyoi

Scicnccs，Ｖｏｌ４．Ｎ０８，ｐｐ２５－３４，Septemberl998

RcmotesensingandlEeographicinIormalionsyslemapplications「o「ｌａｎｄ

useandland-suilabililymappinH：casestudy-IrbiddislricLJordan，Thc

ArabWorIdGcoRraphcr･Vol.’･No.Lpp,6-22･l998

RelationshipsbetweenpcrccnlvcgctalioncoverandvcRetationindiccs･

Int・JournaIorRemoteScnsinR・Vol､19.No.18,ｐｐ3519-3536,1998

時系ダリモデルをH1いたＡｖＩｌＲＲデータにおける反射牛1のNil[にIlUする研究,写真側

lHlとリモートセンシング.Ｖ01.37.ＮＯ２,ｐｐ､４－１４．l998lMjl

VegetationcoverestimalcoIaridandscmi-aridrcRionｓｂｙＮＯＡＡＡＶＨＲＲ

ｄａｔａ・JoumaloItheJapanSocietyofPhotoHrammclryandRemotc

Sensing・Ｖｏｌ３７．No.１，ｐｐ､１８－２８，FcbTua｢ｙｌ９９８

ＧｌｏｂａＩ「ＯＵＴ･ｍｉｎｕｔｅｌａＩＭｌｃｏｗｒｄａｌａｓｅｔ，JouTnalDllhcJapanSocietyof

Photog｢ammetryandReuuuoIeScnsing,Vol,３６，Ｎ０４．ｐｐ６６－７８，Scptembcr

1997

Landcovcrclassi『icationsyHlclnforcontinentaI/HIobaIappIicaIions,Asian‐

PaciIicRcmoleSensinIKandGISjournaLVoL10,No.１．ｐｐｌ－９・Ｊｕｌｙｌ９９７

●

●

●

●

●

●

！
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近縢昭彦

AkihikoKondoh

I958L23生

助牧授

ＴＣＩ：Ｏ４３－２９０－３８３４

Ｅ－ｍａｉｌ：kondoh＠ceres・cr・chibil-lM1c.』ｐ

学歴：Ｔ雄大学1111学部地学科1980，筑

波大学大学院IWl目裸礎地球科学研究

科1985理学椰士

職歴：１９８５筑波大学水剛又験センター

文部技官，１９８７束乃(郁立入学Fl1学

部地卵学教室助手．ｌ９９３筑波入学

地球科学系鋼師．１９９５現職

所属学会：日本リモートセンシング学会．

、本写典測lit学会．１１本水文科学会．

（1本水文・水資源学会，［]本地形学

迎合,ｎ本地理学会．【1本地下水学

会．日本応用地間学会．１１本飢蚊学

会，［]本第四妃学会．IHI際水又地面

学会（ＩＡＨ)，川本沙漠学会

研究テーマ

自然地理学.水文学分野における研究対象．よって環境に関わる締現蚊全般が研究対
象であり，リモートセンシング.地IM1愉報システムをおもな下段とする。

uww本臓溌の分…砿と繩,,､の,､艤水又.水灘激…川…｡2」

}蝋|蝉１１蕊蝋鋳
･RclalionshipbelweenlhoCloba1Vc…｡､1,.…md1h･Ev……’

､複数の手法によるモンスーンアジアの蒸発散鼠推定lUiの比砿［I小水文科学会錨｜「ハイドロロジー｣,２４．１１－３０．１９９４．

.ﾗﾝﾄﾞｻﾊﾃﾞｰﾀによる…方の蛎繍i'『のﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ蟻腫…U傘Ⅱリモートセンシング学会懇１３．１２０－１３０．１９９３

.ﾗﾝ…TM夜Ⅷ………ね…に…城……｜日本リモートセンシング学会鍵.12.169-178.1992.

専門分野：自然地理学,水文学

社会活動：水文・水資源学会FMDII

Il卒リモートセンシング学会fMUl（

「１本水文科学会常任蚕I」

主な著啓

・水文地形学,共蕃，

・地形工学セミナー

1996,古今i呼院

｢地形学からⅢ学への捉司｣,共将，1996,01i今iII院

梶原康司 研究テーマ

・航生リモートセンシング

・グランドトゥルース・データベースシステム綱築

KojiKajiwara

鋤師

19629.28生

Tel：Ｏ４３－２９０－３８４５

Ｅ－ｍａｉｌ：kaji＠Ce『℃scr・chiba-u､ac・ｊｐ

学歴：千葉大学工学部1987卒，千雄大

学自然科学研究科１９９２．１０ｔ（工

学）

画歴：Ｈ本学術振興会特別研究11.下館

大学映像隔測研究センター助平．

1995現職

所属学会：日本写典iEIlIl学会

専門分野：リモートセンシングエ学

－１０３－



わ放射場の剛

[】、Ｌｺﾞ【】

、Ｂａｎｋ⑪［ ＤｏｒｅｄＢｕｏｖＤａｔａＰｒｏ征fMPdin■Ｓｃ

DｒｅａｌＢ９－ｇ４－Ｉｇ９ｇ｡。S１１１ｍｏｎＲＥｍｍ

【比⑪釦ｎ－ＰｒｏｃｃＥｄｉｎｐｓｃ

ＤｆＯｃｅａｎＣｏ]、

ＤｒｒｅｃｔｉｏｎａｎｄＰｈｖｌｏＤＩａｎｋｔｏｎＰｉａｍｅｎｌｂｖＭｏｏｒｅｄＯＤｌｉｃａＩＢｕｃ

DfP HＯＤｔｉｃａｌＦ

DｏｒｃｄＯＤｔｎｃａＩＢｕｃ

〕eｖＥｌｏＤｍｃｎｌｏｌＡｍｌｎｎｎｒｎｃ

側のための波形データ処理．ＣＱ出ＨＬｌ９８Ｇ

句nProdIlctim

ｍｄｎａｔｉｏｎ－Ｐｒｏｃ－ｏｆＯｃｅａｎＯ［

ＭＩ６０Ｗ－【】CＯＥ

ＤｌＺ３－ＮＯ－１４－ｌ７８１－Ｉ７１ｊ４＿1９９６

Dｆｃａｒｂｏｎｄｉｏｘｉｄｅ（ＤＣＣ

ｎｒ１ｈＰ

1Ｎ｡_:l－ｌ７６－１ｔＩ２－１９９Ｋ
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千賀康弘

YasuhiroSenga

客貝教授

1952.12.19生

TeI：043-290－3851（CEReS）

O543-37-O917（束jlij大）

E､mai1：scnga＠sccu､tokai､ac､jｐ

学歴：大阪大学大学院Jｴ学研究科iiillIJ課

程修了・１９７７.仰三ｔ（工学）

職歴：１９８１大阪大学工学部助手，1989

東海大学海洋学部撫IMi，１９９０同助

教授，１９９８同教授，1995-海洋科

学技術センター群F1研究側,1998－

千葉大学環塊リモートセンシング研

究センター客、教授

所属学協会：日本海洋学会，海洋理工

学会,応111物理学会，日本分光学

会，日本分析化学会，１号】本リモート

センシング学会．OplicalSociety

ofAmerica･TheOceanography

Society

研究テーマ

水中放射場の研究,海洋基礎牛産鼠の推定に閲する研究,海洋及酒モニタリングシス

テムの開発

主な発表闘文

･大和堆ブイ光学観測データによるliii物プランクトンの変動解りr,東海大学紀要海洋

学部,４７，３０－４１，１９９９．

．SeasonalVariationofAttenuationCoefIicicntSpcctraExtractedfTom

YamatoBankOptica］MooredBuoyData，Proccedingso「International

SymposiumonRemoteSensing（Korea)'89-94.1998.

oMeridionalVariationinLowLightAdaptabiIityofPhytoplanktoni、

theSouth-WestAtlanticSectoToftheAntarcticOccan･ProceedingsoI

PORSEC､9８（china)，154-160,1998.

oVerificationPIanofOceanColorａｎｄTemperaturcScannerAtmospheric

CorrectionandPhylopIanktonPigmentbyMooredOpticaIBuoySystem，

JouTnalofGeophysicalResearch，１０２(、14)．17197-17207,1997.

･TimeSeriesofPhysica］ａｎｄOpticalParameIersoIfShimane･Japan，

duringFauofl993：FirstObservationbyMooredOpticalBuoySystem

forADEOSDataValidation，JoumalolOceanography、５３(3)，２４５－２５８，

1997.

。、evelopmento［AutonomousYachtBuoy，ProceedingsoftheJSPS-VCC

JointSeminaronMarineSciencc（Malaysia)．７５－８２，１９９５．

著香

･科学計測のための波形データ処理,ＣＱ出版，1986.1櫛茂夫細狩,分担執諏．

浅沼市男

IchioAsanuma

客員助教授

1954.2.19生

Tel：Ｏ１７５－４５－ｌＯ７１

Ｆａｘ：０１７５－４５－１０７９

E-mail：asanumai＠jamslcc・go､jp，

学歴：ｌ９７９千葉大学大学院工学研究科

修士課程終了,工学h9t

職歴：1979～（海洋科学技術センター)，

1985～1986（スクリプス海洋研究

所客員研究且．ジニット推進研究所

客員研究且)，1997～（千災大学環

境リモートセンシング研究センター

客員助教授）

所属学会：日本海洋学会．１１本写奥測、

学会，アメリカ地球物Fl1迎合，アメ

リカ光学学会

専門分野：海洋光学,海洋衛型学

社会活動：1994～ユネスコ政府Ⅱ11海洋

学委貝会ＧＯＯＳ執行委11会委1１

研究テーマ

･海中光学過程

･海色リモートセンシング

･植物プランクトン基礎AI爵t瀧力

主な発塞堕文

・CircadianRhythmofProductionEstimatedbyLaserExcitedFluorescenceo

OceanOpticsX1V，SPIＥ’１９９８．

．DcepChIomphyⅡMaximumControⅡedbyUndcrWaIerCurrentandSolaT

I｢radiation，Proc・ofOceanOpticsXIII･Vol,２９６３．８２８－８３３．１９９６

．Changesinlongitudinaldistribuliono［thepartialp蛇ssumｅｏｆＣＯ２（pCOg）

inthecent｢alandwesternequato｢ialPaciIic，ｗｅｓｔｏｆ１６０Ｗ・Ｇｃｏｐｈｙｓ

RcsLcttels．Ｖo1.23,No.１４，１７８１－１７８４．１９９６

・レーザ光を用いた植物プランクトン観測｡海洋音響学会雄Vol､２２，Ｎ０．３，１７６－

1８２，１９９５

･Long-teTmtrendofthepartia1pressurcofcarbondioxide（pCO2）ｉｎsur．

facewateTofthewesternnorthPacificoTeⅡus,４７B，３９１－４１ａｌ９９５

･海洋レーザ観測装置による植物プランクトン観測｡海洋女(蚊学会雄「海と空」ＶＯＬ

7ｑNo.3,176-182.1994

薯谷

。「合成開[Iレーダ画像ハンドブック」朝倉轡店（1998）（此杵）



安川嘉純

YoshizumiYasuda

1935.4.3雌
牧授
ＴＣＩ：Ｏ４３－２９０－３２５８

Ｆａｘ：Ｏ４３－２９０－３２７０

Ｅ､maiI：yasuda＠ics・tj・chibm.u､､c・ｊｐ
学歴：下蕊大学工学部二I:業化学科zlflm映

画HlmL〕lUi('二;iUt学1978.二I学llPl：
職歴：千藁大学工業短期大学lHIIUl手，千

蕊大学工学部助牧授．１９８８現皿
専門分野：パターン型顕．、i像処FMセ

ンシングシステム

所属学会：応用物理学会．1-1本光学会，
日本写奥測、t学会．海洋１，１１苦学
会．東京湾学会.AmcricfDnSocicty
roTPhotogrammctryandRemolc
Sensinlg，ＳｏｃｉｃＩｙｆｏｒｌｍＫＤＨｉｎＨ
ＳｃｉｅｎｃｅａｎｄＴｃｃｈｎｏＩｏｇｙ・Ａｍｃｒ・
icamGeophysicalUnion

社会活動：東京工業大学非術助鋼師（縫
合EMI学研究科）（1990～現）ihj洋
Fl1工学公理11Ｖ（1992～現)．典〃〔jmY
学会理ﾘﾄﾞ（1996～現)．字ilillII苑'１１
業団客員開発筋1１（1994～現)．収
極大学海洋研究所新技術開発拭月ji委
口会委員（1990～現）Zi2ililWEWl
業団グローパルリサーチネプトワー

研究テーマ

・画像の処理.解析,評価,塑識.理解,および,それらの晦川

・センシングシステム

・術凪植生学

主な発袈瞳文

・路面ひびわれタイプを分l剛するための剛域分W1r,写山iIlImとリモートセンシングロ

３４(3)，ｐｐ５５－６３（1995)．

・銃,lf手法によるエアロゾルパスラジアンスの評価とＣＺＣＳデータの大女(効果補正

への応用,写真測団とリモートセンシング（1992）

・時系列植生指数データのフーリエ解析.写真測侃とリモートセンシング（1992）

・主成分分析による時系ﾀﾞﾘ械生lIi故データの総合特性価の解栃.写輿測、とリモート

センシング（1991）

ク制度による地球科学技術研究のた
めの蕊礎的データセット作成研究・
研究実施検封会委11（1993～現)．
資瀕圏会地球科学技術フォーラム委
貝（1995～現)．リモートセンシン
グ技術センター・リモートセンシン
グ利Ｉ11検討委凹全姿L」（】995～
現)，日本林業技術鰹会ＩＨＩ冊林行Fl1
愉報システム轆伽耶難委貝会委１１
(1990～現)，海洋科学技術センター
海洋遮礎生施力肌測研究会露l』
(1995～現)，干熈UiUilim呼彫僻ilf価
ＷＩｌ１委員会会災（1990～現）

岡IlI浩

HiroshiOkayama

劇師

1943.3.291ｔ

ＴＣＩ：Ｏ４３－２９０－３８４３

Ｆａｘ：Ｏ４３－２９０－３８５７

Ｅ－ｍａｉｌ：Okayama＠ccrcscr､chiba､uac.』ｐ

学歴：ｌ９６５東京理科大学FM学部物理学

科卒蕊19679Iqjj(pl1科入学大学院

理学研究科物理学nll攻修l:蝿秘修了，

1967理学修=t､199619二l：（剛学）

職歴：1967干葉ﾉﾋf錠1学lHI技術、，１９７２

干葉入学工学部犬然色Ⅲや研究艦投

研究テーマ

｡ゆらぎによって影将された光の，HIUIコヒーレンスの測定

・植生の二方向性反射特性の研究

主な発表箇文（最近５年Ⅲ）

・Measu｢ementofthcspatialcohcrcnceoflightinnucnccdbyturbuIence､

AppliedOpticaVoL38・No.12.2342-2345（1999)．

・GToundsIopeanalysisbymodelexpcrimentsandJapanEarthResources

SateⅡiteldata,AppIiedOptics,ＶＯＬ36,No.24.6005-6008（1997)．

oHowdifie庇maretheindicalricxesoftheIcavcsofvariouswoodyplanl

species?,AppliedOptics,Vol､３５.No.18.3250-3254（1996)．

l

turbuIence.’

主な著谷（最近10年間）

・RecenlRes･ＤｅｖｅｌｉｎＣｈｅｍ，Pharm・SciencesLRcscarchSignpost（1996)．

（共著）

。「資源探査のためのリモートセンシング災用シリーズ．111鍋辞典」資疎IUl側解析

センター（1991）（共藩）

助手，１９７７千段大学Ⅲ学部Ｘ然色

工学研究施設劇節．１９８６Ｔ葉大学

映像隔測研究センター鋼師．１９８７

文部行長期在外研究ｕとして米ＩＰＩス

タンフォード大学にfWfit（1988まで)，

ｌ９９５千葉大学国境リモートセンシ

ンク研究センター鋼師,現在に至る．

所属学会：応１Ｍ物IW1学会，１１本光学学会，

アメリカ光学学会（ＯＳＡ),アメリ

カin女(ｍｉ１ｉｉ学会（IEEE)．アメリカ

像科学と工学学会（lST）

専門分野：1世川光学

社会活動：

・アメリカ光学学会ApplicdOptics錨

文代謎委側．

・財ＦＩＩ法人資源探代１１１観測システム研究

開発槻綱（JAROS)，ＡＳＴＥＲセンサ

委員会委皿

－１０５－



ｲillI陣

Takashi】shiyama

助下
19425.3生

Ｔｅ化Ｏ４３－２９０－３８５１

Ｅ・mail：ishiyama＠ccres､cr・chil〕a｡u・ilcjp

学歴：火jX理科大学卵学部２部化学科
1968.1994博士（学術）

職歴：ｌ９７０千葉大学工学部教獅鞍l』．

1976干葉大学工学部助手,ｌ９９５３ｌｍｌ

所属学協会：日本リモートセンシング学

会・’1本写真閲H1学会．Ⅲ本沙甑学

会,東京地今惣会.AmcricanSoci、

etyIbrPhotogmmmelryand

RcmoteSensing

専門分野：緬生リモートセンシング

社会的活動：

EcoIogicaISystemandLand5ur‐

faccClimatoloHyWGofJapan・ＵＳ
ＡＳＴＥＲＳｃｉｅｎｃｃＴｅａｍＭｃｍｂｅｒ、

ERSDAC

Oceanography，Ｌｉｍｎｏｌｏｇｙａｎｄ

ＳｃａＩｃｃＷＧｏｆＪａｐａｎ－ＵＳASTER

ScicnccTeamMember･ＥＲＳＤＡＣ

SpecIralLibraryCommilteco「

Japan-USASTERScienccTeam
Mcmbcr･ＥＲＳＤＡＣ

因埆Ii:利根川河口製モニタリング・

ＷＧ否Ｕ会委員（日本自然保餌Mi会）

寅瞭国境解析研究センター技術ＷＩＩ１

蚕ｕ全姿且

’1本リモートセンシング学会学術Ｚｉ

Ｉ１会委ｌｌ

Ｉｌ本沙襖学会鰯典委員会委乢

研究テーマ

・航'12および土壌のスペクトル解析

・術jl1データによる乾燥地,'１t蛇MA地のＩＲＩ境捌代

主な発表翰文（賎近５年１１１１）

・EstimalionofvegetationcovcrbyvcHctationindices,InternationalJournaI

oIRcmotcSensing、１４(１８）3519-3535,1998.

.EstimationoIvegelalioncow「bywRctalionindiccs,InternalionmlJournal

oIRcmoteSensin９．１４(１８）3519-3535.1998.

．VcRclationlndcxAllZorithmlorVcHetalionMonitorｉｎｇｉｎＡｒｊｄａｎｄＳｅｍｉ

ＡｒｉｄＬａｎｄ､ＪｏｕｍａｌｏｌＡｒｉｄＬａｎｄＳｔｕｄｉｅａ６－１．３５－４７．１９９６．

．術)'1データによるタクリマカン沙漠I櫛部のホータンオアシス周辺の地戊ｔ壇水分の

汗価.沙漠研究.ＶＯＬ5.163-172（1996)．

・GroundSuTfaccFcatureso「TaklimakanDcscrLAdvanccsinSpacｅＲｅ‐

search、１７(8)．ｐｐ､４１－４８，PerHamonPrcss（ＵＫ.)，1996.

．RcmoteScnsingo『thcDensityo（WaterchestnutLeavesonthcWatcr

Sur｢ace,JournaIofthcRemotcScnsingSocietyofJapan，１４(3)，４９－５５．

】９９４．

・EstinlationoIYeaTIyChangCｓ（)fWalerchestnutBiomassinLakcNorth

lnbanumabasedonLandsatTMdalaJoumaIofthejapanSDciclyoI

PhologrammetryandRemolcSensing,３３(4)，6-14.1994.

．タクラマカン沙漠の地戎状態のi1M代.地学雑諺.１３０(4),334-35Ｌ1994．

oVariationofSandRcfIeclancewilhMoistuTeConlenLjoumaIoIATid

LandStudies、２．３９－４３，１９９２．

・ＡｎｇｕＩａＴＣｏＴ｢ectiono【SeaSurlaccTemperatureobscTvedbyThcrmal

lnIraredRadiometcr，InternalionaIJoumalofRemoteSensing，１４（７），

1339-1346,1992.

主な著書

新弼ウイグルに関する研究打データファイル（1999.兆鱈）

本郷千櫛

ＣｈｉｈａｒｕＨｏｎｇｏ

助手

1961.5.2'１２

ＴＣＩ：Ｏ４３－２９０－３８５９

Ｅ･mail：chi＠ceTescT､chiba・uac.ｍ

学歴：明治大学農学部農学科1984,千

雄大学自然科学研究科1994,10ｔ

（腿学）

職歴：科学技術庁科学技術限興捌秘凹

「in点麟礎研究」非常勤職t1，1995

年現職

所属学会：ロ本土壌肥料学会，Ⅲ本写典

ilIllil学会

専門分野：植物栄養学.農業・械生リモー

トセンシング

研究テーマ

・リモートセンシングによる植物栄養診断に閲する研究

．Ｗi物２k理・生化学の非破liHilf棚に関する研究

主な発盛堂文

・分光反射率からみた樹木の水ストレス反応.，写真測団とリモートセンシング．３７

(4)，４３－５０（1998）

・SugarbeetnutritionaIdiagnosisusingrcmotesensing，PlantNutrition-lO「

sustainablefoodproduclionandenvironmem,381-382（1997）

･AgriculturalwealherhazardmapsinHokkaido，Japan1deveIopcdIrom

sateⅡiledata,Journalｏ「AHricu1turalMetcorology,５２(5)，５５９－５６２（1997）

・ランドサットＴＭデータによるテンサイの窯素吸収mの評価，システム腿学`１１(2)．

137-Ｍ４（1995）

・術k1データを利用した1993年冷湿密の被轡解析．てん菜研究会１m、３６．１７２－１７９

（1994）

・ランドサットデータによるテンサイの奴培国境と収、の把握.てん菜研究会甑３５．

４１－５９（1994）

主な箸缶

閥藁リモートセンシング（此将)，錠賢唯（1996）

－１０６－
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研究テーマ

・グローバルＧＩＳにおけるデータ処理技術に1１０する研究

・データベース技術に閲する応用研究

・土地被覆の現状と変化に関する研究

主な発表麓文

・ComparativeStudyonSphericalTcsseⅡationSchcmes【ｏＴＧＩｏｂａＩＧｌＳ，

GcocartolnternationalpVoLl30No.１，ｐｐ､３－１４，１９９８．

.高解像度リモートセンシングデータによる郁市住宅形態の顛型化一上海を事例とし

て,地理情報システム学会識演論文集,ＶＯＬ7,1998,ｐｐ､77-80.

・Spatio-temporalInterpoIationolClassVariablesbylntegratingObSCT．

vationalDataandBebavioraIModeIwithGencticAlgorithm（ＧＡ)．Ｔｈｅ

CongressofXVIIIthlSPRS･Vol・ＸＸＸＩ－Ｂ３，ｐｐ,803-808,June‘1996.

.OptimizationTcchniqueonSpatio-tcmpora1Interpo1ationmrDynamic

GIS･Procccdingo『１６th，ACRSpNakhonRatchasima，Thailand、1995.

．SphcricalTcsseⅡationSchemeslOrGlobalGIS、Procecdingoll5th．ＡＣＲＳ，

Bangalore，India，ＶｏＬＩＩｐｐｐ,１－５．１９９４．
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